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　初夏、華か弓きゆうの王都──鳳ほう安あんは六年ぶりに開かれる祭りを前に大いに賑にぎわっていた。

　街角からは時折、銅ど鑼らや太たい鼓この音が風に乗り、王宮まで聞こえてくる。祭りを待ちきれず流れる音は、雨の匂においの残る鳳安に朱雀すざくの帰き還かんを知らせてくれた。

　しかし、宮きゆう廷ていで働く新しん米まい太たい極きよく医い官かんたちに祭りを楽しむ暇ひまはない。

「新人！　包帯の整理はまだ終わってないのか！　昨日きのうのうちにやっておけと言っただろ。また、雑用だと思ってさぼっていたんじゃないだろうな？」

　太たい医い署しよの二階にある一室に、厳しい叱しつ咤たが響ひびく。

　医い療りよう道具の整理をしていた新人太極医官たちは、並んだ棚たなの間から顔をのぞかせる。

　先輩太極医官が室へやの中心にある円えん卓たくに、抱かかえていた大きな籠かごを置く。その中には、大量の包帯があふれるほど入っていた。

　また面倒事を押しつけられた──。同どう僚りようたちが顔を合わせる中、いち早く名乗り出たのは珠しゆ華かだ。

「すみません、今からやります！　私に任まかせてください！」

　先輩である太極医官──孫そん龍りゆう乾けんを押し退どけるように籠を奪い、包帯をわしづかみにする。

「感心だな、赫かく珠華。やる気があるのはいいことだ。では、それが終わったら、太医署中の掃そう除じも任せたぞ」

　新人たちにさらなる仕事を与え、龍乾は足早に室を出て行った。

（──よし、やるぞ！）

　珠華が貴き妃ひをやめて早ひと月。太極医官として成長したいと後こう宮きゆうを出てからは、仕事に明け暮れる日々を送っている。

　今は雑用しか仕事がなくても、いつか周囲に認められるような太極医官になりたい。太極秘ひ儀ぎを完成させたのだから、きっとその日も近いはずだ──と、珠華は信じていた。

（絶対に誰だれもが認める太極医官になってみせますので、待っていてください、慧けい祥しよう様！）

　心の中で語りかけ、軽けい快かいに包帯をくるくると巻いていく。

　やる気に燃える珠華だが、そんな姿を同僚たちはいぶかしげに見ていた。

「なんや、最近やけにはりきってるなぁ」

「普段の数倍鬱うつ陶とうしいが、人の仕事までやってくれるからな。ほっとけばいいだろう」

　室の片かた隅すみから同僚の声がして珠華は振り返る。

　話していたのはやはり、西方訛なまりが特徴的な慈じ恩おんといつも辛しん辣らつな口く調ちようの風ふう蓮れんだ。

「慈恩、風蓮、私語は慎つつしみなさい！　口を動かす暇があるなら、手を動かす！」

　包帯の入った籠を突き出すと、二人はため息をついてようやく働きだす。

「こないな雑用の何が楽しいねん……」

「珠華は別に雑用が楽しいわけじゃないさ。こんな雑用さえも楽しく思えることが、他にあるだけだよ」

　新人の中でも一番の年長者である竜りゆう皓こうは、口元を尖とがらせる慈恩にそう言うと扉とびらへ視線を向けた。

「──そら、噂うわさをしていると珠華の元気の源みなもとが届いたようだよ」

　つられて扉を見ると、室に入ってきたのは赤い戦せん袍ぽうをまとう武人だ。

「失礼する」

　将軍苓れい雲うんは仕事中の妹を手招く。

「珠華、頑がん張ばっているようだな」

「兄上！　はい、珠華は太極医官として日々精しよう進じんいたしております！」

　珠華は飛びかからんばかりの勢いで苓雲に駆かけ寄る。

　期待に満ちた目とともに手を差し出された苓雲は、妹の態度に眉まゆをひそめた。

「はしたないぞ、珠華。心配しなくとも、捨てたりはしない」

　厳しく叱しかりながらも苓雲が懐ふところから取り出したのは一通の文ふみだ。

　それを受け取ると、焚たきつけた白びやく檀だんの香りがほのかに漂ただよってきた。

（慧祥様の匂いだ──）

　優しく甘い香りに、送り主ぬしのことを思い出して文を胸に抱きしめる。
















「では、返事は後で受け取りに来る。──陛へい下かのためにもさらに精進するんだぞ」

「もちろんです！　兄上も、お仕事頑張ってください！」

　大事な文を懐に収め、室を出て行く苓雲の背中にぶんぶんと手を振り見送った。

　仕事に戻るとまとわりつくような視線が珠華に突つき刺ささる。

「……なんや、陛下からの文か？」

「うん！　貴妃をやめてから、私が寂さびしくないようにって毎日送ってくれるの」

「ほほう、国王っちゅうんは、愛の言葉を毎日欠かさず綴つづれるくらい暇なんやな。どれ、見せてみぃ」

　嫌いや味みを言いながら手を出した慈恩から、ひょいと文を遠ざける。

「別に、慈恩が読んでも面おも白しろくないよ。今日は何を食べたとか、庭にこんな花が咲いたとか、兄上が口やかましい、とか。そういう感じのことが書いてあるだけだから」

「それは文やなくて、日記っていうんやで～」

　呆あきれたのか、興味がなくなったのか、慈恩は手を下ろした。

　その後ろで黙だまって包帯を整理していた風蓮が、馬ば鹿かにしたように言う。

「国王陛下と交こう換かん日記とは、恐おそれ入ったな」

「こ、交換日記……」

　うすうす気づいていたが、やはりはたから見たら恋文のやり取りには見えないようだ。

　確かに、いつも文には愛の言葉一つ添そえられていない。

（はっ！　そういえば、太極医官として生きていきたいって宣言した手前、働きっぷりを知ってもらいたくて、私も仕事のことしか書いてない……！）

　風蓮が言った通り、これでは本当にただの交換日記だ。

　文一つではしゃいでいたことが、急に子供っぽく思えてきた。

「こら、お前たち。珠華を苛いじめるのもほどほどにしなさい」

　しゅんと眉を下げた珠華をかわいそうに思ったのか、竜皓が風蓮と慈恩を叱しかる。

「いいんですよ、竜皓さん。言わせておきましょう。私は気にしてませんから。お子ちゃまな二人には、純愛ってものが分かってないんですよ」

　落ち込んでいられないと強がってみせるが、動どう揺ようして手元の包帯が上う手まく巻けない。手に絡からまるそれを見て、竜皓が黙って巻きなおす。

「純愛ねぇ……。夢見るんも勝手やけど、現実を見ることも必要やで？」

「むっ、夢見てるだけじゃないよ。慧祥様が誇ほこれるような、立りつ派ぱな太極医官になれるように精進してるんだから」

　小さな仕事であっても、今は与えられたことをきちんとこなすしかない。

　貴妃をやめる時、太極医官として生きていくと慧祥に誓ちかった。だからこそ、いつ慧祥に見られても恥はずかしくないようにしていたい。

　どんな仕事でも、一人前の太極医官になるための一歩になるのだ。

「それに、はりきっていたのは慧祥様の手紙のせいだけじゃないんだから。──なんと近々、あの銀ぎん河が様が王宮に帰ってくるんだよ！」

　もうすぐ、太極医官たちの間で英雄と呼ばれる女性太極医官が宮廷に帰ってくる。そう兄から聞いたのは、十日前のことだった。

　彼女の名は周しゆう銀河。六年前の黄こう燐りんとの戦いくさで、兵へい部ぶ尚しよう書しよである赫潤じゆんの右みぎ腕うでと呼ばれた女じよ傑けつだ。

　赫潤は珠華の父親であり、政まつりごとや宮廷の噂に疎うとい珠華でも、彼女のことは太極医官になる前から知っていた。

　華弓でも珍めずらしい女性太極医官であり、珠華にとっては憧あこがれの存在でもある。

　銀河は妊にん娠しんをきっかけに戦が終わってすぐに休職していたが、職場復帰するらしい。

「なるほど、銀河様に目をかけてもらいたいからあんなに頑張っていたんだね」

　納なつ得とくする竜皓に、珠華は目を輝かせて力説する。

「そうなんです！　歴史的にも数少ない女性太極医官ってだけでも尊敬するのに、銀河様は慧祥様と同じ華弓の英雄なんですよ！　そんなお方の目にとまれば、もしかしたらご教授いただける機会があるかもしれないじゃないですか！」

　そうなれば、太極医官として成長できること間違いなしだ。

「早くお会いしたいな、銀河様──。きっと、素す晴ばらしい方に違いないんだから。兄上は詳しく教えてくれなかったけど、太極術師らしく聡そう明めいで凜り々りしいお方なんだろうな」

　見たこともない英雄に想いを馳はせていると、乱暴に扉が開かれた。

「──お前たち！」

　扉から飛び込んできたのは、先ほど出て行った先輩太極医官の龍乾だ。よほど急いでいたらしく額ひたいに汗が滲にじみ、大きな三さん白ぱく眼がんを白黒させている。

　肩で息をする姿に、皆が不ふ穏おんな空気を感じていると、龍乾は言った。

「待望の太極医官としての大仕事だ。さっさと来い」
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　朱雀すざくに守られし国《華か弓きゆう》。

　しかし、六年前の黄こう燐りんとの戦いくさをきっかけに朱雀は人々の前から姿を消した。国民の気持ちが離れていく現状を危き惧ぐした年若い国王──焰えん慧けい祥しようは、朱雀を国に戻す策を投じる。

　それが、究極の太たい極きよく術じゆつである太極秘ひ儀ぎ《仙せん華か》を完成させることだった。男女二人の力が必要であるこの術の相手に選ばれたのが、数少ない女性太極医官である赫かく珠しゆ華かだ。

（猿さる公こう主しゆって呼ばれたお転てん婆ば娘むすめが後こう宮きゆうで貴き妃ひになるなんて、思ってもなかったけどね）

　紆う余よ曲きよく折せつの末、二人は太極秘儀を完成させ、六年ぶりに朱雀が華弓に戻ってきた。人々は朱雀の帰き還かんによって、神しん獣じゆうへの信しん仰こうをようやく思い出したのだ。

　それを象しよう徴ちようするように、首都鳳ほう安あんでは六年間中止されていた《朱雀すざく祭さい》が行われる。

（……それなのに、祭りに行けないかもしれないなんてかわいそうな人たち）

　珠華たちが龍りゆう乾けんに連れてこられたのは、太たい医い署しよの片かた隅すみにある一室だ。

　人通りもなく、目立たない場所にあるその室へやは、普段は空あき室べやとなっている。だが、今は三つの寝しん台だいに男が横たわっていた。彼らは三人とも珠華たちと同じ太極医官だ。三人とも青白い顔をしていて、精せい気きが感じられない。胸が上下していなければ、生きているのか分からないくらいだ。目立った外がい傷しようはないが、浅い呼吸を繰り返し苦しそうだ。

（こんな時期に流は行やり病やまいかな……？）

　見たところ三人とも同じ症しよう状じようのようだ。

「先輩、何があったんや？」

　慈じ恩おんが尋たずねると、太極医官たちを見下ろしながら龍乾は答えた。

「彼らは今け朝さ、何者かに襲おそわれ、太医署に運び込まれたんだ」

「襲われた？」

　物ぶつ騒そうな言葉に顔が強こわ張ばる。

「昨さく夜や、酒しゆ楼ろうから出てきたところで、何者かに襲われて倒れたところを、悲鳴を聞いて駆けつけた酒楼の主人が発見したらしい。外傷はないが、体内の気が非常に弱まっている。太極医術の使えない町医者が見ても原因が分からず、朝になってここへ運び込まれたわけだ。今はもう、民間の太極術師はほとんどいないからな」

　どうやら、民間の医者では手に負えず、太医署に運び込まれたようだ。

「先ほど治ち療りようは施ほどこしたが、数日は寝たきりになるだろう。体調が回復してから聴ちよう取しゆするつもりだが、一体誰だれがこんなことを──」

　最後は独ひとり言ごとのように言うと、龍乾は考え込んでしまう。

　生き真ま面じ目めな先輩太極医官が悩みすぎて体を壊す前に、珠華はある提案を切り出す。

「あの、この方たちの看かん病びようを私たちにさせてくれませんか？　龍乾さんは医官長に報告したり、何かと忙しいでしょうから。ここは私たち新人に任まかせてください！」

　胸を叩たたいて宣言してみせるが、龍乾はいぶかしげに目を細める。

「はじめからそのつもりだったが、自信満々なお前を見たら、なんだか不安になってきたな……。だが、あとは経過を見守るだけだし、お前たちひよっこでも看病ぐらいできるだろう。それじゃあ竜りゆう皓こう、こいつらのお守りは頼んだぞ」

「え、私ですか？」

「年長者としてお前を責任者にする。もめごとを起こしたら、ただじゃおかないからな」

　龍乾は脅おどしをかけるように竜皓の肩を叩き、病室から出て行った。

　先輩太極医官の背を見送り、竜皓はがっくり膝ひざを突く。

「なんてことだ。すべての責任を背負わされるなんて、私には荷が重すぎるよ」

「落ち込まないでくださいよ、竜皓さん。銀ぎん河が様が帰ってこられれば、三人ともすぐに元気にしてくれますよ。それに、犯人だってすぐに捕つかまえてくれるはずです！」

　項うな垂だれる竜皓を励はげますと、風ふう蓮れんに辛しん辣らつな言葉を浴あびせられる。

「お前はその女太極医官のことを、正義の味方か何かだと思っているのか？」

「おんなじようなものだよ。慧けい祥しよう様と同じ、六年前の英雄なんだから」

　そんな甘い考えが消えたのは、雨が降りだして五日目のことだった。
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　太医署の窓をのぞくと、分ぶ厚あつい雲くもから振りしきる雨が見えた。屋根を打ちつける音が、日に日に憂ゆう鬱うつに感じられてきて嫌いやになる。

　雨あま粒つぶをはじく枇び杷わの木を眺ながめながら、珠しゆ華かは今日も洗せん濯たく物ものが乾かないなとぼんやり思う。

「──まーだ、犯人は捕まらんみたいやな」

　竜りゆう皓こうと一緒に寝台へ新たな患かん者じやを寝かせながら、慈じ恩おんが言った。

　うんざりとした声に、珠華も仕事をする手を止める。二室に増えた病室には、すでに十数人の太極医官が寝かせられていた。病状は徐々に良くなっている者もいるが、回復にはまだ時間がかかるだろう。

　太極医官を襲しゆう撃げきした犯人を捕つかまえるどころか被害者は増えるいっぽうだ。しかも、襲われるのは太極医官ばかり。三日目には、とうとう太極医官は太医署に集められ、王宮から出ることを禁じられた。

　ここ数日、連日のように雨が降っていたが、一日だけ晴れ間がのぞいた日があった。その日は太極医官が襲われず、犯人はきっと雨男だなんて噂うわさまで流れている。

「誰一人顔を見た者がいないとなると、よほどの手て練だれなのだろう。お前の兄も犯人を捜さがしていると聞くが、何も進展がないようだな」

　風ふう蓮れんに兄を馬ば鹿かにされた気がして、むっと眉み間けんにしわをよせた。

「あ、兄上だって、手を抜いてるわけじゃないんだよ。ちょっと捜そう査さが遅れてるだけだよ」

　とは言っても、解決の兆きざしは一向に見えない。おかげで、太医署生活が始まってから兄を通して交かわされていた慧けい祥しようとの文通も止まった。

（兄上も大変だけど、慧祥様も犯人を捕まえるために動いてくださってるはずだもんね。私は私にできることをしないと。それに、初めて太極医官らしい仕事を任されたんだし、頑がん張ばらないと！　前向き、前向き！）

　漏もれそうになったため息をのみ込み、白はく布ふを水にぬらす。

　しかし、そんな珠華の代わりに重たい息を吐はいたのは竜皓だ。

「まいるよねぇ、この雨。得え体たいの知れない相手に狙ねらわれてるからって、太医署から出られないなんて息が詰まるよ。この分だと、祭りも中止かもねぇ。六年ぶりに祭りがあるって聞いて楽しみにしているのに、そうなったら残念だよ」

　竜皓は窓の外へ目をやる。

　朱雀すざく祭さいまであと七日。建国の頃より、朱雀祭の日に雨が降ったことはないと言い伝えられているが、初夏には珍しい連日の雨は鳳ほう安あんの人々を不安にさせていた。

（お祭り、中止になっちゃうのかな？）

　祭りを締しめくくる儀ぎ式しきとして、日が暮れると人々は松たい明まつを掲かかげて朱雀に炎ほのおと共に祈いのりを捧ささげる。人々の思いを聞き入れるように、鳳安を旋せん回かいする朱雀が翼で起こした風に乗り、炎が生きているかのように空に昇のぼるのだ。煌こう々こうと光る炎を引き連れた朱雀は、華弓中の邪じや気きを焼き尽つくしてくれると伝えられている。

　橙だいだい色いろの明かりが闇やみ夜よを照らす光景は、華弓で一番美しい景け色しきと言われていた。

（私も楽しみにしてたのに……）

　太極医官になるまで故郷である赫かく丹たん州しゆうで暮らしていたため、一度も朱雀祭を見たことがない。祭りを再開すると聞いて、銀ぎん河がに会えることと同じくらい嬉うれしかったというのに。

「見たかったな、お祭り」

　もし、予定通り開かい催さいされたとしても、太極医官は犯人が見つかるまでここから出られない。日に日に増える寝台を数えながら落ち込んでいると、廊ろう下かに慌あわただしい足音がした。

「──分かった。僕もすぐに行く。すまないが、それまであの方を頼んだぞ」

　その声は、聞き慣れた先輩の声だ。

「どうしたんですか、龍りゆう乾けんさん」

「ああ、お前たちか」

　廊下へ顔を出すと、踵きびすを返した龍乾が珠華に気づく。焦あせりの色を帯おびた表情は、この三日間で何度か目にしたものだ。

「昨夜、また一人太極医官が運び込まれたんだがな。それが、あの周しゆう銀河だったんだ。おかげで太医署中が大おお騒さわぎだよ」

「あの銀河様が、ですか？」

　その名前に耳を疑い、思わず聞き返す。

　赫かく潤じゆんの右みぎ腕うでとうたわれる太極術師が、まさか襲われて負けただなんて。医術だけでなく、武術にも優れた彼女は、兄の苓れい雲うんでさえ尊敬しているほどなのだ。

　この目で見るまで、信じるわけにはいかない。

「龍乾さん、私に銀河様の看病をさせてください！」

　頭を深く下げて頼み込むと、龍乾はしばしの間考え込む。

「──まあ、看護をするなら、女手があった方があの方も気を使わなくていいかもな。任せてもいいが、覚かく悟ごはできているんだろうな？」

「もちろんです。伝説の太極術師にお会いする覚かく悟ごならできています！」

　迷まよわず答える珠華に、龍乾は何か言いたげに顔をしかめる。だが、その意味を説明することなく珠華たち新人太極医官を銀河のいる病室へ案内した。
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　銀ぎん河がは他の患者たちと違い、一人で室を使用しているらしい。

「いいか、絶対に失礼のないように気をつけるんだぞ」

　珠しゆ華かたちを連れて歩いていた龍りゆう乾けんが、病室を前にして急に立ち止まり、後輩たちを指さして強く念を押す。

「そんなに心配しないでくださいよ。私があの周しゆう銀河様に粗そ相そうをするとでも？　そんな危険な行為はしませんよ」

　釘くぎをさす龍乾に、竜りゆう皓こうが答えた。

「お前じゃない。その他三人を心配してるんだ」

　ちら、と視線が珠華、慈じ恩おん、風ふう蓮れんに向く。特に興味なさそうにぼんやりと歩く慈恩と風蓮を交互に見て、珠華は慌あわてて手をあげる。

「わ、私も大丈夫ですよ！　しっかり、銀河様のお世話をしてみせます！」

「慈恩と風蓮とは別の意味で心配なんだよ、お前は」

「別の意味？」

　ぺしん、と龍乾におでこを人差し指ではじかれ、珠華は首をかしげた。

（まあ、いいや。──それにしても、伝説の太極術師を襲うなんて、一体犯人は何者なんだろ？）

　想像しても、悪あつ鬼き羅ら刹せつのような化ばけ物ものしか思いつかない。

「……まさに修しゆ羅らのごとく、羅刹のごとく、敵をちぎっては投げ、ちぎっては投げ」

　と、頭の中で思い浮かべていたその時だ。

「うわああ、おやめください！」

　太医署の壁を突き破りそうな鬼き気き迫せまる悲ひ鳴めいがこだました。

　扉とびらを突き抜け、飛んできたのは太極医官の男だ。壁に背中をぶつけたところに、もう一人重なるように飛んできた。

「うぎゃっ！　何事？　もしや、襲撃!?」

　太極医官襲撃犯が、弱っている銀河のとどめを刺しに来たのかもしれない。

「銀河様、ご無事ですか！　──って、ばふっ！」

　銀河を助けようと病室へ駆かけ込んだと同時に、視界が黄色く染まった。

　突然、何者かに抱き寄せられ、そのまま地面に転がるように伏ふせる。いきなりのことに驚いてもがこうとした瞬間、押しつけられた胸の香りに鼓こ動どうが高鳴った。

（この香りは……）

　文ふみを受け取るたびに、何度も恋しく思った香りだ。

　甘あまく優ゆう美びで高貴な彼を体現したかのような、白びやく檀だんの香り。このひと月、何度も胸に抱きしめた香りに、今は抱きしめられている。それだけで、鼓動が速まり、気づけば鼻先を黄おう袍ほうに寄せていた。

　状況を忘れて久しぶりの再会に感動していると、頭上で何かが壁にぶつかって割れる音がした。音を聞く限り、軽い陶とう器きの類たぐいだろう。

　陶器が割れる瞬間、頭と背中に回る腕に力がこもったかと思うと、耳元で声がした。

「危ないところであったな……。怪け我がはないか、珠華」

　久々に鼓こ膜まくを揺ゆらしたその声は、紛まぎれもなく愛いとしい人の声だ。早く顔を見たくて腕から抜け出し、視線をあげる。

「……大丈夫です、慧けい祥しよう様」

　名前を呼ぶと、普段は無表情な口元が優しく弧こを描えがく。「そうか」と呟つぶやいた慧祥は、珠華の手を取り起き上がる。

　壁から床へと視線をやると、そこにはやはり陶器製の薬くすり瓶びんが割れていた。どうやら、慧祥はこれから守ってくれたようだ。中に入っていた薬が飛び散り、珠華たちが倒れ込んでいたところにまで広がっていた。よく見ると、慧祥の袖そで口ぐちには黒ずんだ汚れがある。

「慧祥様、お召めし物に染みが……」

「気にするな。そなたを守れたのだから、この衣ころもも本ほん望もうだろう。これは名めい誉よの染みだ」

　慧祥は頰ほおを緩ゆるめると、ぎゅっと珠華の両手を握にぎる。近づいた距離にいっそう胸が高鳴り、目を伏せた慧祥に熱い吐と息いきがこぼれた。

　ひと月ぶりに間近で顔を見たせいか、やたらと慧祥が輝いて見える。瞬まばたきをするたびに、長い睫まつ毛げの上で星ほし屑くずがはじけ飛んでいるみたいだ。

「そういえば、さっきなぜか室から太極医官が飛んできたんですけど、一体何が──」

　慧祥の姿に見み惚とれ、すっかり先ほどの出来事を忘れそうになっていた。急いで室へ視線を向けると、その光景に言葉を失う。

　大部屋に一つ、運び込まれた寝台。室の中心には女性が一人。床ゆかには何人もの太極医官が重なるように倒れていて、ぴくりとも動かない。屍しかばねのごとく積み上げられた太極医官の前には、恐れおののき腰を抜かした太極医官がいた。

（な、なんなのこれは……！）

　震ふるえる太極医官の背中と女性を見比べ、珠華は立ち尽くす。

「お、おやめください。これ以上は──」

「先に手を出したのはそっちだろう。君主を守りたいのなら、意識がある限り戦え」

　年は三十代半なかばごろだろうか。威い圧あつ感かんと相まって、もともと高い背せ丈たけがより高く見える。精せい悍かんな眉の下に光る眼がん光こうは、虎とらや狼おおかみを思わせるほどに勇いさましく、唸うなるように話す口からは牙に似た八や重え歯ばがのぞいていた。女性は天からの雷いかずちのごとき拳こぶしを振り下ろす。

「危ない！」

　慧祥は太極医官の体を抱かかえると、廊下にいた竜皓に投げ渡した。慌てて両手を広げた竜皓が、太極医官を横抱きにして受け止める。

「もうそれくらいにしてはくれまいか」

　慧祥は扉の前に立ちはだかり、女性と対たい峙じした。

「臣しん下かを守りながらアタシに立ち向かうとは、少しは成長したようだね」

「赫かく潤じゆんが私の剣術の父なら、そなたは太極術の母だ。母に褒ほめられるとは光栄だ」

　慧祥は顔色一つ変えていないが、じりじりとした女性の殺気にあてられ、額に汗を滲にじませている。

「りゅ、龍乾さん。あの女性は一体？」

　一触即発な両者を見比べた後、龍乾に問う。

「あの方が伝説の太極術師──周銀河様だ」

「う、噓うそだ……！」

　凜り々りしく、強い──とは聞いていたが、これは雄お雄おしすぎだ。

　想像していた華か麗れいな英雄像が、音を立てて崩くずれていった。頭を抱える珠華をよそに、銀河と慧祥はさらに険悪になっていく。

「どうやら小こ賢ざかしいおつむは変わらないようだね。王となり、朱雀を夏か風ふう山ざんに戻したと聞いたが、性しよう根ねはあの頃と同じじゃないか」

　足を開き、銀河は拳を構かまえた。ざわりと胸騒ぎがしたと同時に、拳が振り上げられる。

「アタシの旦だん那なを利用しようとするとは、アタシに対する宣戦布告と受け取ったよ！」

「宣戦布告って……、どうして、慧祥様が銀河様に？」

　何か、銀河は慧祥のことを誤解しているに違いない。慧祥の不器用なところは、よく知っている。それなら、今すぐ説明しなければ。

　そう思った時には、慧祥と銀河の間に飛び出していた。

「お待ちください！」

「……なんだ、小娘。アタシの拳の前に飛び出すとは、死にたいのか」

　慧祥を背後に庇かばうように立ったと同時に、銀河の拳が鼻先で止まる。思わず閉じてしまった目を、恐る恐る開く。

（慧祥様を殴なぐろうとするなんて、本当に華弓の英雄なの？）

　殺気に満ちた拳を前に、嫌な汗が額ひたいを伝う。
















「珠華、下がっていろ」

　慧祥に言われるが、珠華は首を横に振る。

「できません。慧祥様が襲われているというのに、黙だまって見ていられないです」

　怯おびえながらも銀河を見み据すえて言うと、頭にぽんと慧祥の手が触ふれた。振り返ると、慧祥はなだめるように珠華の頭を撫でる。

「いいのだ。彼女は私の太極術の師し匠しようだ。これも再会を喜ぶ戯たわむれのようなもので、一種の愛情表現なのだ。いわゆる、師し弟てい愛あいというやつだな」

「師弟愛？」

　眉根を寄せて不満げな顔をする珠華に、慧祥は「うむ」と頷うなずく。安心しろ、という意味なのだろうが、やはり先ほどの応おう酬しゆうに愛情がこもっていたとは思えない。

　その証拠に、銀河は心底不満そうに三回も舌打ちをした。

「何が愛情表現だ。気持ちの悪いことを言うな。それにしても、お嬢じようちゃんが例の──」

　肩越しに慧祥を見ていた視線が、珠華に移った。拳が解かれたというのに、豪ごう傑けつな熊にも勝まさる眼光に身震いする。

　固まった珠華を庇うように、慧祥が銀河の前に歩み出た。

「嫁よめをとってさらに腑ふ抜ぬけになったと聞いていたが、本当だったようだな」

　銀河は珠華を守る慧祥を見下すように、言葉を吐き捨てる。あまりに無ぶ礼れいな態度に、珠華の額に青筋が立った。

「慧祥様を腑抜けって言いましたか？　いくら周銀河様とはいえ、聞き捨てなりません！」

「腑抜けに腑抜けと言って何が悪い。そこの男は自分の女のために、師と仰あおぐこのアタシを利用して、アタシの夫を宮きゆう廷ていに連れ戻そうとする大馬鹿者だ」

「ば、馬鹿って言いましたか！　慧祥様を馬鹿にした……！」

　顔を赤くし肩を震ふるわせ憤ふん慨がいする珠華を、風蓮が背後から小馬鹿にする。

「さすが忠ちゆう犬けんだな。いや、忠ちゆう猿えんか？」

「こらこら、風蓮。あおるんじゃない。これ以上、事態を悪化させてどうするんだ」

　竜皓は風蓮をなだめると、事態を収束させようと慧祥に伺うかがった。

「陛下、珠華がこれ以上暴走する前に事の経けい緯いを話していただけますか？」

「暴走って何よ。私は慧祥様のために──むぐっ！」

「はいはい、分かっているから黙っていなさい」

　竜皓に口を押さえられ、珠華は慧祥へ目をやる。

　慧祥は珠華と目が合うと、なぜか視線をそらした。後ろめたいことでもあるかのような仕草に、少しだけ胸がざわめく。

「私はただ、関かん全ぜんに宮廷で再び働いてほしいとお願いしていただけだ」

　その名を聞いた珠華の目がきらりと輝く。

　関全といえば、太極医官の中でも銀河と並ぶほどの有名人だ。人望が厚く、当時は銀河様をも超こえる宮廷一の太極医官であった。十年前、銀河との結婚を機に惜おしまれながらも宮廷を去ったが、今も太極医官たちの中では憧あこがれの対象なのだ。

（よく考えたら、銀河様と関全様ってものすごい夫婦よね！）

　珠華から尊敬の眼まな差ざしを向けられ、銀河は誇ほこらしげに唇くちびるの端はしを引き上げる。

「慧祥様は腕うで利ききの太極医官だった関全様に、戻ってきてほしいということですか？」

　そんなことになれば、毎日が楽しくて仕方がない。二人の偉い大だいな太極医官と仕事ができるなんて最高だ。

　期待を込めて慧祥を見るが、慧祥はやはりどこか気まずそうな表情だ。

「……うむ、まあそういうことだ。一度は本人に頼んだのだが、断られてな。妻である銀河師匠の頼みなら聞き入れてくれると思ったのだ」

　歯切れの悪い返答をした慧祥に、銀河はまたもや舌打ちをする。

「その理由が気に食わないんだよ。もし、旦那が太極医官に復帰すれば、父王に仕つかえていた太極術師たちが宮廷に戻ってくるとでも思ったんだろ？」

「そうなんですか？」

　図星だったらしく、慧祥はこくりと頷く。

「六年前の戦をきっかけに、多くの太極術師たちが自みずからの意思で宮廷を去って行った。一度目は、太極武官がいなくなった時。二度目は、父上が崩ほう御ぎよした時。そのたびに、太極術師は宮廷で力をなくしていったのだ」

　かつての英雄たちが、宮廷で隅すみに追いやられていったのは、太極武術の使用を禁じられたからだと思っていた。

　現在、宮廷に残っているのはそれでも太極医官として誇りを持っている者たちだ。彼らは銀河や関全を英雄と呼んでいる。その声の裏に隠かくれた複雑な想いを、珠華はあまり知らない。

「つまり、人望の厚かった関全様が宮廷に戻れば、太極術師たちが宮廷に戻ってくるかもしれないんですね。でも、女のために利用するってどういう意味ですか？」

　かつての英雄たちが戻ってくるのは、宮廷にとって喜ばしいことだ。しかし、慧祥が女のためにそれをしようとしているというのは聞き捨てならない。

　それに、自分の女とはどこの女のことだ。ムッと顔をしかめた珠華に、銀河は信じられないと馬鹿にするように吹き出す。

「決まっているだろ、お嬢ちゃんを守るためだよ。自分の女を守るために、太極医官の地位を早そう急きゆうに上げなければいけなくなったのさ」

「私を守る？」

　銀河の言葉の意味が分からず慧祥を見るが、視線をそらされる。話したがらない慧祥の代わりに答えたのは銀河だ。

「国王が太極医官の女に利用された──。そんな噂が宮廷に流れているらしいね。太極秘儀を習得するためにその女は後宮に入り、習得したとたんに国王を捨てた。女は国王を利用したってもっぱらの噂だよ」

（私が慧祥様を利用した？）

　そんな噂、初めて聞いた。後宮に入る前から、猿公主などと罵ば倒とうされるのは日常茶さ飯はん事じだったが、今回の噂は違う。

　最悪の展開が脳のう裏りをよぎり青ざめる珠華を、銀河が笑う。

「その噂のせいで、せっかく取り戻せた臣下の信頼が、また離れていきそうなんだろう？」

（私のせいで──）

　知らないうちに、慧祥の足を引っ張っていた。あまりの衝しよう撃げきに、金づちで打たれたように視界がぐらつく。

「……それは、一部の者たちが噂しているだけだ」

「今はそうでも、噂ってのは真実を置いて、いつの間にか広がっていくものだよ」

　静かに反論する慧祥に、銀河はすかさず言い返す。

「昔のように太極術師が一いち目もく置かれる存在になれば、お嬢ちゃんへの噂も少しはましになるかもしれない。それに、お嬢ちゃんが後宮に入っていたのは、太極医術強化策の一環だったと主張することもできる。そうなれば、利用されたのはお嬢ちゃんの方だって庇かばうこともできるだろうね」

「それだけではない。太極術師たちが戻ることは宮廷にとっていいことだと思ったからこそ、そなたに頼んだのだ」

「本ほん音ねはどうだかね」

　疑いの眼差しを向けられ、慧祥は押し黙る。

　きっと、どちらも本当なのだろうが、どちらの比重が大きいのかは分からない。

（そんな噂をたてられてるなんて、慧祥様は一度も文に書いてくれなかった……）

　何も知らずにはしゃいでいた自分が恥はずかしく、珠華は頭を搔かきむしりたくなる。

　そんな心を読んだかのように、銀河は珠華を見てにやりと笑う。

「まあ、どちらにせよ、アタシは別に、旦那に宮廷へ戻るよう話してもかまわないんだよ」

「本当ですか！」

　銀河の言葉に、俯うつむいていた顔をあげて目を輝かせるが、それは慧祥も同じだ。

　だが、銀河は二人が安あん堵どする暇ひまもなく、一つの条件を突きつける。

「その代わり、新しん米まい太極医官たちをクビにしろ！」

　にやり、と意地の悪い笑みを浮かべた銀河は、慧祥に視線を向ける。

「父王に仕えていた英雄を取り戻せるんだ。こんなひよっこ太極医官なんて必要ないだろう？　それに、自分で選んだ太極医官たちを英雄に仕立てる自信がないから、父王の残した遺産に手をつけるんだ。自分の目め利ききのなさを認めてクビにしなよ」

「なんだと？」

　嫌味に嫌味を重ねるように言う銀河に、慧祥の目つきが鋭するどく変わった。

「不満があるなら、はっきり選んでみな。かつての英雄たちかお嬢ちゃんたちか、選ぶのはアンタだよ。どうするんだい？」

　慧祥は銀河と新米太極医官たちを見比べる。自分の目利きを否定され迷っているのだろうか。それとも、本人たちの前で答えるのをはばかっているのか。

（一流と半人前なら、一流の方がいいよね。でも、私は太極医官をやめるわけにはいかない。それに、慧祥様の目利きが間違いだったなんて言われるのは嫌だ。……ああもうっ！　一体、私はどうすればいいの！）

　考えれば考えるほど思考が絡からまり、頭を抱える。

　慧祥の選せん択たくが間違いではないと証明したい。そのためには、銀河に太極医官として認められなければいけない。

　いつもは使わない頭を全力で動かして、解決方法を悩みに悩んだ。

　沈ちん黙もくの走る病室で頭が熱くなるほど考えた末、気づいた時にはまっすぐ手をあげていた。

「──私、太極医官を襲撃した犯人を捕まえます！」

　声こわ高だかに宣言したとたん、その場にいた全員が一斉に珠華を見る。珠華自身も、口走った言葉に驚き、誰よりも目を見開いていた。

「お嬢ちゃんが犯人を？　分かっているだろうが、おままごとじゃないんだよ。ひよっこ太極医官ごときが出しゃばれば、痛い目を見るよ」

　銀河に横目で睨にらまれ怯ひるんでしまうが、言ってしまったからには後戻りはできない。

「ひよっこなんかじゃありません！　そのことを、犯人を捕まえて証明してみせます。そして、慧祥様が私たちを選んだことは正しかったと、認めてもらいます。だから、その時はさっきの交換条件なんてなしに、旦那様に宮廷へ戻ってもらえるように話してください」

　精一杯の虚きよ勢せいを張り、銀河に取引を申し出た。

「おいおい、珠華。話がずれてる気がするんやけど──」

　暴走し始めた珠華を、慈恩が呆あきれ気味に止めに入った。

　だが、それをさえぎり、銀河が「よし！」と声を張りあげる。

「いいだろう！」

「ええんかい！」

　即答した銀河は、腕を組むと珠華と顔を突き合わせるように立つ。

「お嬢ちゃんがもしも事件を解決できたら、旦那に話をつけてやるよ。ただし、捕まえられなければお嬢ちゃんたちには太極医官をやめてもらう」

「ありがとうございます、銀河様！　必ず、不届き者を捕まえてまいりますので、待っていてください！」

　慈恩を押しのけ銀河の手を取ろうとするが、すいっとよけられた。

　それでも、気を取りなおして、いまだに状況をのみ込めていない慈恩たちに目を配る。

「忙しくなるよ、みんな。私たちで犯人を捕まえるんだから」

　さっそく、作戦会議を開かなければ。勢いのまま珠華が王宮から飛び出しそうになっていると、その前に慧祥が立ちはだかった。

「勝手に話を進めるな。そなたに犯人捜しなどやらせん。そなたは太極医官。他にやるべき仕事があるだろう」

　冷静な慧祥の声に、珠華は困こん惑わくする。

　これは新人太極医官のためだけではないのだ。犯人が捕まれば慧祥だって嬉しいはずだ。

「でも、銀河様が──」

「師匠がなんと言おうと、そなたに犯人捜しなどさせん」

　どうにか理解してもらおうとするが、頑かたくなな慧祥に切って捨てられる。「でも」「だって」と何度話そうとしても、慧祥は「駄だ目めだ」の一点張り。

　小こ競ぜり合いをしばらく続けた二人は、息を切らして睨み合う。

「──絶対の絶対に、駄目ですか？」

　分からず屋に最後のお伺いを立てる。

「絶対の絶対のゼッタイにダ・メ・だ！」

　腕を組む慧祥は、これ以上何を言ってもきっと首を縦たてに振らないだろう。一度決めたことを曲げないのは、後宮へ連れ去られた時に嫌というほど思い知った。

（……こうなったら、強行突とつ破ぱしかないか）

　勝手に宮廷から抜け出してやる。そうたくらみ、視線だけを扉に向けた。

　慧祥はその一瞬のすきをつき、珠華の腕を摑つかむ。

「わっ、何をするんですか！」

「苓れい雲うん！　珠華を拘こう束そくしろ」

　慧祥は必死に腕を振りほどこうとする珠華を、室の外に控ひかえていた苓雲に引き渡す。

「御ぎよ意い」

　苓雲はひょい、と珠華を肩の上に担かつぐ。

　数か月前にも同じようなことがあった気がする。珠華はあの時と同じようにもがくが、やはりびくともしない。

「また、この展開!?　放せぇええ！」

　病室に珠華の声がこだました。

　あっさり捕まった珠華は、そのまま苓雲によって病室から連れ出されてしまった。
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　太医署の一角にある薬庫から、女の叫さけび声が聞こえる。

　そんな怪かい談だんじみた噂になるのを覚悟して、縄なわで椅い子すに拘束された珠しゆ華かは助けを呼んだ。

「誰だれか～、出して～！」

　懸けん命めいに叫びながらジタバタと暴あばれていると、床が揺れたせいか人体骨格標本の頭が落ちる。カタカタと歯を鳴らす骸がい骨こつに、悲鳴をあげそうになった。

　驚いてのけぞると、背後にあった棚たなから雪崩なだれのように何かが落ちてくる。

「うぎゃああ、何これ！」

　かさかさと膝に降ってきたのは、薬に使う乾燥した蜥蜴とかげや蛇へびだ。どかそうにも、体を縛しばられて動くことすらできない。

　膝上の干からびた蜥蜴と見つめ合っていると、なんだか涙が出てきた。

「ううっ、閉じ込められるならもっとまともな場所がよかったよ。……誰でもいいからここから出して！　それか、頭に引っかかってる蜥蜴を取って！」

　天てん井じように向かって声を張りあげても、室はシンと静まり返るだけだ。埃ほこりのせいで咳せき込んだ声が反はん響きようし、いっそう悲ひ壮そう感かんをあおる。

（せっかく、ひと月ぶりに会ったっていうのに……）

　文だけでは伝えきれない思いを話す暇さえなかった。それどころか、言い合いになってしまうなんて。

「むなしい……。ううっ、だけど今回は身ぐるみ剝はがされなかっただけましかも」

　薄うす暗ぐらい室で独り言を言っているのも、寂さびしさを紛まぎらわせるためとはいえ、いい加減悲しくなってくる。

　がくん、と頭を下げると髪に引っかかっていた干ひからびた蜥蜴がとれた。そこで、急に聞こえてきたのは、西方訛なまりの声だった。

「それだけやないで！」

　辺あたりを見回すが、薄暗い室の扉からは誰も入ってこない。

「こっちや……！」

　もう一度声がして、顔を天井へ向けた。

　天井板の隙すき間まから見えたのは、白い歯を見せて笑う慈じ恩おんだ。

「助けに来たで！」

　颯さつ爽そうと飛び下りた慈恩は、珠華を縛る縄を解ほどく。

「うー、助かった……。ありがとう、慈恩。助けてくれるって信じてたよ」

　窮きゆう屈くつだった体が自由になり、両手をぐっと伸ばす。

　持つべきものはやはり仲間だ。目じりを濡ぬらす涙を拭ぬぐっていると、慈恩は親指を立ててにかっと笑う。

「当たり前や。俺が珠華を見捨てるわけないやろ」

　じーん、と熱くなる胸を押さえて感動しながらも、ふと周囲を見回す。

「──ところで、あとの二人は？　もしかして、外で見張りでもしてるの？　なんだかんだ言っても、みんな仲間思いだもんね」

　もしかしたら、照れているだけでどこかに隠れているのかもしれない。期待しながらきょろきょろと目を動かす珠華に、言いづらそうに慈恩は頭を搔かく。

「実はなぁ、風ふう蓮れんは陛下と同じ頭でっかちやから犯人捜しには反対しとってな、ここに来ることは言うてないんや。竜りゆう皓こうさんには話したんやけど、あの人は前回のことで懲こりて、巻き込まれるのはごめんや言うて、どっか行ってもうた」

「……へぇー」

「でもまぁ、二人がおらんのは好こう都つ合ごうや。水入らずで、愛の逃とう避ひ行こうといこうや」

　慈恩は珠華の肩に腕を回す。その腕を払いながら、慈恩に白い目を向けた。

「愛の……って？」

「犯人捕まえて、銀ぎん河が様にひよっこ太極医官の汚お名めいを返上するんやろ？」

　片目を閉じて慈恩は親指を立てる。

　言い方はあれだが、どうやら慈恩だけは協力してくれるらしい。

「俺もついてったる。二人で犯人を捕まえてやろうや」

　珠華の手を取った慈恩は、今にも駆かけ出しそうだった。

　犯人捜しを始められることは、願ってもない展開だ。しかし、なぜだか室の扉に視線を向けてしまう。そこで、無意識に慧けい祥しようを待っていることに気づく。

　貴妃だった時には、気づけばいつだって慧祥が傍そばにいて助けてくれた。

　だが、今回は後宮にいた時と違っていくら待っていても慧祥は迎むかえに来ない。一国の王が、一人の太極医官に時間をさくことは許されないのだ。

（いつまでも、慧祥様に甘えてはいられない。慧祥様が私たちを太極医官に選んでくれたことが間違いじゃないって証明するためには、自分で動くしかないんだ！）

　窓の外を見ると、ようやく雨があがり、久しぶりに晴れ間がのぞく。枇杷の葉に光る雨粒は「行くなら今しかない」と言っているようだ。

「……分かった。よし、行こう！」

「よっしゃ、決まりや」

　頷いた珠華に、慈恩は背中に縛りつけていた荷物を解いて投げ渡す。驚きながらも受け取り袋の中を見ると、中に入っていたのは薄うす桃もも色いろの衣だった。
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　宮きゆう廷ていを囲む高い石造りの城じよう壁へきにようやく上り、珠しゆ華かは下をうかがう。その格かつ好こうは、太たい極きよく医い官かんの白い衣ころもではなく慈じ恩おんが用意した薄うす桃もも色いろの普段着だ。今の珠華はどこから見ても、町娘にしか見えない。

　太極医官の衣は今頃、薬庫で骨こつ格かく標ひよう本ほんが着ている。骸がい骨こつの口には置手紙を挟はさみ、【慈恩と一緒に犯人を見つけてきます。心配しないでください。珠華より】とだけ書いてきた。

（い、意外と高い……！）

　枇び杷わの木を優に超こえる城壁は、二階建ての家か屋おくほどの高さだ。

　城壁の外には濠ほりがあり、水が流れていた。そのため、東西南北にかかる橋からしか、王宮を出られない。

　珠華と慈恩のいる東門は、比較的見張りが手薄だった。

「ほ、本当に大丈夫なの？」

　隣で同じように城壁の下をのぞき込む慈恩に、念を押すように確認した。その声も、城門を守る門番たちには聞こえていないようだ。

「安心せえ。門番が交代する前に、ちょっとした差し入れをしといたから、そろそろ眠くなる頃や」

「まさか、門番に薬を盛ったわけ!?」

　薬庫から勝手に薬を持ち出したのだろうか。そんなことをしたら、龍りゆう乾けんに大目玉をくらうだけではすまされない。

「いや、珠華を迎むかえに行く前に、景気づけや言うて交代前の門番たちに酒を渡しただけや。ただし、睡眠薬入りのやけどな。一口だけならええかぁ、なんて言うとったけど、士し[image: ]ぐい族ぞく直じき伝でんの酒が、一杯だけで終わるはずもなくてな。あっという間に一ひと瓶びん空あけてもうたわ」

　にっこり笑って言われても、同どう僚りようとしてはその行動力が恐おそろしい。

　薬を盛られた門番たちが心配になり、城門の上から様子を見た。門番たちは完全に酔よっぱらっているらしく、楽しげに笑っている。宴えん会かいでも始めそうな空気になったところで、慈恩の言う通り、しばらくすると門番は次々にふらふらとその場に倒れ込んだ。

「──よっしゃ、今やで。門番が目を覚ます前に、飛び下りるんや」

　ひそひそと小声で言いながら、慈恩は珠華を押しやる。しかし、その高さに足がすくんでなかなか思いきれない。

　気を足に込めれば、この高さから飛んでも骨こつ折せつはしないだろう。それでも、やはり怖いものは怖い。

「わ、分かってるから押さないでっ！　……って、うわぁああ！」

　いつまでもしり込みする珠華を、慈恩がぐいっと強く押す。

　その拍ひよう子しに、珠華は前のめりに体勢を崩くずして城壁から滑すべり落ちる。足に気を溜ためる余裕もなく、咄とつ嗟さに気を手のひらに集めて地面に向けて放とうとした。

　だがその時、着地点にいる人影に気づく。倒れた門番たちを見下ろしている男は、頭上から落ちてくる珠華に気づかない。

「そこの人、どいて！」

　宮廷で働く者として、民間人に怪け我がを負わせるわけにはいかない。門番たちが起きるのも顧かえりみず、懸けん命めいに声を張りあげた。

　ようやく珠華の声に気づいた男が、上を見た。真ん丸に目を開いた男は、よけるどころか珠華を受け止めようと両手を広げる。

　一応、声かけましたから！　と、心の中で叫び目を閉じた。

　次の瞬間、落ちてきた珠華を男が抱きとめた。高い城壁から落ちた勢いで、二人は地面に倒れ込む。

「……大丈夫ですか？」

「な、なんとか大丈夫、です」

　体の下から男の声がして、上体を起こす。どうやら、頭を守ってくれたようだ。どこも痛いところはない。

　それにしても、この展開は前にもあったような気がした。綺き麗れいな顔をした青年に助けられてからの暴言は、今でも鮮せん明めいに覚えている。

　また、あの時のように「猿さる」などと罵ののしられるのでは──と、珠華は身み構がまえた。

「怪我はないようですね。よかった、安心しました」

　そう言って、青年は微笑ほほえんだ。

「……普通だ」

　思わずぽろっと漏もれた声に「え？」と、青年が目を瞬しばたたかせる。

「い、いえ、なんでもないです」

　不ふ思し議ぎそうに首をかしげる青年に、わたわたと両手を振り回して誤ご魔ま化かす。

　珠華の仕草が面おも白しろかったのか、青年は控ひかえめに笑う。口元を隠かくす柔やわらかな仕草に、つい目が釘くぎづけになった。

（こんなに優しそうに笑う人、初めて見た）

　歳は竜りゆう皓こうと同じ、二十代後半くらい。若わか葉ば色の衣はところどころほつれて、布に包んだ荷を背負っている。それらを見る限り、旅人か出で稼かせぎの商人だろうか。

　笑っているために垂たれた目は珍めずらしい銀色で、夜空に輝く三日月を思い出した。優しげな目を囲む睫まつ毛げは、色素の薄い亜あ麻ま色の髪と同じ色だ。

　柳やなぎを彷ほう彿ふつとさせるしなやかで長い手足はどこか女性的で、慧けい祥しようと似た優ゆう雅がさがある。

（ううっ、こんな時でも慧祥様のことを思い出す自分が嫌いやになる）

　宮廷を抜け出したばかりなのに、これでは駄だ目めだ。未み練れんを断たち切るために首を振っていると、いつの間にか立っていた青年が手を差し出した。

「お嬢じようさん、お手をどうぞ」

　いまだに地面にへたり込んでいた珠華は、青年を見上げる。
















「あ、どうも」

　その手を摑つかもうとしたのと同時に、上空から慈恩の声がした。

「何してんねん、珠華！」

　声がした後すぐに、慈恩が珠華の背後に着地する。それに驚おどろき、珠華は出しかけていた手を下ろした。

「うわっ！　いきなり声かけないでよ！」

「阿あ呆ほう、飛び下りろとは言うたけど、落ちる奴やつがあるか」

「慈恩がいけないんだよ、ぐいぐい押してくるから……」

　落とした張本人のくせに、怒るなんてひどい。恨うらみを込めて睨にらんでやるが、慈恩は悪びれもせずにケロッとしている。

「ちんたらしとる方が悪いんや。──でもまあ、すまんかったな。怪我はないか？」

「平気だよ！　この方に抱きとめてもらったから」

「抱きとめてもらった？」

　そこで、ようやく青年に気づいた慈恩はその顔をのぞき込むと、不ふ審しん者しやを見るように目を細めた。

「──あんたが珠華を助けてくれたんか？」

「ええ、どうやらそのようです」

　照れながら笑う青年に、慈恩はつまらなそうに唇くちびるを結ぶ。

「ほほう。あんた、なんでこないなところにおんねん」

　言われて気づいたが、王宮の、しかも正門である南門ではなく、東門の傍そばにどうしていたのだろうか。

　鳳ほう安あんは王宮を挟んで、大きく西と東に分かれている。東側には貴族が多く住まい、西側には庶しよ民みんや異国の商人などが主おもに暮らしていた。

　昔から西と東で何かと二手に分かれている鳳安だが、今回ある朱雀すざく祭さいもそうだ。二日にわたって開かい催さいされる祭りは、初日は西側が、二日目は東側が主体となり行うのだ。

　王宮に用がない限り、わざわざ庶民や旅人が東側に来ることはそうそうない。それに、青年の風ふう貌ぼうを見る限り、東側の宿に泊とまれるようには見えない。

「えーと、東市で貴族を相手に商売をしていたのですが。宿に帰る道を外はずれてしまったみたいで、気づいたらここに出ていたんです。それで、門番さんに道を尋たずねようと思ったとたんに、皆さん倒れてしまって。そうだ、門番さんたちは大丈夫でしょうか」

　はたと思い出した青年は、踵きびすを返して倒れた門番に駆かけ寄ろうとする。

　それを慈恩が慌あわてて引きとめる。

「だ、大丈夫やってぇ。疲れて寝とるんかもしれんし、ほっといたらええって。……そうかぁ、ありがとうな。お兄さんの方も怪我がないようやし、可か愛わいい女の子を守れたんやから、迷惑かけてもうたけど許してな」

「それは、別にかまいませんけど」

　ガッチリ慈恩に肩を摑まれた青年は振り返り「あはは」と空から笑わらいする慈恩に少し不思議そうな顔をしている。

「よっしゃ、あんたええ男や。──ほんなら、行くで、珠華」

　青年から手を離した慈恩は、珠華に近づき腕うでを取ると、急いで立ち上がらせた。

　珠華は慈恩に連れられ、引きずられるように歩きだす。振り向くと、一人残された青年はぽかんと口を開けて立ち尽つくしていた。

「ちょっと、あんな失礼な態度はどうかと思うけど？」

　城下へ続く石橋を越えたところで、珠華は慈恩に抗こう議ぎの声をあげる。

「何言うてんねん。あの兄ちゃんが門番を起こしたら、もとも子もないやろ」

　慈恩はまた「阿呆」と言って、珠華の額ひたいを小突く。

　言われた意味は分かるが、やはり気になる。振り返ろうとしたが、急に足を止めた慈恩の背中に頭をぶつけた。

「どうしたの、慈恩？」

　尋ねたと同時に、慈恩が止まった理由が分かった。

「──お前、太極医官だな？」

　慈恩の肩越しに、数人の男たちが立ちはだかっている。

　今風とでもいうのか、襟えり元もとを緩めてだらしなく衣を着崩した男たちは、見るからにガラが悪そうだ。腰に剣を下げた者や、中には肩に棍こん棒ぼうなどを担かついだ者もいる。

「王宮の辺あたりを歩いていれば、もしかしたら太極医官に会えると思ったんだが、どうやら正解だったみたいだ」

　太極医官の衣を着た慈恩を見て、男の一人が意味ありげなことを言う。

　物ぶつ騒そうな格好をして、太極医官を探しているということは──

（もしかして、いきなり犯人登場!?）

　宮廷を出てから十歩も歩かないうちに起きた急展開に、つい叫びそうになる。

　犯人を捕つかまえるまで帰らない、と息巻いて出てきたが、急すぎて頭が追いつかない。それに、今日は珍しく雨が降っていない。〝犯人は雨男説〟を半はん信しん半はん疑ぎながら信じていたせいで油断していた。

（とにかく犯人を捕まえないと──）

　王宮を抜け出す時、太極医官の格好をしたままの慈恩がおとりになると決めた。だが、これだけの人数となるとおとりなんて言ってられない。

　動どう揺ようしながらも、一歩足を踏ふみ出す。けれど、男たちを睨みつける慈恩に背後へ追いやられてしまう。

「なんやあんたら、俺たちになんの用や」

「ちょっと、ツラ貸してもらおうか」

「残念やけど、あんたらに貸すようなツラはないわ」

　そう言うと、慈恩は腰を屈かがめて拳こぶしを構える。

「こんなに早く犯人が引っかかるとは思わへんかったけど、好都合や。お前ら、覚かく悟ごせえよ」

　慈恩の手のひらに集まった気の塊かたまりが、今にも放たれそうになっている。

「太極医官の実力、見せたるわ！」

「駄目、慈恩！　太極武術は無断使用禁止だよ！」

　しかも、民間人に対してはいくら暴漢相手でも見過ごせない。

　脳のう裏りに太極医術の発展を志こころざす慧祥の顔がちらつき、思わず慈恩の首根っこを摑む。

「うわっ、何するんや！　うぐっ……！」

　勢い余って強く引っ張ってしまい、慈恩は地面に背中から倒れる。その衝しよう撃げきで頭を打ちつけ、鈍にぶい音がした。

「あ、ごめん、慈恩。……大丈夫？」

　呼びかけるが、返事はない。どうやら、打ちどころが悪く気き絶ぜつしてしまったようだ。

「慈恩！　しっかりして！」

　強く慈恩の肩を揺ゆさぶるが、起きる気配はない。その間に、暴漢たちが二人を取り囲む。

「お嬢さん、そっちの男を渡してもらおうか」

「絶対嫌！」

　慈恩を背後に隠し、珠華は暴漢たちを威い嚇かくする。

　じりじりと近づいてくる男たちは、今にも飛びかかってきそうだ。

（こうなったら、私一人でやるしかない）

　早くこの男たちを捕まえて、慧祥に突き出してやる。心を決めると、拳を握りしめて男たちに殴なぐりかかろうとした──その時だ。

「──女性に乱暴なことをするのは、感心しませんね」

　男たちの背後から、涼すずしげな声がした。その直後、男の一人が悲鳴をあげて倒れた。一斉に視線が集中する。

　そこに立っていたのは、先ほど珠華を助けた青年だ。

「なんだ、お前は。関係ない奴は下がってろ。綺麗な顔に傷がつくぜ」

「ご心配ありがとうございます。でも、安心してください」

「あん？」

　目元を三み日か月づきのように細めて微笑んだ青年を不審に思い、暴漢たちは身構えた。それと同時に、青年は地面を蹴けり上げる。

「傷を負うのは私ではありませんから」

　高く飛び上がったと思うと、近くにいる男の頭を蹴り飛ばす。その反動でもう一人の頭に踵かかとを落とした。

　それを皮切りに、次々と青年は暴漢たちを蹴り倒していく。

（すご……！　この人何者なの？）

　全員をのした後、青年は華か麗れいに着地した。

　倒れた暴漢たちの中心に立つ青年を眺ながめていると、道の向こうから複数の足音が聞こえてきた。その視線を追うと、暴漢たちの仲間らしきガラの悪い連中がこちらへ近づいてくる。

「もしかして、仲間を助けに来たのかな？」

　これでは騒さわぎを聞きつけた衛え士じに見つかってしまう。そうなれば、門番に酒をのませたこともばれてしまうかもしれない。

「走れますか？」

　どうしようかと思案していると、急に青年に聞かれた。

「え、あ、はい！」

「よかった。だったら、ついてきてください！」

　青年は慈恩を担ぐと、走りだす。足がもつれそうになりながらも、珠華は青年の背中を追いかけた。





[image: ]






　王宮を南へ下り、格こう子し状じようの道を珠しゆ華かたちは駆け抜ける。

　雨上がりの鳳安は、ようやく人通りが戻り始めていた。庶民の居住区である西側では、祭りを前にして酒をあおった男たちの賑やかな声が、あちらこちらに行き交っている。

　色とりどりの衣を着た娘たちは、きっと祭りで披ひ露ろうする舞の練習をしているのだろう。路地を歩くたびに揺ゆれる可か憐れんな長ちよう裙くんが、走る珠華たちにあおられ舞い上がった。

　軒のき下したでは芸人たちが楽を奏かなで、それを取り囲む人々が道をふさいでいる。その中をかいくぐり、ようやく辿たどり着いたのは一軒の宿だ。

　宿に入ると、天井から吊つり下がる赤と黄の提ちよう灯ちんが珠華たちを照らした。泊まり客らは並んだ卓たく子しを囲んで酒を吞のみ、点心を摘つまんでいる。その奥には、二階へ続く階段があった。吹き抜けの天井を見上げると、どうやら二階が客室となっているようだ。

　一階にいる客だけでも、すでに十人以上はいる。数十人は泊まれそうな、決して狭せまくはない宿だ。その中で、背は低いが恰かつ幅ぷくのいい中年の女性が、かいがいしく客たちの間を渡り歩いていた。

　青年に連れられ、珠華は宿の二階にあがる。その間にすれ違った客の中には、青年に背負われた慈じ恩おんの正体に気づいた者もいた。

　太極医官がどうしてこんなところにいるんだ。眉をひそめた彼らの視線から、わずかな不快感を向けられた。しかし、そんな視線よりも、今は追っ手の方が怖い。

　右手に曲がり、一番奥が青年の泊まっている室らしい。床には青地に刺し繡しゆうをほどこした絨じゆう毯たん、部屋の中心には小ぶりの卓子と椅子。その奥にある蛇じや腹ばら状じようの衝つい立たてのかげからは、天てん蓋がいが見えている。

　青年の後に続き、衝立の裏に入ると窓まど際ぎわには寝台があった。青年はそこに慈恩を寝かせ、一息つく間もなく窓の外をうかがう。

　陽が落ち始め、西日の眩まぶしさに銀の目が細められる。

「どうやら、追ってこないみたいですね。いや、祭りのおかげで人ごみに紛まぎれることができたのが幸いでした」

　そう言うと、青年は上じよう衣いを脱いで衝立にかけ、寝台の横にある椅子に座る。

「あの、助けていただいてありがとうございます。なんとお礼を言ったらいいか」

　慈恩の顔をのぞき込んでいた珠華は、青年に深く頭を下げた。

「いえいえ、ご丁てい寧ねいにどうも。いきなり女性が降って来た時は驚きましたが、怪我がなくて何よりです。可愛らしい女性が目の前で傷つくのを見るのは辛つらいですからね」

　人の良い笑みを浮かべてさらりと言ってのける青年に、なんだか感心する。

（風ふう蓮れんに爪つめの垢あかを煎せんじて飲ませたいよ）

　いつも、「猿さる」だの「馬ば鹿か」だのと罵ば倒とうしてくる同どう僚りようとは大違いだ。それから、慧けい祥しようの文にも少しはこういう乙女おとめ心ごころをくすぐる文句が欲しい。

（だめだめ、また慧祥様のことを考えちゃった！）

　この頭は、どうして慧祥中心に動いているのだろうか。煩ぼん悩のうの詰まった頭をぶんぶんと振り、青年に尋ねた。

「あの！　よろしければ、お名前だけでも教えていただけますか？」

　身を乗り出した珠華に、青年は体をそらして面食らうが、すぐに微笑しながら答える。

「僕は梁りよう刹せつと申します」

「刹さんですね。私は……」

「珠華さん、ですよね？　こちらの士[image: ]の青年が、確かそう呼んでいた気がしたのですが」

「あ、覚えていらしたんですね」

　常に綺麗な微笑を向けられて、ついつられて「えへへ」と間抜けな笑いが零こぼれた。

「刹さんは、鳳安にはお仕事で？」

　室へやの隅すみに寄せた少し薄汚れた荷物を見る限り、鳳安の外からやってきたのだろう。

　久しぶりに行われる朱雀祭の噂うわさを聞き、最近は鳳安を訪れる人が増えていた。そのおかげか、この宿も泊まり客で賑にぎわっているのだ。

「いえ、実は華か弓きゆうを旅している途中なんです」

「旅、ですか？」

「大切な人に会うために、鳳安まで来ました」

「へぇ、その方とは離れて暮らしているんですか？」

　もしかしたら、出で稼かせぎに来ている家族かもしれない。くたびれた荷物を見ると、ずいぶん遠いところからやってきたようだ。

「六年前の戦いくさで、その人とは会えなくなってしまって……。それからずっと、捜さがしているんです」

　切なげに美しい銀の瞳を揺らす刹を見て、それがとても大事な人なのだと気づく。

　戦で生き別れてしまったのだろうか。ふと考えていると刹の視線が窓の外に向いた。

「彼女は幼おさない頃、孤こ児じだった僕を拾ってくれた、僕にとって唯ゆい一いつの家族です」

　唯一の家族。そう言った刹は、六年前を思い出しているのか懐なつかしげに目を伏ふせる。

「六年間も旅をするなんて大変でしたね」

「彼女は私の恩人で、生きる理由でした。……どうしても彼女に会って、彼女の恋人から預かった大切なものを渡したいんです」

「大切なもの……」

　そんなに大切なものなら、その恋人とやらが直接渡せばいいのに。それができない理由があるのだろうか。

（なんにしても、これ以上詮せん索さくするのは失礼だよね）

　恩おん人じんに不快な思いはさせたくないと、話を終わらせ、珠華は寝台に横たわる慈恩をのぞき込む。

「なかなか意識が戻らないし、打ちどころが悪かったのかな。こぶも大きいし、痛そう……」

　ごめんね、慈恩。

　心の中で謝罪し、こぶを撫なでながら慈恩の気を探さぐる。血管に入り込む気を探り、血流を感じ取った限りでは、こぶ以外に危険な血けつ腫しゆはないようだ。

　少しだけ安あん堵どしながら、こぶ周辺に気を流し込む。皮ひ膚ふの下でおこった出血が、気に乗って皮膚に吸収されていく。

　しばらくすると頭の腫はれは引き、こぶはなくなった。

「これでよし！」

　珠華の治ち療りようを見て、刹が大げさに瞠どう目もくする。声を詰まらせ唇を震ふるわせる姿は、予想以上に動揺しているようだ。

「──太極術師、なんですか？」

　そんな刹に、珠華は宿ですれ違った客の目を思い出し、ばつが悪くなる。

「……ええっと、私、こう見えて太極医官なんです」

　自分の顔を指さして言う珠華から、刹は急に視線をそらす。困こん惑わくしているのか、銀色の双そう眸ぼうがちらちらと室を彷徨さまよっている。

「そちらの青年が太極医官だとは気づいていましたが、まさか貴女あなたまで……。てっきり、お忍しのびで太極医官を連れて王宮を抜け出したお姫様か何かだと」

　視線を下げたまま、眉をひそめた真剣な表情で刹は言う。

「私がお姫様!?　ありえないですよ。だって、周りからは猿公こう主しゆだなんて呼ばれてるような女ですよ？」

　突とつ飛ぴな勘違いについ吹き出すと、つられたのか刹はぎこちなくだが笑みを返す。

「猿だなんて、ひどいですね。こんなに可愛らしい方に、そんなことを言う奴がいるなんて信じられないです」

　年若い娘が太極医官だということがよほど衝撃的だったのか、刹の唇はまだかすかに震えている。

「可愛らしい……。それって、珍ちん獣じゆう的な意味ですか？　金きん糸し猴こう的てきなやつですかね」

　小猿を見て可愛い、と思う感覚なのだろうか。城壁から飛び下りた上に、男を気絶させたような女を可愛いと言われても信じられない。

「いえいえ。思ったまま、口に出しただけなのですが」

「……もしかして、旅の疲れで目が霞かすんでいるとか？　駄目ですよ、きちんと休養はとらないと。まだ若いからって、無理は禁きん物もつです」

「あの、なんだかすみません」

　母親みたいな気分になって言うと、刹は頭を搔きながら謝あやまる。

「よし、腫れは引いたから後は目を覚ますのを待つだけだ」

　額に滲にじんだ汗を拭い、ほうっと息を吐はく。慈恩は褐かつ色しよくの肌はだをしていて分かりにくいが、顔色もいいようだし、そろそろ目を覚ますだろう。

「ずいぶんと手際がいいんですね。そんなに小さくて可愛らしい手に看病してもらえて、彼が羨うらやましいです」

「そうですか？　なんだか、刹さんって変わってますね」

　看病されたいなんて物好き、あまり聞いたことがない。それに、きっと刹くらいの美青年なら、婦女子がこぞって看病をしてくれそうだ。

　数多あまたの美女に囲まれる刹を想像していると、ふと右手に包帯が巻かれているのに気づいた。

「その腕、怪我したんですか？」

「……ええ、旅の途中で大たい河がに落ちた時に、岩にぶつけて」

　もしかしたら、筋を痛めて固定しているのかもしれない。見る限り、手のひらから、腕にまで怪我をしているようだ。

「よかったら、助けていただいたお礼に診察させてください」

（それに、私を受け止めた時に怪我が悪化したかもしれないし）

　だとしたら、治療するのは当然のことだ。そう思ったが、刹は右腕を左手で庇かばい、珠華に見せようとしない。

「いえ、大した怪我ではありませんし、気にしないでください」

「もしかして、私の腕を信用してませんね？　これでも太極医官なんですから。その辺の民間の医者よりも、腕はたちます」

　厳しい試験に合格して、太極医官になったのだ。腕にはそこそこ自信がある。それに、このひと月の間、太極医術の鍛たん錬れんを欠かさなかった。そのかいあって、周しゆう銀ぎん河がとまではいかないが、今では新しん米まい太極医官の中で頭一つ抜けるほどの実力はある。

（ただし、あくまでも自己評価だけど）

「大した怪我じゃないなんて、油断したら駄目ですよ。気づいたら、取り返しのつかないことになってたなんてこともあるんですからね」

　どうせなら、ここで実力を試してみたい。少し意地になりながら、珠華は刹の腕に触ふれようとした。

　だが、手を伸ばした珠華に、刹は優しげな目元を吊つり上げる。豹ひよう変へんした表情に驚く暇もなく、鼓こ膜まくに響ひびいたのは上ずった怒ど声せいだ。

「触さわらないでください！」

　明らかな拒きよ絶ぜつに、伸ばした手を止める。何が起こったか分からず顔をあげると、怒ど鳴なった刹の方が驚いた顔をしていた。

「すみません……。あまり、太極医術は好きではないので」

　刹は黙って右腕に視線を落とす。

「そ、そうなんですね」

　決まりが悪くて顔が引きつり「すみません……」とつぶやき手を引っ込める。

（そういえば、さっき慈恩を治療した時から少し様子がおかしかったかも）

　思い出したのは、わずかに震えた微笑だ。今考えると、動揺を悟さとられないようにしていたのかもしれない。

　すらすらと出てきた褒ほめ言葉も、乱れた感情を隠すためのものだったのか。

「あの、刹さん」

　ちら、と様子をうかがうように視線をあげた。

　刹は俯うつむき、表情が見えない。

（あれ、なんなのこの空気……。どうしよう、こんな時に慈恩が元気なら空気なんて気にせずに話してくれるのに）

　正直、気まずくて仕方ない。

　なんだか、変な汗が出てきた。徐々に薄暗い空気が漂ただよい始めるが、この場を盛り上げる話題なんて出てこない。

（ど、どうしよう……）

　どちらが先に声を出すか、我が慢まん大会でもしているみたいだ。息苦しくて耐たえられなくなった頃、不意に刹が立ち上がる。

「すみません。そろそろ僕は行きます。この室、好きに使ってかまいませんので、では──」

　立ち上がり、刹は衝立にかけていた上衣を羽は織おった。

「あっ、ちょっと！」

　少ない荷物を背中に背負い、刹は室を出て行く。引きとめるために追いかけようとするが、扉を目の前で閉められてしまう。

（逃げられた？）

　扉に向かって伸ばした手を下ろす機会をなくし、立ち尽くす。

（ううっ、あんなに優しくしてくれてたのに、触ろうとしたとたんに逃げるなんて。太極医官があんまり好かれてないのは知ってたけど、こんなに露ろ骨こつな態度を取られるとさすがに傷つくよ……）

　助けてくれた恩人に、一瞬にして拒絶された状況に気持ちがついていかない。

　これなら、宮廷の人たちのように面と向かって罵倒してくれた方がましだ。

　よろよろ、と胸を押さえて寝台に座り込むと、慈恩が目を覚ました。

「んあ、ここはどこや？」

「慈恩！　よかった、目が覚めたんだね」

　眠そうに目を擦こすりながら、慈恩はもぞもぞと上体を起こす。

「ここは西にし市いちの近くにある宿屋だよ」

「宿屋？　まさか、知らん間に一夜の過あやまちを──」

　はっと、目を見開いた慈恩に、心配していた気持ちが吹き飛びそうだ。

「そんなわけないでしょ」

「なんや、残念やなぁ」

　がっかりや、と慈恩は肩を落とす。

「そう、それよ！　その空気を読まない言葉がどれだけ恋しかったことか！　ばかばか、なんでもっと早く目を覚ましてくれなかったの！」

　のんきな慈恩を見ると、急に腹がたってきて肩を叩たたく。

「うわっ、なんや!?　なんで、俺は怒られとるんや！」

　訳が分からず慈恩は慌てるが、その姿になんだか安心する。

「ほんで、なんでこんなところにいるんや？　あの、シュッとした兄ちゃんはどこに行ってもうたん？　まさか、あの阿呆共にやられたわけやないやろうな」

「心配しなくても、刹さんは無事だよ」

「刹さんって、誰や？」

「私たちを助けてくれた人の名前だよ。梁刹さん。刹さんがこの宿まで連れてきてくれたんだから。……まあ、当の本人は宿を出て行っちゃったけど」

　先ほどの刹の行動を思い出し、また落ち込んできた。

「助けてくれた……？　おおっ、そうやった。太極武術を使おうとして、急に後ろ向きに転んだんやったわ。その後は、頭がガツーンてなって、気ぃ失ってしもうたんや。けど、なんや記憶があいまいで、なんで転んだんか思い出せん」

　慈恩は腕を組んで考え込む。

「へ、へぇ、そうなんだ」

「待て待て、なんで目をそらすんや」

　ぐるん、と顔をそらした珠華に、慈恩の視線が突き刺ささる。

「……まあ、ええわ。それよりも、まずは太極医官襲しゆう撃げき事件を解決せんとな」

「そうだね、よしそうしよう！　あっ、でも、太極武術は使ったら駄目だからね」

　大げさに頷うなずく珠華を見て慈恩は首をひねったが、すぐに興味をなくして話を続ける。

「さっき王宮の前におった不チン良ピラどもは、明らかに俺を狙ねらっとった」

「それじゃあ、あの人たちが犯人なのかな？」

「せやなぁ、その可能性が高いんやけど、なんか違う気がするんや」

「違う気って？」

　腕を組んで考え込む慈恩に、首をかしげる。

「あんな奴らに、銀河様がやられるやろうか？」

「そう言われると、確かに……」

　数だけは多かったが、慧祥の武術の師だという銀河が負けるとも思えない。

（現げん役えきからしばらく退しりぞいてたわけだし、腕が鈍なまっていたとか？）

　そう思ったが、慧祥との戦いっぷりを見る限りそうは思えない。

「それに、あいつらがもしホンマに犯人なら、〝犯人は雨男説〟が間違いやったことになるな。これやと、雨の日を狙って犯人を捜すっちゅうんもできんようになるな」

　よほど犯人雨男説を信じていたのか、肩を落として残念そうだ。

「でもま、とりあえずあいつらを捜して、話を聞いてみるしかないんとちがうか？」

「そうだね。でも、動くのは明日からにしよう。日も暮れ始めてるし、気絶したばっかりなんだから、今日一日は安静にしないと。この室、刹さんが勝手に使っていいって言ってたし、今日のところは厚意に甘えさせてもらおう」

　慈恩の腫れていた額を軽く撫で、心の中で謝った。

　その意味を、どうやら慈恩はなんとなく理解したようだ。

「せやな。そうさせてもらうわ」

　何も聞かずに大人おとなしく寝台にもぐった慈恩に、ふと疑問が浮かぶ。

「ねぇ、慈恩はなんでついてきてくれたの？」

　尋ねると、慈恩は「せやなぁ」と考え込む。

「……犯人の気持ちがなんとなく、分かったからかもしれんな」

「太極医官を襲おそった犯人の気持ちが？」

「怒らんでくれよ。また、たんこぶ作るのは嫌やで。要するに、太極術師を嫌きろぅとる奴なんて、珍しくないってことや」

「それは、慈恩も同じってこと？」

　意図が摑めず、つい顔をしかめてしまう。

　そんな珠華に、慈恩は珍めずらしく困った表情を見せる。

「嫌いとか、好きとか、そんな単純に片づけられるほど、人の気持ちは簡単やないねん。どうしようもないて分かっとっても、誰かのせいにせんと耐えきれんこともあるんや。そうやって心を守らんと、つぶれてしまう奴もたくさんおる」

　ますますよく分からない。

　唸うなりながら言葉の意味を考えていると、ぽすんと慈恩の手が頭に乗る。

「そないに考え込まんでもええって。──ほんなら、俺はもう寝るわ。オヤスミ」

「あ、慈恩！」

　これ以上、深く聞かれることを避さけるためか、慈恩は珠華に背を向けて目を閉じた。

（誰かのせいにしないとって、逆さか恨うらみってこと？　医官や武官が気功を操る太極医官を見下すのはなんとなく分かるけど、どうして民衆にまで嫌われてるんだろう？）

　明らかにわざとらしい寝息が聞こえてくるまで、珠華は慈恩の言葉の意味を考えていた。

　けれど結局、その答えが出ることはなかった。
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　翌朝、珠しゆ華かたちはすぐに宿を出ることにした。

（結局、帰ってこなかったな。刹せつさん）

　少しだけ、冷静になった刹が帰ってきてくれることを期待していた。しかし、夜が明けても室の扉が開くことは一度もなかった。

　一人肩を落としながら階段を下りていると、慈じ恩おんが悔くやしそうに壁を殴る。

「くそぅ、なんですぐに寝てしもうたんや。せっかく珠華と枕まくらを並べて寝とったのに、過あやまちの一つも起きんかったなんて……！」

　昨日のことが噓うそのように、慈恩は朝から元気だった。

　いつも通りの様子に、安心しながら珠華は襟元を整える。荷づくりもしてこなかったせいで、着替えがないのが少し辛い。これは、犯人捜しに何日もかかっている余裕はなさそうだ。

「馬鹿なこと言ってないで、今日こそ犯人を捜しに行くよ。早く見つけないと、慧けい祥しよう様に王宮へ連れ戻されちゃうでしょ」

「今さらそないなこと気にしてどうすんねん。仕事抜け出して、勝手に動いとる時点でどやされるのは決定や。下へ手たしたら、太極医官をクビになるかもなぁ」

「だから、絶対に犯人を捕まえて帰らなくちゃ駄目なんでしょ。それに、あのまま王宮にいても、私たち新米太極医官はクビだったんだから、こうするしかなかったでしょ？」

　他ひ人と事ごとのように首を振っていた慈恩は、珠華の言葉にきょとんと目を瞬まばたかせる。

「クビ？　別にクビになるなんて、決まっとらんやろ？」

「何言ってるの？　銀ぎん河が様は旦だん那な様に話をつける代わりに、新米太極医官の私たちをクビにしろって言ったでしょ」

「せやかて、陛へい下かが俺たちをクビにするとは言ってないやろ。先代王に仕つかえとった太極術師やなくて、俺たちを選んだかもしれんやん」

　当たり前のように言われ、珠華は面食らう。

（そうか、慧祥様は私たちを選んだかもしれないんだ）

　どうして、自分が選ばれないと思ったのだろう。それ以上に、どうして慧祥を信じられなかったのだ。

　あの時、すぐに自分たちを選ぶと言ってくれなかった慧祥に、悔しくなった。それ以上に、自分のせいでよからぬ噂が流れていることが怖かった。

　このままだと慧祥に捨てられる──焦あせりを感じたとたんに、頭が真っ白になったのだ。

「珠華は銀河様を見返したいから、飛び出したんやと思っとったわ。陛下のことを馬鹿にされてめちゃくちゃキレとったからな」

　嫌になるほどの罪ざい悪あく感かんが、胸に渦うず巻まいていく。

（私、馬鹿だ。慧祥様が私たちを捨てるなんてこと、するわけないのに）

　それでも、悩む姿を見ていられなかった。

　きっとそれは、慧祥を疑っていたわけではなく、自分に自信が持てなかったからだ。

　太極秘ひ儀ぎを使えるといっても、慧祥がいてこその力。後こう宮きゆうを出てから気づいたが、一人ではまだまだ半人前の太極医官なのだ。

　だからこそ、仕事に没ぼつ頭とうするしかなかった。どうすれば、一人前の太極医官になれるのか分からなくて、空から回まわりばかりしていた。

　勝手に飛び出して、勝手に事件を解決したとして、慧祥はどう思うだろう。そのことを考えるのが怖くて唇を嚙かみしめる。

「今頃、竜りゆう皓こうさんも風ふう蓮れんもみんなの看かん病びようをしとるんやろうなぁ」

「……そうだね」

　宮廷で太極医官として仕事をこなす同僚を思うと、胸がちくんと痛む。

「慈恩、やっぱり──」

　王宮に帰ろうか、そう言いかけたところで背後から肩を摑まれた。

「待ちな、あんたたち。帰るんなら、宿代を払ってからにしておくれよ」

　珠華を呼び止めたのは、宿の女将おかみらしき女性だ。口を曲げて困り顔をした女将は、親指で二階を示す。

「なんや、あの兄ちゃん。支払いしとらんかったんか」

「お世話になったんだから、それくらいしなくちゃ。すみません、いくらですか？」

　文句を言う慈恩を咎とがめ、珠華は懐ふところに手を入れる。

「宿代二千文もん。きっちり払っておくれよ」

「に、二千文！　一晩泊まっただけで、そんなの詐さ欺ぎじゃない」

　その額は、珠華の半月分の給金と同じくらいの値段だ。一晩二千文の宿なんて、鳳安の東側でもそうそうない。

「詐欺なものか。あんたたち、あの腕に包帯を巻いた男の知り合いだろう？　あの男、ひと月前からこの宿を利用しててね。代金は後で支払うってんで、待ってやってたんだよ」

　待ってやっただけでも、感謝してほしいね。と、女将は付け足す。

（も、もしかして、あんなに急いで出て行ったのはこのため……？）

　足早に宿を出て行った青年を思い出すと、膝ひざから力が抜けそうになる。

　助けてくれた上に、あんなに優しかった刹がそんなことをするなんて思えない。

　優しい刹の笑顔と突きつけられた額面に、珠華はつい床に膝と両手をついて項垂うなだれた。

「お嬢ちゃんあの男に騙されたんじゃないのかい？」

「でも、優しい人でしたし、私たちを助けてくれて」

「騙された女ってのは、みんなそう言うんだよ」

　同情したのか、女将は珠華の背中をぽんと叩く。

「そ、そうなんですか？　でもでも、本当にいい人だったんですよ？　優しくしてくれたし、笑顔だってすごく綺麗だったし……」

　信じられなくてうわごとのように呟いていると、女将に肩を抱かれて立たされる。

「確かに、綺麗な顔をしていたねぇ。その上、物腰も柔らかくて頭もよさそうだったし。人を騙すようには見えないが、ああいう男に限って、女を泣かせるのさ。──かわいそうだけど、うちも商売だからね。きっちり払ってもらうよ」

「別に泣かされてはないですけど……。でも、お金は払います。二千文、でしたよね」

　落ち込みながらも、財さい布ふを出す。しかし、財布のひもを解ほどいてまた泣きそうになった。寂しい財布をしまい、懐を探ってみるが二千文なんて持っているわけもない。

　女将の視線を感じながら、慈恩の首根っこを摑んで耳打ちをする。

「じ、慈恩……。今、手持ちってどのくらい？」

「三日分の宿代くらいなら持っとるけど、ひと月分はさすがに無理やで」

「私なんて、お昼代も危あやういくらいだよ。こうなったら、潔いさぎよく頭を下げて父上に泣きつくしか──。でも、このまま手て柄がらをあげずに帰れば、クビかもしれないし……。ど、どうすればいいの！」

　それに、家出──というか、王宮出をしたというのに、親に泣きつくなんて情なさけない真似はしたくない。

（最悪だよ。事件を解決するって意気込んで出てきたくせに、犯人を捕まえるどころか借金を作っちゃうなんて）

　こうなったら、この宿で働きながら犯人を捜そうか。

　悩みながら、女将の様子をうかがう。珠華たちが話し合いをしている間に、女将は椅子に座っていた。

（あれ、どうしたんだろう？）

　女将は辛そうに顔をしかめ、膝を撫でている。その表情は、赫かく丹たん州しゆうにある赫家の邸やしきで働いていた老女もよく見せていたものだ。

「──もしかして、膝が悪いんですか？」

　背中を曲げた女将は、尋ねると重いため息をつく。

「そうなんだよ。歳としのせいもあるんだけどね、この間、お客さんの荷物を運んでいる時に転んじまってね。それから、どうも調子がおかしくなり始めて、このザマさ。祭りがあるし、今はかきいれどきだから宿を閉めるわけにもいかないだろう？　無理して働いて余計に悪くしちまったみたいで、まいったよ」

　丸めた背中をさらに曲げ、女将は卓たく子しに寄りかかっていた。けれど、休む暇もなく客に呼ばれて立ちあがる。どうやら、点心を持っていく途中だったようだ。

「少し休んでいてください。これを運ぶんですよね」

　点心の盛られた蒸籠せいろを持ち、珠華は客に運ぶ。ついでに他の席にある空あいた皿を、厨ちゆう房ぼうへ返しに行く。

「すまないねぇ。お客さんに働かせちまって」

　厨房から出てきた珠華に、女将は申し訳なさそうに言った。

「いえ、好きでやったことですから。それよりも、膝を見せてください。もしかしたら、お役に立てるかもしれないので」

　椅子を持ってくると、その上に女将の右足を乗せた。裙くんの上から触れると、やはり関節のあたりが腫れている。炎えん症しようを起こして、悪い気が滞とどこおっているようだ。

「昔、私の世話をしてくれていた人で、膝の悪い侍じ女じよがいたんです。昔から邸やしきで働いていて、小さい頃はよく抱っこをせがんだものです。きっと、そのせいで膝を悪くしたんですね。だから、どうにか治せないかと思って、太極医術についての文ぶん献けんを読み漁あさって治療法を研究したんですよ」

　結局、体の外部ではなく内部を治療する太極医術は難しく、侍女を治療することはできなかった。膝を治せないまま、田舎いなかに帰ってしまった侍女の背中を今でも覚えている。

（あの時は、泣きじゃくる私を抱き上げようとした彼女を、必死で拒こばんだんだっけ。膝が痛いのに、最後まで私によくしてくれて……）

　思い出すと、何もできなかったことが悔しくてたまらない。

　でも、今は泣きじゃくるだけの少女なんかじゃない。太極医官として、今なら、あの時の知識を生かして治療することができるのだ。

「慈恩、少しの間、女将さんの代わりにお客さんの相手をしていてもらえる？」

「別にそれは構わんけど、一人で大丈夫なんか？」

　気き遣づかう慈恩に、自信満々に胸を叩いてみせた。

　不敵に笑う珠華を不安げに見ながらも、慈恩は客に呼ばれて行ってしまう。

「では、女将さん。治療させてもらってもいいですか」

「いいのかい？」

「もちろんです」

　申し訳なさそうに尋ねた女将に、笑って頷く。

　膝を触ると、関節のあたりがぶよぶよとふくれている。触ってみる限り、軽度の関かん節せつ炎えんのようだ。

「関節が炎症を起こしているようなので、炎症を治していきますね」

　膝に手をかざし、女将の気に珠華は自分の気を流していく。

　やはり、炎症を起こした膝に気がとどまり、血行が悪くなっているようだ。滞った気に正常な気を混ぜ込み、血液の流れに沿って循環していくよう促うながす。血行をよくした後は、傷ついた関節を修復して滞った気を正常に戻すだけだ。

「……終わりました。どうですか、動かせますか？」

　体を起こして息を吐く。尋ねられた女将は恐る恐る立ち上がり、足を動かす。

「驚いた……！　噓みたいに痛みがなくなってるよ」

「よかった！　実際に治療するのは初めてだったので、安心しました」

「安心も何も、心配なんてする必要ないよ。これだけの治療ができるんだから、王様の治療だってできるんじゃないかい？」

　女将はぎゅっと、珠華の手を取った。

　その手の力強さに、胸がむずがゆくなる。気き恥はずかしさと、治療を喜んでくれた嬉しさで鼓こ動どうがうるさい。

（あの時とは、違うんだ）

　胸の前で握りしめた手には、汗が滲んでいた。充実感と共に流れた汗は、手を開くと赤い提ちよう灯ちんに照らされて光っている。

　何もできなかった昔とは、確実に違う。こみあげる充実感に、体中が熱くてたまらない。

「ありがとう。なんてお礼を言っていいか」

　女将は珠華の手を取り、うっすらと涙まで浮かべた。

「そんなお礼なんて。……お礼を言いたいのは私です」

　ひと月前、太極医術は人を助ける術だと慧祥から教わった。同時に教わった太極医官の重要性を、一人前になることに必死で忘れかけていた。

「お礼に宿代を帳消しに、とまではいかないけど、もう少し待ってあげるよ。その間に、あの銀目の男を捜しておいで」

「ありがとうございます！」

　十分なお礼に、珠華は女将に抱きつきたくなるのを抑おさえて何度も頭を下げる。

「それにしても、こんなに若いお嬢さんが太極術師だったとはね。最近じゃ見かけなくなったから、余計に驚いたよ」

「これでも、太極医官なんですよ」

「なんだって？　太極術師ってだけでも驚きなのに、まさか太極医官だなんてね」

　女将の真ん丸な目がさらに丸くなる。ひっくり返った声に、昨晩の刹を思い出す。

「……ええと、そうなんですけど」

　声を落として、ちらちらと周囲をうかがう。がやがやとうるさく食事を取る客人たちは、珠華たちのやり取りに気づいていない。

「なんだい。威い勢せいがよかったのに、急に背中を丸めたりして。大したもんなんだから、胸を張っていいんだよ」

　周囲の視線に怯おびえる珠華に、あっけらかんと女将は言う。

「周りの奴がなんと言おうと、あたしは気にしちゃいないよ。昔はよく、太極医師に治療してもらったものさ」

　六年前の戦で、多くの太極術師が駆り出された。その中には、民間の太極術師もいたと聞く。

　戦が終わると、太極術への目が厳しくなり、多くの太極術師がやめていった。

　その後は、指導者不足のせいで太極医師自体が年々減っていく一方だ。民間で働く女性の太極術師はさらに珍しいというのに、太極医官となればなおさらだ。

「その子だけやなくて、俺も太極医官やで」

　客の相手をしていた慈恩が、珠華の隣に並ぶ。心なしか胸を張る慈恩に、女将の目がさらに大きくなった。

「おや、士[image: ]族の太極医官なんているんだね。時代は変わったねぇ」

「新しい王様になったんやから、そら多少なりとも変わるんちゃう？　太極医術は誰でも受けられる世の中になったんやで」

　慈恩は腰に手を当てて得意げに言う。

　裏表のない、晴れやかな表情を見ただけで、太極医官であることを誇りに思っていることがよく分かる。

「そうや、おばちゃん。実は俺ら、訳あってある事件の調査をしてるんやけど」

「ちょっと、慈恩！」

　こんなところで事件の話を始めた慈恩を、慌てて止めようとした。けれど、口を押さえようとした珠華を、慈恩はひょいとよける。

「事件とは、穏おだやかじゃないねぇ。もし、あたしで役にたてるならなんでも聞いとくれ。ここいらじゃ、顔が広い方だからね」

　膝を治療してくれたお礼だよ、と言って女将は胸を叩いた。頼もしい姿に、慈恩を押し退のけて女将に詰め寄る。

「協力してくださるんですか！」

「ああ、任まかせとくれ。あたしにできることなら、なんでもやったげるよ」

　腰に手を当てて言う女将に、事件解決の糸口が見えた気さえした。

　先ほどはこのまま王宮に帰ってしまおうと思ったが、もう少しここにいてもいいかもしれない。事件の手がかりを摑んで持ち帰れば、少しは罪悪感も薄れるだろう。それに、刹を見つけて宿代を払ってもらわなければ困る。

「それで、どんな事件なんだい？」

「数日前から、太極医官が連続して襲われる事件が起こっているんです」

「やだねぇ、そんな危険な事件をこんなに可愛いお嬢ちゃんが調査してるなんて、よほど人手が足りてないんだねぇ」

「ち、違います！　私と慈恩は太極医官として、黙だまって見てられないから勝手に犯人を捜してるだけで、人手が足りてないわけじゃないですよ？」

　ただでさえ、太極医官の評判は宮中で思わしくないのだ。城下にまで、悪い噂が流れてはたまらない。

　パタパタと手を動かして慌てる珠華を不思議に思ったのか、女将は「何か悪いこと言ったかい？」と慈恩に尋ねた。

「それで、犯人の特徴は分かってるのかい？」

「ええっと……」

　よく考えると、誰も犯人の顔を見た者はいないのだ。宮廷の前で襲ってきた男たちが犯人かもしれないが、これといって特徴も思いつかない。

　唯一の手がかりといえば、一つだけだ。

「──あ、雨男？」

「アメオトコ？」

　珠華が首をかしげたのに合わせて、女将も真似するように傾ける。

「ええっと、ですね。太極医官が襲われる日は、決まってと言っていいほど雨が降るんです。だから、犯人はよっぽどの雨男なんじゃないかと」

　とはいっても、この手がかりも今では信しん憑ぴよう性せいが薄れてしまった。

「それじゃあ、最近の雨はそいつのせいなんだね。ようやくやんだけど、六年ぶりの朱雀祭だってのに雨が降ってばかりだから心配してたんだよ。それなら、犯人を早く捕まえないとね。お客さんたちも祭りを楽しみにしているんだ。中止になんてなったらかわいそうだよ」

　信しん憑ぴよう性せいの欠片かけらもない手がかりを、女将は真剣に受け止めてくれた。

　申し訳なく思いながらも、本当に手がかりはこれだけなのだ。あとは、体から気を吸い取られるなんてことも言っていた気がする。

「だけど、雨男って特徴だけだとどうやって捜していいのやら。……酒しゆ楼ろうの亭主が雨男だってのは、噂に聞いたことがあるけど。それだけで犯人にしちゃ、かわいそうだしねぇ」

　腕を組んで女将が考え込んでいると、数人の野太い笑い声が宿に響く。

　見ると、卓子を囲んで酒を吞んでいた男たちが珠華たちを見てニヤついていた。

（なんか、嫌な感じ）

　こちらに視線を向けてはひそひそと話し、男たちはまた笑い声をあげる。

「──何か、私に言いたいことでもあるんですか？」

　苛いら立だちを抑えて尋ねると、彼らの中でも一番図体の大きい男が席を立つ。

　吹き抜けの天井に届きそうなほど背は高く、腕は丸太のように太い。がっしりとした顎あごに、太い眉の下にある大きな目。どこか獅し子しを彷ほう彿ふつとさせる顔は、二十代後半くらいだというのに妙な貫かん禄ろくがあり、泣く子も黙るほどの強こわ面もてだ。

「ずっとあんたらの話を聞いてたが、太極医官を襲った犯人に心当たりがあるから教えてやろうと思ってな」

　卓子に凭もたれかかり、顎をあげた男は珠華を見下ろしながら言う。

「蜃しんだよ。朱雀祭なんてくだらないものをやって、大河たいがの蜃が怒ってるんだよ」

「大河の蜃が？」

　華弓には、北西部から東にかけて大河が流れている。

　大河を越えた先にあるのが黄こう燐りんだ。長年、大河は黄燐の兵士が侵しん略りやくするのを防ふせいできた。だが、六年前に黄燐軍が河を越えて華弓へ攻め入ったため、北部は黄燐軍によってかなりの被害を受けたと聞く。

　昔から大河に住むと伝えられているのが、雨を運ぶ妖あやかし──蜃だ。蜃は黄おう土ど色いろに濁にごる大河の底で一年間、邪じや気きを溜ため込む。その邪気は、夏が来ると朱雀によって浄じよう化かされる。

　朱雀祭は、蜃の邪気を祓はらう祭りでもあるのだ。

「蜃は朱雀を嫌ってるんだよ。せっかく、一年間溜め込んだ力を朱雀祭のたびに奪われてきたんだからな。だから、朱雀の加護を受けるお前たちが蜃の怒りの矛ほこ先さきになってるんだろ。太極術は朱雀によってもたらされた力だからな」

「よしな、剣けん文ぶん。お客さんになんて口をきくんだい」

　珠華たちを馬鹿にするように笑う男を、女将が咎める。

「ごめんよ、お嬢ちゃんたち。うちの息子むすこが失礼なことを言って。気にしないどくれ」

「いえ、そんな。女将さんこそ気にしないでください」

　こんな挑ちよう発はつに乗るなんて、王宮に仕える者として恥ずかしい。ぐっと、怒りをこらえる珠華に、女将の息子──剣文が忌いま々いましげに吐き捨てた。

「太極医官なんて、客じゃねぇ。そんな奴、さっさと追い出したらいいんだ」

「誰だれを泊めるか決めるのはあんたじゃないよ。……ろくに働きもせずに、毎日ごろつき連中とつるんで。この宿を手伝う気がないなら、外で働き口でも見つけてきたらどうなんだい。いつまでも飲んだくれてるなんて、死んだ父さんが知ったら悲しむよ」

　目め頭がしらを押さえて女将は嘆なげくが、剣文は口を閉じようとしない。

「俺は皆のためを思って、代表して言ってやってるんだよ。太極医官様がいるだけで、酒がまずくなるってな」

　いつまでも嚙かみついてくる剣文に、いい加減鬱うつ陶とうしくなってきた。苛立つ気持ちをのみ込み、珠華は顔に笑顔を貼りつける。

「すみません。すぐに宿を出ますから、皆さんは楽しくお酒を吞んでください」

「鳳安をうろつかれたら迷惑だって言ってるんだよ。蜃の天てん罰ばつが下くだる前に、さっさとお家うちに帰って大人しくしてな」

　剣文は珠華の肩を突き飛ばす。乱暴な態度に、大人しくしていた慈恩が声をはりあげた。

「なんやねん。やる気か！」

「慈恩！　喧けん嘩かは駄目だよ」

　飛びかかりそうな慈恩を止めようと肩を摑んだ。

　振り向いた慈恩は拳を握りしめ、歯はがゆそうに言う。

「止めんな、珠華。喧嘩を売られて黙っとられんわ」

「安い喧嘩を買ったりしたら、太極医官の名に傷がつく。そうでしょ？」

　剣文は珠華の言葉が悔しかったのか、ぐっと歯を嚙みしめた。そうかと思うと、また嫌味な笑いを口元に浮かべる。

「太極医官っていっても、やっぱり女だな。お優しいことで。だったら、昨日きのうみたいにとっとと逃げ出したらどうだ、お嬢ちゃん」

「昨日？」

　剣文という男の言っている意味が分からず、聞き返した。

　すると、急に慈恩が大声を出す。

「ああっ、そっちの男、見たことあるで！　顔はつぶれとるけど、間違いないわ」

　慈恩は卓を囲んでいた中にいる小男を指さしていた。

　細い吊り目をした男の左頰には、大きな痣あざがあり腫れている。その顔をじっと見つめると、珠華もようやくその顔を思い出した。

　男は王宮の門前で襲ってきた連中の一人だ。よくよく見ると、他にも見覚えのある顔がちらほらある。

「それじゃあ、昨日私たちを襲ったのは貴方あなたたちだったの？」

「俺がこいつらに頼んだんだよ。太極医官の奴らを痛い目に遭わせてくれってな。今回は失敗したみたいだけどなぁ」

　得意げに言う剣文に、珠華は目つきを鋭くする。

「詳しく事情を聞かせてもらいたいので、王宮までついてきていただけますか？」

「断ったらどうなるんだ？」

　挑発的に笑う剣文は、他の男たちに目め配くばせする。その合図を受けて立ち上がった男たちが、珠華と慈恩を取り囲む。

　その輪の中に、女将が血けつ相そうを変えて飛び込んできた。

「もうやめとくれよ、剣文！　腹が立ってるんだったら、その怒りは人様じゃなくてあたしにぶつけとくれ！」

「うるせぇ、引っ込んでろ！」

　腕にすがりついた女将を、剣文は振り払う。

「大丈夫か、おばちゃん」

　背中から倒れた女将を、慈恩が抱き起こした。

　治療したばかりの膝を押さえる女将を見て、カッと頭に血が上る。

「貴方たち！　なんで太極医官を襲ったりしたの。私たちが貴方たちに何をしたって言うの！」

「決まってるだろ、皆のためだよ。もう太極術師の時代は終わったんだ。華弓は黄燐に勝った。──だから、お前たちは用なしなんだよ」

　忌々しげに剣文は珠華と慈恩に唾つばを吐きかけた。

「太極術師は黄燐から華弓を守った英雄です。そんな英雄たちを馬鹿にしないで」

　殴りかかりたくなる気持ちをなんとかこらえ、毅き然ぜんと答える。

「黄燐から華弓を守った？　俺はお前たちに守られたことなんて、一度もない。お前たちはただ、人を殺しただけだ。何も守ってねぇ」

「それは戦だったからでしょ。黄燐軍が攻めてきてるのに、黙って見ていろっていうの？　華弓の人たちを守るためにやったことでしょ。何もしてない貴方に文句を言われる筋合いはない！」

　尊敬する慧祥や銀河、かつての英雄たちを貶おとしめられ、嚙みつくように叫さけんだ。

「何もしてないだと？　俺が、あいつが、何もしてなかったっていうのかよ！」

　顔を真っ赤に染め、剣文は珠華を突き飛ばす。

「ちょっと、暴力はやめなさい！」

　思いきり押され、珠華は男の仲間の胸に倒れ込む。

「その女を押さえてろ。……許さねぇ、あいつの痛みを思い知らせてやる」

　男の太い腕が首に回り締めつけられ、息が苦しい。

「女でも、太極医官を馬鹿にするな！」

　男の手を摑み、投げ飛ばそうとするが体に力が入らず身動きが取れなかった。

（しまった、さっき女将さんを治療したせいで、気を使いすぎたんだ）

　しかも、昨日は慈恩を治療したのだ。外がい傷しようではなく、体内の見えない部分を治療することは、かなりの精神力と気を消しよう耗もうする。今の珠華の体には、ほとんど気が残っていない。

（そういえば、襲われた太極医官たちも体内の気が減っていたんだ）

　しかも意識をなくすほどだ。珠華以上に、体内の気は残っていなかったはずだ。

　襲われた太極医官たちも、太極医術を使用した後だったのだろうか。もしくは、太極武術を使用した後か。

　その理由が分かれば、犯人を捜す手がかりになるかもしれない。

（もしも、この人が本当に犯人だったら、戦ってみればその理由も分かるかも……）

　そう思っても、もがけど男を振り払うことができない。いつまでも抵抗する珠華を、剣文は楽しそうに見ている。

「なんだ、威い勢せいがいいのは口だけか？」

　いつもならこんな男の一人や二人、平気で投げ飛ばせる。そんな珠華の様子がおかしいと気づいたのか、慈恩が女将を背後に庇かばいながらも拳を構かまえた。

「お前ら、ええ加減にせんと許さんで」

「おっと、動くなよ。この女の顔に傷がつくぞ」

　珠華を拘こう束そくする男は、懐から出した小刀を珠華の頰ほおに当てた。

　冷たい刃やいばの感触を頰に受け、悔しさに唇を嚙む。

　周囲に目をやると、他の客たちはちらちらと遠巻きに眺めているだけだ。壁際で珠華たちを見る目には、好こう奇きの色が滲んでいた。止めるわけでもなく、助けを呼びに行くわけでもない。見て見ぬふりをしながらも、その口元にはかすかに笑みが浮かんでいる。

（どうして、みんな笑ってるの？）

　まるで畑を荒らす目め障ざわりな害がい獣じゆうと、それを追いやる犬を戦わせて楽しんでいるようだ。

　薄暗い目をした人々は、剣文たちが珠華たちに制裁を与えるのを待ち望んでいた。

（申し訳ありません、慧祥様。勝手に飛び出した上に返り討うちにあうなんて、一生の不覚です）

　向けられた負の感情から目をそらし、珠華は瞑めい目もくする。

　あの時、引き留める慧祥に大人しく従っていればよかった。己おのれのふがいなさと、実力を過信していたことを恥じていた時だ。

「そこまでだ」

　背後から声がした。

　そうかと思うと、体を拘束する手から力が抜けて男が床に倒れ込む。

　何事かと振り返った先にいたのは、白い太極医官の制服を着た男だ。その足元には、気を失った男がいた。

　一瞬、竜皓か風蓮が助けに来たかと思った。しかし、男の顔を見たとたんに思わず叫びそうになる。

「けっ、慧祥様、どうしてここに？」

　しかも、なぜ太極医官の格好をしているのだろう。

　腰を抜かしそうなほどに驚きよう愕がくし、珠華はうっかり国王の名前を呼んでしまった。すぐに失態に気づき口を閉じるが、すぐに剣文がその名に食いつく。

「慧祥？　聞き覚えのある名前に、なんだか顔も誰かに似てる気が……」

　こんなところに国王がいるなんて知られれば、騒ぎがいっそう大きくなる。しかも、相手は太極医官を襲撃した、かもしれない男だ。

「この国の王と同じ名前なんて、ご大たい層そうなことだな」

　必死に言い訳を考えていると、剣文は慧祥にそんなことを言う。どうやら本物の王が安宿にいるなどと思いも及ばないようだ。

　ほっと安心したのもつかの間、剣文の標的が珠華たちから慧祥へと変わった。

「お前も太極医官か？」

　剣文は目を細め、新しい獲え物ものを見み据すえる。

「…………だとしたら、どうする」

　否定しなかったことで、どうやら剣文は慧祥を太極医官だと認識したようだ。

「その綺麗な顔を、外に出られないくらいつぶしてやるよ」

「ほほう……。ではお前も外に出られないくらいにつぶされたのか」

「なんだと？　俺の顔がつぶれてるっていうのか！」

「なんと！　顔面を殴られたわけではないのか」

　無駄に大げさな声を出し、慧祥は目を見開く。

（なんで、ここまできて相手を挑発しているんですか！）

　それとも、天然で言っているのだろうか。相変わらずどこかずれていて、この人はよく分からない。

「舐なめやがって。いいから、かかってこいよ。相手をしてやるから、お得意の太極武術を使ってみろ」

「太極武術など必要ない」

「それじゃあ、その剣で俺を叩き斬きるか？」

「いや、お前ごときに剣など必要ない」

　そう言うと、慧祥は腰に下げていた酒さか瓶びんを持った。それは、いつも珠華の父親である潤じゆんが持っているものとよく似た物だ。

「なんや、飲み比べでもするつもりか？」

　ぽかんと慧祥を見ていた慈恩は言うが、珠華は首を横に振る。

「ううん、違う。あれは──」

　交こう換かん日記──もとい、恋文に綴つづられていた言葉を思い出す。

「師匠が宮廷に帰ってくるまでに、新しい武術を体得しておいたのだが、実戦に使うのは今日が初めてだ。光栄に思うがいい」

　ふたを開け、慧祥は酒を吞む。

　ふらりと足元をふらつかせ、両手を緩ゆるく握った独特な構えに珠華は確信する。

「酔えば酔うほど、力を増すという武術──酔すい拳けん。稽けい古こをしているとは書いてあったけど、こんなに早く体得していたとは。さすが慧祥様だよ！」

「スイケン？　なんや、あのふざけた構えは」

「ふざけてないよ！　酔拳は立派な武術なんだから。習得するのに数年かかるところを、慧祥様は数日で体得したんだよ。すごいでしょ！」

「分かったから、そないにキラキラした目を向けるな……」

　ついつい拳を握って熱弁するが、慈恩の顔はげんなりしている。自然と迫る珠華の肩を慈恩が、ぐいっと押し戻した。

　珠華は瞳に尊敬の念を込めたまま、慧祥を見つめる。その期待に応こたえるように、頰を赤らめた慧祥は珠華に向かって微笑み、ふらりと足を踏み出した。

　ほろ酔い気分でゆらゆらと歩く慧祥を、男たちが取り囲む。

「おうおう、兄ちゃん。今にも倒れそうだが、そんなに俺たちに綺麗な顔を殴ってほしいってのか？」

　そう言って、剣文の取り巻きの一人が笑いながら慧祥に殴りかかった。

　だが、慧祥は大きく体を揺らした拍ひよう子しに男の拳をよける。そのまま、倒れかけた体勢で拳を引いたかと思うと、一気に腰をひねりながら腕を突き出す。

　風を切る鋭い音と共に繰くり出された拳が、男の顔面にめり込んだ。

（速い！　腕の軌き道どうを見み逃のがした）

　目にも止まらない速さで慧祥は、男を殴った。その反動で、前のめりになった体が地面につくほど斜ななめに倒れる。そこを狙い、男がかぶさるように襲いかかった。

「うわっ！」

　慧祥を襲った男が、突然腹を押さえてしゃがみこむ。

　見ると、慧祥は頭上に拳を高く掲かがげていた。どうやら、男の腹に一発入れたようだ。片方の手には酒瓶を持ち、一気に飲み始めた。

　そのすきに、今度は細身の男が背後から椅子を投げつけようとしている。

「……気配の消し方も知らぬとは、三流以下だな」

　椅子が振り上げられたと同時に慧祥は振り向き、酒瓶を男の顔面に向けて投げ飛ばす。顎あごに酒瓶が当たり、細身の男は椅子から手を離した。その椅子を拾うと、剣文たちに向かって投げつける。

　椅子は剣文の顔をかすり、壁に当たるとばらばらに壊れてしまう。破壊された椅子が地面に落ちるまで、剣文たちは一歩も動けず立ち尽くすだけだ。

　圧倒的な力の差を見せつけられ、男たちは啞あ然ぜんとして慧祥を見つめるしかない。

「さあ、次は誰が相手だ？」

　拳を構え、慧祥は男たちを挑発する。

「冗じよう談だんじゃねぇ。俺たちは剣文に付き合ってやっただけだってのに！」

　慧祥の修しゆ羅らのごとき双そう眸ぼうに、男たちは震ふるえあがった。
















「おい、お前ら！」

　怖おじ気けづいた男たちが、宿を飛び出していく。

　残されたのは剣文と、倒れた男たちだけだ。

「どうやら、仲間に見捨てられたようだな」

「あ、あんな奴ら、仲間でもなんでもねぇ。酒が飲みたくて、俺にたかってただけだ」

「なるほど、仲間ではなく共きよう謀ぼう者しやということか。お前は逃げないのか？」

「当たり前だ。俺は逃げたりしねぇ。もう二度と、太極術師の前で逃げねぇって決めてんだ！」

　自分に言い聞かせるように、剣文は叫んだ。

（この人、どうしてこんなに苦しそうなんだろう。それに、さっき言ってた《あいつ》の痛みって、誰のことを言ってるんだろ？）

　本当は逃げたくてたまらないのだと思う。その証拠に、膝が震えている。慧祥を恐れながらも、視線をそらすことなくまっすぐ拳を構えている。

　歯を嚙みしめ、剣文は見えない何かを守っているようだ。それは、もしかしたら先ほど言っていた《あいつ》なのだろうか。

　だが、慧祥は容よう赦しやなく剣文の腕を捕らえるとひねりあげ、卓上に巨体を押さえつける。

「大人しく私についてこい。これ以上反抗的な態度を取るようなら、腕をへし折る」

「……折ってみろよ。何本骨を折られても、俺は逃げねぇ」

　最後まで、剣文は許しを請こわなかった。慧祥は剣文の答えを聞き、ぐっと手に力を込める。軋きしむ腕は、今にも本当に折れてしまいそうだ。

「剣文……！」

　宿の隅で慈恩に支ささえられていた女将が小さく息子の名前を呼んだ。

　涙をこらえた小さな悲鳴を聞いて、珠華は駆け寄る。

「おやめください、慧祥様！」

　珠華に肩を摑まれた慧祥の動きが止まった。なぜだ、と言いたげに振り返る慧祥に耳打ちをする。

「それ以上は、やめてください。母親が見ています」

　周囲に聞こえないような声で言うと、慧祥は女将に目をやった。

　女将は口元を押さえ、震えている。その頰は流れた涙で濡ぬれていた。

「──苓れい雲うん、この者を拘束しろ」

「御ぎよ意い」

　いつの間にか、宿の外には苓雲が数人の部下と共に控えていた。

　剣文は苓雲を見ると、瞳を揺らして視線をそらす。武官が怖いのか、顔を青くした剣文を苓雲たちが連行していく。

「珠華、慈恩。お前たちもさっさと宮廷に帰るんだ」

　慧祥は苓雲に剣文を引き渡すと、早々に宿を出て行った。それを追い、慈恩も宿を出る。

　連行される剣文を呆ぼう然ぜんと見送る女将に、珠華はそっと話しかけた。

「すみません、女将さん」

「どうして、あんたが謝るのさ。こっちこそ、馬鹿息子が悪かったね。だから、そんなに暗い顔をしないでくれよ。可愛い顔が台なしだよ」

　呆然としていた女将の泣きだしそうな顔が、胸に突き刺さる。

「本当に、すまなかったね。許しておくれ……」

　終始謝り続ける女将に後ろ髪を引かれながらも、珠華は宿を出た。宿の前には、二台の馬車が停まっていた。

　腕を後ろ手に拘束された剣文は、苓雲と共に箱型の馬車に乗る。珠華と慈恩が乗ったのは、赤い傘付きの馬車だ。

（どうして、こんなことになったのだろうか）

　ぼんやりと、流れる景色を眺めながら、宿での出来事を思い出した。

　王宮へと戻る馬車の中で、憎にくしみのこもった剣文の目と、治療をした時の女将の笑顔が頭に貼りついて離れない。

　胸に渦うず巻まく暗い気持ちのまま、視線を横に座る慧祥に向けた。けれど、厳しい眼まな差ざしを前に向けたまま、慧祥は王宮に着くまで一度も珠華と視線を合わせなかった。

　何も尋ねず、言い訳さえ許してくれない慧祥からは、確かな怒りを感じる。その横顔を何度か見ては口を開こうとするうちに、馬車は王宮に着いてしまった。
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　王宮に帰き還かん後、剣けん文ぶんは苓れい雲うんによって拘こう留りゆうされた。

　慧けい祥しようは馬車から降りると、足早に公務へ戻り、残された珠しゆ華かと慈じ恩おんは太たい医い署しよへ向かった。

　太医署では、龍りゆう乾けんが待ち構かまえており、みっちりと小一時間お説教を受けた。それでも、罰ばつが三日間の謹きん慎しん処分のみだったのは、人手が足りないからだろう。謹慎期間中は太医署の狭い書庫で寝泊まりしていたが、竜りゆう皓こうと風ふう蓮れんとは会えなかった。

　謹慎期間が明けて職場復帰した珠華は、久しぶりに太たい極きよく医い官かんの制服に袖そでを通す。

　白い衣ころもをまとうと、やはりどこか落ち着く上に気が引きしまった。

　その出いで立たちで向かったのは、同どう僚りようたちの元だ。相変わらず太極医官たちは軟なん禁きん生活中だが、看かん病びようのかいもあり回復した太極医官も徐々に増えていた。回復した者は人手不足で遅れた仕事に追われ、太医署は慌あわただしく動き始めている。

（ど、どうしよう……）

　とある病室の前に来た珠華は、扉とびらをそっと開く。室内をのぞくと、竜皓と風蓮が二人で患者の看病をしている。

「何してんねん、はよ入りや」

　なかなか中に入れずにいると、無ぶ遠えん慮りよに慈恩が背中を押した。その勢いで、珠華は室へ飛び込んでしまった。扉を開いた音に反応して、二人が振り向く。

「──珠華？」

　驚いた顔をする竜皓に、気まずさを感じながら手をあげる。

「赫かく珠華、戻ってまいりました、です」

「帰ってきたで！　なんや、変わりないみたいやな。安心したで！」

　しれっと、珠華の背後から顔を出した慈恩に、竜皓の顔がパッと明るくなった。

「珠華、慈恩、無事だったんだね。知らないうちにいなくなるから、本当に心配していたんだよ？　いや、本当に知らなかった。どこに行ってたのか知らなかったよ」

　駆かけ寄ってきた竜皓は二人の肩を抱く。わざとらしく知らぬ存ぜぬを貫つらぬく姿に、慈恩が肩をすくめた。

「……そんなに強調せんでも、初めから知っとったことは言いませんて」

「いやだな、慈恩。なんのことだか、まったく分からないね」

　竜皓は笑いながら、慈恩の背中を叩く。咳せき込む慈恩には悪いが、珠華は竜皓の優しさに胸が痛む。

　珠華たちが王宮を抜け出したことは、すぐに龍乾に知れただろう。そのせいで、珠華たちの監かん視しを一任されていた竜皓は責め立てられたらしい。それでもこうして笑顔で迎えてくれた竜皓に、申し訳ない気持ちでいっぱいだ。

「すみません、竜皓さん。ご迷めい惑わくをおかけしましたね。風蓮もごめんね」

　太極医官たちの看病も、すべて二人に押しつけてしまったのだ。

　竜皓と風蓮に頭を下げて謝あやまると、ずっと黙だまっていた風蓮が冷えきった声で言う。

「そんな軽い頭を下げられても、なんの価か値ちもない。安い謝しや罪ざいなどいらない」

「よさないか、風蓮」

　竜皓は風蓮の肩に手をかけ、なだめようとした。けれど、風蓮は珠華と慈恩を非難の目で睨にらみつけ、厳しい言葉を止めようとはしない。

「いや、よしません。こいつには、このくらい言わないと分からないんですよ」

　不快そうに眉まゆをひそめられ、珠華は言葉に詰まった。

「お前たちがいない間に、俺と竜皓さんがどれだけの患者の世話をしたと思う。俺たちは太極医官だ。患者を放り出すような奴が、太極医官の制服を着る資格はない」

「でも、私は銀ぎん河が様に太極医官として認めてもらいたくて」

「認めてもらう？　お前の言う、認めてもらうとはなんだ。俺たちは武官でもなければ、文官でもない。太極医官だ。襲しゆう撃げき犯はんを捕まえることに、なんの意味がある」

　辛しん辣らつな言葉だが、何も言い返せない。

（武官でも文官でもなく、私たちは太極医官。……そんなこと、分かっているつもりだったのに）

　慧祥や銀河に認められたい一心で、一番大切なことを置き去りにしていた。風蓮の言う通りだ。二人に認めてもらいたいのも、珠華としてではなく、一人の太極医官としてなのだ。

　誰かに認めてもらうことよりも、大切なことが目の前にあったはずだ。

　珠華は病室で苦しむ太極医官たちに視線をやり、唇くちびるを嚙かみしめる。

（私は太極医官としての職務から逃げ出したんだ。また、あの時と同じように現実から目をそらそうとしてたのかもしれない）

　ひと月前まで、本当の自分から目をそむけて生きていた。ありのままの自分で生きることが怖こわくて、太極医官であることすら否定してきた。

　だけど、慧祥と出会って自分を受け入れると誓ちかったはずだ。目をそらしてきた分見落としてきたものと、これからは向き合っていくと決めた。

　それなのに、自分が太極医官であることが、いつの間にか見えなくなっていた。

「お前もだ、慈恩。馬ば鹿か女を連れ出してまで、なぜ犯人捜さがしになんて行ったんだ」

　俯うつむいて黙だまり込んだ珠華から、風蓮は慈恩へ視線を移した。きまずそうに成り行きを見守っていた慈恩は、歯切れ悪く答える。

「……そりゃあ、いつまでも軟禁生活なんてみんな嫌いややと思ったからや」

「本当か？　私情を挟んで、また一人で熱くなっていただけじゃないのか？」

　どこか確信を感じる声に、慈恩の肩がかすかに跳ねた。

「どういう意味や」

　そらしていた視線を、慈恩はようやく風蓮に向けた。不ふ穏おんな空気を漂ただよわせる二人に、珠華はひやひやする。

　二人の小こ競ぜり合いは珍めずらしくないが、ここまで険けん悪あくな空気は今まで感じたことがない。

「あ、あの、風蓮。そのあたりで、やめておかない？　慈恩は私についてきてくれて──」

　凍こおりつくほど冷れい淡たんな目が、珠華を睨みつける。有う無むを言わせない視線に射い抜ぬかれ、何も言えなくなった。勝手に抜け出した負い目もあり、強く風蓮を咎とがめることなどできない。

　後ろめたそうに視線をそらした珠華を一いち瞥べつし、風蓮は慈恩に言う。

「太極医官を襲おそった犯人は、きっと太極術師を嫌っているのだろうな。お前はその犯人に自分を重ねているのか？」

（慈恩が犯人に自分を重ねている──？）

　思い出したのは、宿で犯人の気持ちが分かる気がすると言った慈恩の言葉だ。

　あの時は深く話す前に誤ご魔ま化かされてしまった。真意を確かめたくて視線を向けるが、慈恩は俯いていて表情が見えない。強く拳こぶしを握にぎりしめる慈恩に冷めた目を向けながら、風蓮は話を続ける。

「黄こう燐りんとの戦中、国中の太極術師が戦いくさに駆かり出されたせいで、民間の太極術師が不足したからな。当時は貴重な太極医術による治ち療りようを受けられず、門前払いされた士し[image: ]ぐい族ぞくが多くいたと聞いたことがある。そのせいで、命を落とした者もいたとな」

　戦時中、太極術師不足のしわ寄せを一番に受けたのが《流れ者》の、士[image: ]族だった。

　貴重な太極医術をよそ者に施ほどこすくらいなら、華か弓きゆうの民を助けるべきだ。それが、いつの間にか暗あん黙もくの了解となっていた。世間の風ふう潮ちようを恐おそれ、多くの民間の太極術師たちが、士[image: ]族の治療をしなかったという。

（……なんで今まで、そこまで考えなかったんだろう）

　いや、違う。

　正確には考えなかったわけではなく、事実から目をそらしていたのだ。

　太極術師はこの国を救った英雄。憧あこがれの存在を傷つけたくなくて、戦で傷ついた人がいることに、心の底で気づかないふりをしていた。自分でも気づかないうちに、恩人であり英えい雄ゆうである太極術師を神しん聖せい化かしすぎていたのかもしれない。

（でも、それなら慈恩はどうして太極医官になったんだろう？）

　風蓮の言う通りなら、犯人と同じように太極医官を嫌っていてもいいはずだ。

「病気やった俺の妹は治療が受けられずに死んだ。せやけどだからこそ、俺は太極医官になったんや。誰だれでも平等に太極医術を受けられるようにしたいと思うんは、悪いことなんか？」

　風蓮に迫せまり寄り、慈恩は握り拳を作り感情を押し殺していた。

　だが、風蓮はその拳に握りつぶされた感情を暴あばくように言う。

「それと、今回のことになんの関係がある。自分と同じように太極医官を恨うらんでいる犯人に同情でもしたか？」

「俺は、太極医官を恨んでへん！」

　逆上した慈恩の怒ど声せいが、室内に反響する。肌はだに突つき刺ささるほどの感情には、怒りだけではない強い念がこもっていた。

　風蓮の胸むな倉ぐらを摑つかみあげる慈恩を、誰も止められなかった。風蓮でさえ、ぶつけられた感情の重みに圧倒されている。

「誰を恨んでも、過去は変えられへん。せやから、犯人が太極医官を恨んどるんなら、止めたかったんや。そんなことしても、虚むなしぃなるだけやからな」

　慈恩の声は自分に言い聞かせるような声だった。感情的になるところはあるが、慈恩が怒りを表に出す時はいつでも誰かのためだ。そんな慈恩の心の声が、初めて聞こえた気がした。

（慈恩は事件の犯人に、自分を重ねてたのかな？）

　先ほど、慈恩は太極医官を恨んでいないと言った。けれど、妹が亡なくなったときは、殴なぐってやりたいと思ったかもしれない。

　優しい彼は、苦しんだ自分のような人を助けるために、王宮を抜け出したのだろうか。

「なんにせよ、仕事に私情を挟はさむな。仕事を放ほう棄きするなんてもっての外ほかだ」

　風蓮は最後まで冷静だった。そんな風蓮の態度に、慈恩も平静を取り戻したのか摑みあげる胸倉から手を離す。

「分かっとる。──すまんかったな。仕事を投げ出してしもうたんは、謝る」

　両手を顔の前で合わせて、慈恩は頭を下げた。それが意外だったのか、風蓮はかすかに右眉を動かす。

　二人が黙り込んだまま向き合っていると、室へやの扉が開いた。

「……お前たち、何をもめている」

　重々しい空気の中、扉の陰かげから顔を出したのは龍乾だ。

「ああ、龍乾さん。なんでもありませんよ。慈恩も風蓮も再会の喜びを分かち合っていただけですから」

　いまだに動かない慈恩と風蓮の代わりに、竜皓が応対する。

「再会って、離れていたのは数日だけだろう。片時も離れたくないのか、お前たちは。気持ち悪い」

「そう言わないでくださいよ。我われ々われはとっても仲良しなんです。なあ、慈恩。お前が帰ってきてくれて、本当に嬉うれしいよ。寂さびしかったんだよ」

　白い眼で見る龍乾に笑みを向け、竜皓は慈恩の肩を抱き寄せた。

「うわっ、なにすんねん！」

「照れない、照れない。ほら、熱い接せつ吻ぷんでもしてあげようか？」

「ぎゃー、やめろや阿あ呆ほ！　ホンマにしたら、ぶん殴るで！」

　接近する竜皓の顔を、叫さけびながら慈恩は押し返す。

（よかった。いつもの慈恩だ）

　竜皓のおかげでようやく調子を取り戻した慈恩に安心した。しかし、はたから見るとふざけ合っているように見えないのか、龍乾は呆あきれ顔だ。

「仲がいいのは分かったが、ちゃんと仕事をしろよ。──それから、赫珠華。陛へい下かがお呼びだ。陛下の執務室へ行け」

　龍乾は親指で扉の外を示す。

　剣けん文ぶんの件について、事情を聞かれるのだろうか。

　またも仕事を中断する罪悪感に悩んでいると、肩に大きな手が触れた。

「いいから、行っておいで。慈恩も帰ってきたし、ここは大丈夫だから」

　そう言ってくれたのは竜皓だ。軽く頭を叩かれ、珠華は頷うなずく。

「ごめんね、風蓮、竜皓さん。それから慈恩、ついてきてくれてありがとう」

　室を出る間ま際ぎわ、振り返って告げた。何も言わず、同時に片手をひらりとあげた風蓮と慈恩に少し笑ってしまう。

　なんだかんだ息の合った二人に背中を押され、慧祥の待つ儀ぎ華か殿でんへ向かった。
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　王の暮らす儀華殿の一角──慧けい祥しようの執務室の前で、珠しゆ華かは唾つばを飲んで気を落ち着かせる。

「……赫かく珠華、参りました」

「入れ」

　声をかけると、すぐに返事がある。その声はずいぶんと落ち着いたものだ。

　扉を開けた先、慧祥は書しよ卓たくで筆を走らせている。

　慧祥は仕事をする手を止めない。書類に目を落としているせいで表情が見えず、突き放されているように感じる。

（顔、あげてくれないんだ……）

　呼んだのは慧祥だというのに、視線すら合わせてくれないのだろうか。そこまで怒らせてしまっていることを考えると、情なさけなくて鼻の頭がツンと痛む。

「あの、このたびはとんだご迷惑をおかけいたしまして、ですね。その──も、申し訳ありませんでした」

「うむ、謝あやまる気はあったのだな。ご迷惑がかかったのは、太極医官たちだと思うがありがたくその謝罪は受け取っておこう」

　淡たん々たんと仕事をしながら投げかけられた嫌いや味みかつ棘とげのある言葉が、ぐさりと胸に刺さる。

「お、怒ってますか？」

「怒らせた自覚があるのか？」

　ようやく顔をあげた慧祥は、思ったよりも涼すずしげな表情だ。というよりも、表情がなさすぎて怖こわい。

「た、太極医官として職務を放棄したことは反省しております」

　おずおずとどもりながら告げると、慧祥は筆を置いて立ち上がる。

「うむ、そうだな。確か、銀ぎん河が師し匠しようにひよっこ太極医官ではないと証明してみせる、と申しておったな。しかし、そなたが宮きゆう廷ていからいなくなれば、宮廷で必要とされていると思われることもない。しかも、太極医官としての任務を放棄すれば、なおさらだ」

「さ、さようでございますね……」

　反論の余よ地ちもなく己おのれの浅はかさを暴あばかれていくたびに、頭が亀かめのように引っ込んでいく。

　的確に珠華の心をえぐりながらも、慧祥は表情を崩くずさない。これなら、感情的に怒ど鳴なりつけられた方がましだ。

「珠華、どうしてそんなに離れている。もっと、近くに来い」

　手招かれ、扉の前で直立していた珠華はそろそろと慧祥に近寄った。今度はどんなお説教をくらうのかと考えていると、突然手を摑まれた。

　驚いて顔をあげたとたんに、手を引かれ体が前のめりに倒れる。

「ふわっ！」

　気づけば、慧祥に抱きしめられていた。

　白びやく檀だんの香りに包まれる感覚が懐なつかしく、自然と黄おう袍ほうを握にぎりしめた。先ほどの冷静な態度とは正反対の熱い抱ほう擁ように、緊張で体が強こわ張ばる。

「……まったく、勝手にいなくなるなと何度言えば覚えるんだ」

　強く抱きしめる腕と、かすかに上うわずる声が、どれだけ心配してくれていたか教えてくれた。押しつけられた胸からは、駆かけ足で打ち鳴らす慧祥の鼓こ動どうが聞こえる。あれだけ冷静な表情をしていたというのに、こんなにも動どう揺ようしていたのかと驚おどろく。

　本当は、宿で再会した時から、国王として努めて冷静に振る舞っていたのだろうか。

　慧祥は誰かが自分の前からいなくなることを、ひどく恐おそれている。母親や兄を亡くした時の記憶が、心に深い傷を残しているのだ。

「申し訳ありません。今回は置手紙を書きましたし、こんなにご心配をおかけしているなんて思いませんでした」

「馬鹿者！　心配ならいつもしているに決まっているだろう！」

　珠華を抱きしめたまま、慧祥は声を荒らげた。

　耳元で聞こえた余裕のない怒声が鼓膜に響ひびく。

「ごめんなさい、慧祥様」

　謝罪を重ねながら、かすかに震ふるえる慧祥の背中に腕うでを回す。安心させようと抱きしめ返すと、ようやく慧祥の腕から少し力が抜けた。

「そなたが医官や武官から苛いじめられていないか、仕事のしすぎで体を壊していないか。毎日どれだけそなたのことを考えていると思う。毎日、明日もそなたが無事に過ごせるようにと祈っているのだぞ」

　慧祥の声こわ音ねが幾いく分ぶんか穏おだやかなものに変わる。それでも彼を安心させるために、背中をゆっくりと撫なでた。

「そんなこと、初めて聞きました。あれだけ文ふみをくれたのに、そういうことは全然書いてくれなかったから」

「正直に書いて、そなたの枷かせになりたくなかったのだ。好いた女のために女め々めしく毎日祈いのる男など、重いだろう」

　男心が分かっておらぬな、と言う慧祥の拗すねた声に笑みがこぼれる。

　ずっと離れていたせいでどこか不安だった気持ちが軽くなり、同時に自分のしでかしたことの愚おろかさに気づかされた。

「それに、そなたは後こう宮きゆうを出る時になんと言ったか覚えているか？」

「……覚えています」

　後宮を出る日、慧祥に一つだけお願いしたことがある。それは、「一人の太極医官として扱あつかってほしい」だった。

　だからこそ、慧祥が珠華のために太極医官の地位をあげようとしていると銀河に言われたとき、複雑な心境になったのだ。自分のために動いてくれる喜びよりも、太極医官として信頼されていないことへの悔くやしさが勝まさった。

「そなたを太極医官として見るのは、正直難しい。だが、そなたが望むのなら、王として太極医官であるそなたに言わなければならないことがある」

　慧祥は抱きしめていた珠華を離して言う。

「そなたは太極医官だ。仕事を放棄してまで勝手をすることは許されぬ」

「申し訳、ありません。太極医官として、恥はずべき振る舞いでした」

　風ふう蓮れんにも言われたが、一人前の太極医官に早くなりたいと思いながら、その自覚に欠けていた。

　これでは、銀河に必要ないと思われて当然だ。

「なぜ、王宮を飛び出してまで犯人を捕つかまえようとしたのだ」

「私のせいで、慧祥様の悪い噂うわさが王宮に流れていたからです」

「その件と今回の件になんの関係があるのだ？」

　厳しい言葉とは裏腹に、慧祥の声音は穏やかだ。慧祥に両手を握られ顔をのぞき込まれると、自己嫌けん悪おに浸ひたっていた心が少し軽くなる。

　問いただすことをせず、心の奥に隠かくれた感情を見つけようとしてくれているのだ。

（慧祥様は私の手は人を救える手だって言ってくれたけど、慧祥様の手だって同じだ。私のことを何度も救ってくれた）

　それだけではない。頑かたくなな心を開いてくれたおかげで、自然と素直な気持ちを言える。

「私、太極医官として早く周りの人たちに認められたくて、焦あせっていました。だから、そんな噂がたっているなんて気づきもしなくて……」

　朱雀をこの国に呼び戻し、ようやく人々の目が変わってきたというのに。足を引っ張るような噂が流れた上に、その原因が自分だったことが許せなかった。

　高ぶる感情のせいで唇が震え、言葉に詰まり上う手まく話せない。慧祥はただ黙って手を繫つないで、珠華の気持ちが落ち着くのを待ってくれている。

「──太極秘ひ儀ぎに相応ふさわしいくらいの太極医官になれば、慧祥様も悪く言われなくなるかもしれない。そのためには、誰もが認めることをしなくちゃって思ったら、気づいた時には王宮を飛び出していました」

　最後に「申し訳ありませんでした」と謝り深く頭を下げる。

　じっと珠華の話を聞いていた慧祥は「そうか」と呟つぶやき、大きく息を吐はく。それが聞こえたとたんに、幻げん滅めつされたと思い目の奥が熱くなった。頭を下げたままぎゅっと目を閉じると、足元に丸いシミができた。

　それと同時に、珠華の頭に大きな手が触ふれる。

「よいか、今からそなたを特別扱いするが、他た言ごん無む用ようだぞ」

　どういう意味か、尋たずねようとして顔をあげると涙が頰ほおを伝った。

　けれど、すぐにその涙を慧祥が拭ぬぐいさる。愛いとおしいものを見つめる熱のこもった瞳ひとみは、太極医官に向けるものではない。

　力なく微笑ほほえんだ慧祥は、手のかかる子供を叱しかるように言う。
















「本当に、そなたは馬鹿だな」

「馬鹿って何回言う気ですか……」

　頰を撫でる慧祥の手がくすぐったくて、珠華は首をすくめる。

「馬鹿な子ほど可か愛わいいというが、どうやら本当のようだ」

「貶けなしてるのか、褒ほめてるのかどっちですか」

「どちらも少し違う。そなたが愛おしいと言っているのだ」

　馬鹿と連呼されて口をすぼめると、慧祥は指先でその唇をなぞった。少し目を伏ふせて珠華の口元を見つめながら、不意に零こぼれ落ちたように言葉を漏もらす。

「──まっすぐで不器用なそなたが、やはり私は愛おしくてたまらないようだ」

　眉をかすかに寄せた慧祥は、どこか困った表情にも見えた。愛おしいと言いながら、どうして困っているのだろう。

「本当ですか？　私に愛あい想そをつかしていませんか？」

「私のことを疑う気か？　私はそなたを愛している。そなたの行方ゆくえが分からないと、国王としての役目も果はたせぬほどにな。これだけ言っても信じられぬか？」

　悲しそうに瞳を揺ゆらした慧祥に、珠華は必死で首を横に振る。

「私もです！　私も慧祥様をお慕したいしております」

「本当か？」

「本当ですよ。これだけ言っても、信じられませんか？」

「うむ……」

　頷うなずかれてしまいつい笑いそうになった。

　どうしたら信じてもらえるか考え、珠華は慧祥の襟えり元もとに手をかける。

　精一杯背伸びをして、摑んだ胸元を引き寄せた。近づいた顔に驚く慧祥の唇に自分の唇を重ねる。一回り大きく見開かれた赤せき褐かつ色しよくの双そう眸ぼうに満足して胸元から手を離すと、珠華は首をかしげた。

「これで、信じてもらえましたか？」

　尋ねると、慧祥は満足そうに微笑みながら頷いた。そうかと思うと、また眉をひそめて難しい表情に変わる。

「ううむ、そなたが寂さびしくないように文を毎日書いていたが、失敗だったかもしれんな」

「失敗って……。どうしてですか？　慧祥様の文が来るたびに、私がどれだけ嬉うれしかったと思うんですか」

　文をくれた本人に失敗だと言われると、悲しくてまた涙が零こぼれ落ちそうだ。

　慧祥は流れ落ちる前に珠華の濡れた目元を袖口でごしごしと拭いた。

「そなたから文が来るたび、会えないことがこんなにも寂しいことだと気づかされた。そなたの文は、仕事や同僚たちの話ばかりだったからな。不安で仕方がなかったのだ」

「不安？」

　肌をこすられた痛みに顔をしかめながら尋ねると、慧祥は長く細いため息をついて珠華の頰をつつく。

「そなたが私のことなど忘れて、いつ返事を書かなくなるか不安だったのだ。愛の言葉の一つも書いてみようとも思ったが、太極医官として頑がん張ばるそなたに、面倒な男だと思われたくない。そなたに私はもう必要ないのではないかと、何度思ったことか」

　そっけない日記のような文を思い出し、ようやく気づく。

（なんだ、一緒だったんだ……）

　慧祥も同じくらい不安に感じてくれていたことが、胸が苦しいくらいに嬉しい。ひと月分の寂しさの代わりに、熱くて甘い餡あんのような感情で胸が満たされ、はちきれそうだ。

「私も慧祥様から文が届くと、嬉しかったけど不安でした。文を読むたびに、慧祥様の日常に自分がいないことを思い知らされるんです。いつまでも半人前の太極医官では、慧祥様を想うことすらおこがましい気がして……。だから、早く一人前になりたかったんです」

　不安が空回りして、今回のように独ひとりよがりなことをしでかしてしまったのだ。

　収まった涙がこみあげてきたところで、慧祥に鼻をつままれる。驚いて慧祥を見上げると、楽しげに喉のどを転がして笑っていた。

「なんというか、二人とも馬鹿みたいだな。勝手に不安になっていただけではないか」

「そうですね。馬鹿みたいです」

　お互い様だな、と言った慧祥につられて笑いがこみあげてきた。

「これからは、たまには愛の言葉を書いてくださいね。少しくらい書いてくれないと、ちょっとだけ不安です」

「そなたが望むなら、たまになんて言わずに毎回書いてやる。そなたを不安にさせないためなら、毎日百枚書いて苓れい雲うんに届けさせる」

　冗じよう談だんではなく、慧祥の目は怖いほどに本気だ。

「いや、そこまでしなくてもいいですから！　兄上も、君主に恋文を毎日百枚渡されたら、げんなりしますよ」

「そうか？」

「そうですよ！」

　実の兄に毎日分厚い恋文を渡されるなんて、さすがに恥ずかしい。拳を握って全力で止めると、ようやく慧祥は納なつ得とくしてくれた。

　しばしの間、二人で見つめ合っていたが、急に慧祥は珠華の肩に置いていた手を下ろした。

「──では、和解したところで私は王に戻るぞ」

　きりりと、眉をあげた慧祥は急に珠華から二歩離れた。いきなり自みずから空気を変えた慧祥に戸と惑まどうが、どうやらこれが慧祥にとってのけじめらしい。

　どこかずれた行動は相変わらずなようだ。

「珠華、城下に降りて何か学んだことはあったか？」

　慧祥は王の顔で珠華に尋ねる。

　学んだことと聞かれて真っ先に思い出したのは、ある男の嫌悪の視線だ。

「太極医官が思った以上に嫌われていることが分かりました……」

　太極医官は英雄。その絶対的な存在を否定され、悲しいというよりも動揺の方が大きい。

「では、その理由を確かめてみたくはないか？」

「確かめる？」

　刹せつや剣文のことを考え俯いていた顔をあげる。

「そなたは、この国のことを知らなすぎる。もちろん、私もだ。だからこそ、共に学んでみようではないか」

　慧祥は珠華の横を通り過ぎ、扉を開け放つ。手招かれ、近づくと「ついてこい」と言われた。

「私は国王として、そなたは太極医官として知らなければならないことがある。太極医官として認められたいというのなら、太極医官が国民にとってどのような存在なのかもっと知ることだ」

　慧祥は踵きびすを返して執務室から出て行く。その後を、珠華は訳も分からず追いかけた。
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　儀ぎ華か殿でんを出て、長い外そと回かい廊ろうを慧けい祥しようは振り返ることなく進んでいく。

　珠しゆ華かは慧祥の後を追いかけ、幾いくつもの宮や殿でんを通り過ぎた。そうして、王宮の片かた隅すみにある薄うす汚よごれた柱の小さな楼ろう閣かくに入った時、我が慢まんできずに声をかけた。

「どこに行くんですか？」

　尋ねると、慧祥はようやく立ち止まり振り返る。

「丁ちよう剣けん文ぶんという男のところだ」

「ということは──」

　足を止めた珠華は、呼吸を整えながら剣文が苓れい雲うんに連行された場所を思い出す。

「牢ろう屋やだな」

　予想通り、この楼閣の地下牢に剣文は収容されているようだ。

「いわゆる、面めん通とおしというやつだ。師し匠しようは犯人の顔を見た、唯ゆい一いつの被害者だからな」

「うぇっ！　銀ぎん河が様は犯人の顔を知っているんですか？」

「気き絶ぜつする前に、一瞬だけ見たらしい。はっきりとは分からないが、相手は一人の男だったらしい。犯人かどうか、見たら分かるかもしれないと言っていてな」

　相手が一人だったということは、剣文は仲間を使わずに自みずから銀河を襲おそったのだろうか。

「でも、犯人を見たなら初めから教えてくれればよかったのに……」

「師匠のことだ。確証のないことを言いたくなかったのかもしれん。ああ見えて、用心深いところがあるからな。本当は思し慮りよ深ぶかく、愛にあふれた人なのだぞ」

　うんうん、と頷うなずきながら慧祥は言うが正直信じられない。

（ぎ、銀河様が愛にあふれたお方？）

　そういえば、休職していたのは子育てのためだった。今は乳う母ばに任まかせているのだろうが、一応あの人も母親だ。しかも、噂うわさによると三人も子供がいるらしい。それに、夫を利用されると言って激げき怒どしていたのだ。

　勇いさましい姿をしているが慧祥が言うように、意外と母性的な人なのかもしれない。

「……どちらかというと、母はは熊ぐまって感じかな」

「何か言ったか？」

　ぼそりと呟いた言葉を慧祥が拾う。

「な、なんでもありません！」

「そうか？」

　目一杯手を振る珠華に首をかしげるが、慧祥は急に眉を引き上げる。

　真剣な面おも持もちの慧祥と対たい峙じし、珠華も自然と背筋が伸びた。

「珠華、ここから先に行くかはそなたが決めろ」

　慧祥は目の前の扉を開く。その先には、地下へと続く石造りの階段があった。薄暗いこの階段の下に、剣文はいるのだろう。

「そなたは太極術師に憧あこがれて、太極医官になった。だが、この国には太極術師のことをよく思わない者もいる。そなたは、自分の信じるものを否定される勇気はあるか？」

「それが、太極医官として成長するために必要なら、受け入れます」

「よい返事だ。──では、行くぞ」

　壁にかかる灯あかりを手に、慧祥は暗い階段を照らす。冷たい空気と共に上がってきたのは、湿しつ気けとかびの臭においだ。

　不気味な気配にしり込みしている間に、慧祥が階段を下りていく。

「お待ちしておりました」

　後に続いて、固い石階段を鳴らしながら下りると、その先には苓雲が待ち構えていた。

　苓雲は慧祥に拱きよう手しゆし、腰に下げていた鉄製の鍵かぎで扉を開く。扉をくぐると、二人の牢ろう番ばんが待ち構えていた。

「丁剣文のところへ案内してくれ」

「赫かく将軍、お待ちしておりました。しかし、後ろの二人はいったい……」

　牢番の視線が、苓雲の背後にいた慧祥にいぶかしげな視線を送った。

　苓雲は厳しい声で彼らを叱りつける。

「お前たちの目は節ふし穴あなか。薄暗いとはいえ、君主を太極医官と見間違うなど恥はじを知れ」

「君主……？」

　薄暗い中、牢番の二人は目を凝こらして慧祥を見た。ようやく黄色い袍ほうに気づいたらしく、暗がりでも分かるほどに顔色が蒼そう白はくに変わる。

「へ、陛下！　大変失礼いたしました！」

　慌てて叩こう頭とうした牢番を、慧祥は咎とがめるわけでもなく言う。

「丁剣文を連れにきた。奴が本当に犯人か、周しゆう銀河に確かめるのだ」

「でしたら、我々が連れて行きますので」

「いや、私が行く。この件に関して、これからは私がすべての指し揮きをとる」

「ぎょ、御意！」

　膝ひざをついて叩頭しながら、二人の牢番は道をあけた。その間を通り過ぎたところで、苓雲が肩に背負っていた袋を慧祥に渡す。

「慧祥様、頼まれていたお召めし物ものです」

「うむ、すまぬな」

　苓雲が渡したのは、宿に現れた時に慧祥が着ていた白い太極医官の制服だった。慧祥は灯りを壁に戻すと、黄袍を脱ぎ捨て白い衣に袖を通す。

「では、覚かく悟ごはよいな、珠華」

　言われて、迷わず珠華は頷く。

（この先に、その答えがあるんだ……）

　歩きだした慧祥と苓雲の後ろからついていく。等とう間かん隔かくに並んだ扉の向こうが牢なのだろう。その中で、慧祥は一番手前の牢の前で立ち止まると、苓雲が扉の鍵かぎを出した。

「丁剣文、表に出ろ」

　呼びかけた苓雲によって、重い鉄てつ格ごう子しの扉が開く。項垂うなだれていた剣文は顔をあげて立ち上がった。

　慧祥は剣文が牢から出てくると、その腕を後ろ手に縛る。

「そなたには、今からそなたが襲った太極医官に会ってもらう。よいな？」

「……」

　何も答えない剣文を、慧祥は引きずるようにして再び石階段を上り地上に出た。
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　地下牢のある楼閣から出て、向かった先は太医署だ。

　銀ぎん河がの病室の前まで来た珠しゆ華かたちを見て、病室の前にいた太極医官の目が輝いた。

「そなたら、下がってよいぞ」

「た、助かったぁ……」

　国王の前だというのに、太極医官たちは心底安心して病室から逃げ出した。すれ違った太極医官の中には、女の子のようにめそめそ泣いている者もいた。

（い、一体彼らに何があったの？）

　太極医官たちのただならぬ様子に、自然と足が止まった。

　そんな珠華の気も知らずに、慧けい祥しようはずかずかと病室に入っていく。

「──師匠、具合はどうだ？」

「上じよう々じようだよ。仕事もしなくていい上に、衣食住の世話までしてもらってるんだからね。これ以上こんなところにいたら、頭が腐くさって溶とけてきそうだね」

「うむ、元気そうで何よりだ」

　そっと室内をのぞくと、寝しん台だいの傍かたわらに立つ慧祥の陰から上体を起こした銀河が見えた。

「それにしても、女連れで見舞いに来るなんてアンタもずいぶんと大人おとなになったもんだ。──お嬢じようちゃん、隠れてないでさっさと入ってきな」

　扉の陰でじっと様子をうかがっていると、銀河と視線がかち合った。思わず悲鳴をあげそうになり、必死に声をのみ込む。

「銀河様、失礼いたします」

　緊張に足を絡からませながら扉の陰から出て拱手した。

「せ、先日は大変失礼いたしました」

　まずは、初対面で生意気にも取引を持ちかけたことを謝罪する。

「聞いたよ、王宮を抜け出したんだってねぇ。いい根こん性じようしてるじゃないか。昔のアタシみたいだよ」

「そんな、銀河様みたいだなんて恐おそれ多いです」

「そりゃそうだ。冗談だよ。どうやら、真に受けるほど馬鹿じゃないようだね」

「じょ、冗談ですよねー……。あはは」

　ちょっとだけ落ち込んでしまったが、そんなことも気にせずに銀河は急せかすように言う。

「それで、犯人はどこなんだい。捕まえたんだって」

　銀河の視線が、扉の方へ移った。獲え物ものを待ち構えるように鋭い双眸で、扉の先を睨みつけている。どうやら、その陰にいる男の存在に気づいていたようだ。

「命知らずの男の顔を見てやる。早く連れてこい」

　銀河に言われ、慧祥は珠華と目配せをした。

　剣文の身の危険を感じながらも頷き、珠華は苓雲と共に剣文を連れて病室へ入る。

「師匠、この男に見覚えはありますか？」

「どれどれ、よーく顔を見せてみな」

　寝台から下りた銀河が剣文に近づく。

「ひっ！」

　獲え物ものを狙ねらう熊のごとき眼がん光こうに、剣文は短く悲ひ鳴めいをあげた。

　その悲鳴が病室に響く前に、一瞬にして銀河は剣文との間合いを詰める。息をする暇もなく、銀河の手が剣文の首をとらえた。

「銀河様、駄だ目めです！」

　銀河は首元を摑んだまま、巨体の剣文を壁に叩きつけた。

「うぐっ……」

　うめき声をあげた剣文の顔を、銀河はのぞき込んだ。殴り飛ばすのかと思って止めに入ろうとしたが、その前に慧祥に腕を摑まれて止められる。

　震える剣文が恐怖に声を出せずにいると、銀河はようやく言った。

「──こいつじゃない」

「なんだと？」

　慧祥は珠華の腕を放し、剣文と銀河の間に割って入った。

「こいつじゃないと言ったんだ。恐れ多くもアタシを襲ったのは、この男じゃない」

「そんな、でも剣文さんは太極医官を襲ったって言ったんですよ。太極医官が嫌いだから、私を懲こらしめてやろうと思ったって」

「この男が何を言ったかは知らないが、アタシはこの坊ぼうやに会ったこともないね」

　額ひたいを押さえて頭を振る銀河は、嫌味たらしく言う。

「こんな石ころみたいな不チン良ピラにアタシがやられると思うかい？　心外だね、傷ついたよ」

「す、すみません……」

　珠華が背中を丸めて謝ると、銀河は大げさなため息をつく。

「アタシが見たのは、こんな死にかけの野の良ら犬いぬみたいな坊やじゃなくて、銀色の目をした男だよ」

「……そんな特徴があるなら、どうして早く言わなかったのだ」

　先ほどまで、慈じ愛あいに満ちた人だなんて言っていた慧祥も、これには不満をこぼす。

「言ったら、捕まえちまうだろう。アタシとお嬢ちゃんの戦いだったんだよ。敵に塩を送るような真似はしないさ。それに、アタシは何も聞かれなかったよ」

　それに教えちゃつまんないだろ、と言われ、脱力して倒れそうになった。

（慧祥様のうそつき。どこが、愛にあふれた女性なんですか。完全にこの状況を楽しんでいるようにしか思えません……！）

　しかし、はたと思い出して項垂れた顔をあげる。

「ん？　銀色の目をした、男……。その男ってまさか！」

　柳やなぎのごとき秀しゆう麗れいな男──その目は夜空の星とみまがう眩まばゆい銀だった。

「銀河様、その人って手足が長くて綺き麗れいな顔の人じゃなかったですか？」

「顔は分からないが、手足が長かったのは確かだ。間合いの外から常に攻撃してきていたからね。暗くら闇やみから伸びる手足はよく覚えてるよ。あの手に摑まったとたんに、急に気が吸い取られていく感覚がして、気づいたら寝台の上ってわけだ」

「やっぱり、刹せつさんだ！」

「なんだい、お嬢ちゃん。犯人を知っているのかい？」

　驚いたねと言いながらも、銀河はどこか楽しそうだ。

「本当か、珠華。そやつは、この男の知り合いなのか？」

　剣文を横目で見ながら、慧祥は尋ねた。それに、珠華は首を振る。

「いえ、剣文さんの宿に泊まっていたお客さんです。実は、王宮を抜け出した時、剣文さんの仲間に襲われて、その時助けてくれたのが梁りよう刹という人だったんです。手足が長くてすごく綺麗な人で、確かに銀色の目でした」

「──ほほう、綺麗な人か」

　わずかに眉まゆ尻じりを動かした慧祥は、ぐるんと首を回して珠華をじっとりと見つめた。

　勘かんぐるような視線に、珠華は慌てて弁解する。

「べ、別に変な意味じゃないですよ！　それに、慧祥様には負けます。慧祥様の方が綺麗なお顔をしています！」

「どうだかな。無断外泊した上に、見み目め麗うるわしい男と仲良くなれてよかったではないか」

　拗すねたように顔をそらした慧祥に「誤解しないでください」とすがりつく。

「……お嬢ちゃんたち、安い恋愛芝居ならよそでやりな。アタシは浮うわついた若者を見ると、ぶん殴りたくなるんだよ」

　銀河は低めた声で冷ややかに言う。

「ひえっ、申し訳ありません」

　指を鳴らす銀河は冗談ではなく殴りかかってきそうだ。怯おびえて震えていると、慧祥はその肩を抱いて落ち着かせるように問う。

「それで珠華、その男が師匠を襲った男なのか？」

「た、たぶん」

　答えると慧祥は「ふむ」と言って顎あごに手を当て、思案しだす。

「銀色の目など珍しい特徴を持った男など、そうそういるはずもない。そやつである可能性が高いな。しかし、その男が犯人だとして、触れられたとたんに気が吸い取られたというのは気になる。考えたのだが、もしかしたらその男は太極術師かもしれん」

「そんな、太極術師が太極医官を襲ったってことですか？」

　信じられずに珠華はつい不満げな声を出してしまう。

「確証はないが、他人の気を奪うというのは太極術の類かもしれんと思ったのだ」

（だけど、あんなに太極医術を嫌っていた刹さんが、太極術師なんて信じられない）

　太極医術を見ただけで、あれだけ動揺していたのだ。思い出すと、今でも振り払われた手がじわりと痛む。

「でも、刹さんは人を襲うようには見えませんでした」

「人は見かけではない。そのようなことを言っていては、いつまでも半人前のままだぞ」

「ううっ、だけど、本当に悪い人に見えなかったんです」

　上手く説明できないが、剣文から感じたような悪意を刹は持っていなかった。

「悪人かどうかなど、問題ではない。悪人でなくとも、人を傷つけることはある」

　慧祥はどこか遠くを見つめ、悲しげに瞳を揺らす。

　そんな物もの憂うげな慧祥の表情を、銀河は鼻で笑い飛ばした。

「悪人だろうが、善人だろうが、あの男はアタシに手を出したんだ。それなりの報むくいを受けるべきだろう。それに、最高に侮ぶ辱じよくしてくれた犯人を許してなるものか」

　腕組みをしていた銀河は牙きばでもむきそうなほどに歯を嚙みしめる。

「この周しゆう銀河を相手に、手を抜きやがった。あの男、アタシが女だと思って本気で戦わなかったんだ。だからこそ、油断してアタシに顔を見られちまったんだよ」

「銀河様相手に手を抜くなんて、命知らずな人がいるものですね……」

　銀河を伝説の太極術師だと知らないとはいえ、考えただけでも恐ろしい。

「ふざけたことをして、今度会ったらただじゃおかないよ」

　憤ふん慨がいする銀河は、犯人を見つけたとたんに取って食いそうな勢いだ。

　刹に会わせた時のことを考えると、恐ろしくてぞっとした。

「では、師匠が珠華のようにこの病室を抜け出す前に犯人を捕まえてこなければな」

　怯える珠華をよそに、慧祥は踵を返す。病室を出て行く慧祥について行こうとすると、銀河に呼び止められた。

「それじゃあ、お嬢ちゃん。まだ事件は解決してないから、約束はお預けだね。せいぜい頑張りな」

　約束──王宮を出る前に交かわした取引は、どうやらまだ有効のようだ。

　考えてみると、すっかり元気な銀河がこうして大人しく病室にいたのは、約束を守ってくれていたためかもしれない。

　太極医官として認められることと、犯人を捕まえることは関係ない。そのことにはもう気づいたが、今は別の理由で犯人を捕まえたい。

　犯人が太極医官を襲った理由を、太極医官として純じゆん粋すいに知りたい。それに、約束が有効ならば太極医官をクビにならないためにも犯人を捕まえなければ。

「銀河様、もう少し待っていてくださいね」

「アタシが痺しびれを切らしてこんな病室を破壊する前に、とっとと犯人を連れてくるんだね」

「もちろんです」

　即答すると、銀河は満足そうに笑う。それに笑い返して、珠華は慧祥たちを追いかけた。
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　病室を出て、しばらく歩いたところで今まで黙っていた剣けん文ぶんが口を開く。

「……もういいだろ、さっさと牢に戻してくれ」

　振り向くと、剣文は俯き立ち止まっていた。背後にいる苓れい雲うんが、無理やり歩かせようとするが、それを慧けい祥しようが手を突き出して止める。

「ほう、牢に戻りたいなどと言う奴やつは初めて見たな」

　慧祥は項垂れた剣文の前に立つ。

「お前らみたいな奴といるくらいなら、牢屋の方がましだ」

　ようやく顔をあげたかと思うと、剣文は唾でも吐きかけそうに言った。

　反抗的な態度に、慧祥は眉まゆをひそめる。先ほどの銀ぎん河がのこともあり、まさかの事態を考えて珠しゆ華かは慧祥の袖を摑んだ。

「け、慧祥様……」

　不安を携たずさえた目を向けると、安心しろというように慧祥はそっと珠華の手を袖から離す。

「苓雲、この者の拘束を解といてやれ」

　慧祥に言われ、苓雲は剣文の手に付けられた枷かせを外はずす。うろたえて目を泳がす剣文に、慧祥は至し極ごく冷静に尋ねる。

「うすうす、そなたは犯人ではないとは思っていたのだが、なぜ、そなたが太極医官を襲ったなどと言ったのか気になってな。あれだけ大それた噓うそをつくには、それなりの理由があったのだろう？」

「噓じゃねぇ。この女を襲ったのは本当だ。──太極医官どもが襲われてるって噂を聞いて、それで俺たちもやってやろうって思ったんだ」

　どうやら噂に便びん乗じようし、珠華たちを襲ったらしい。それでも、剣文の憎にくしみのこもった目には、便乗しただけとは思えない本気の感情が満ちていた。

「どうして、そんなに太極医官を恨むんですか。私たちが何をしたって言うんですか。何かあるのなら言ってください」

　風蓮が言っていた、戦の時の医師不足が理由だろうか。

　珠華が頼むと、急に剣文は頭に血が上ったのか顔を真っ赤に染めて激高する。

「お前らは、俺の親友を殺したじゃないか！」

　宮廷にこだましたのは、弾はじけ飛んだ憎しみの塊かたまりだ。震ふるえる喉のどで無理やり張りあげたせいでざらついた声が、珠華の鼓膜を揺さぶった。

　急に怒りを爆発させた剣文に驚いて、一瞬何が起こったか分からなかった。

「私たちが、貴方あなたの親友を殺した？」

　目を白黒させながらも、ようやく声を振り絞る。どういうことか分からず、動揺して慧祥をうかがい見た。

　慧祥は「うむ」と頷き、剣文に言う。

「そなた、黄燐との戦に参加していたらしいな。その時に、同じ部隊の太極術師──当時の太極武官が、そなたの友を殺したと申すのか？」

「まさか、どうして太極術師が仲間の兵士を殺すんですか！　何かの間違いです」

　きっと誤解に違いないと、珠華は訴える。

「間違いなもんか！　あいつは、同じ隊の太極術師に見殺しにされたんだ。すぐに治療してもらえりゃ、助かったかもしれねぇのに、あいつは──」

　剣文は珠華の胸むな倉ぐらに手を伸ばした。だが、その手を苓雲が摑み、ひねりあげる。

「やめてください、兄上……！」

　珠華は苓雲の腕に触れ、首を振った。妹に懇こん願がんされた苓雲は、眉み間けんに深く皺しわを作りながらも剣文から手を離す。

「すみませんでした。話を続けてもらえますか？」

　痛む腕を押さえる剣文の肩に手を添えると、剣文は重い口を開いた。

「あの戦で摑んだ勝利は、俺のこともあいつのことも見捨てて勝ち取ったものじゃないか。太極術師に何が守れるっていうんだ。何が英雄だ、何がこの国を守るだ……」

　抑おさえきれない怒りが、剣文の喉を震わせた。俯いたその顔は悲しみに染まり、大きな目はこらえきれない涙で濡ぬれている。

「北部の大たい河がに向かう途中、俺のいた隊は黄燐軍に襲われた。多くの兵士が亡くなり、俺の親友が負ふ傷しようしたんだ。あいつはひどい出血で、治療してやってくれって頼んだのに、あの太極武官は、貴重な力をそんな男のために使えないと言ったんだ。そんなに友が大切ならお前が共にいればいいと、あいつらは俺と動けないあいつを置き去りにした」

　剣文が語りだしたのは、華弓の勝利に隠れた悲しい真実だった。

「俺はあいつを背負って道を引き返した。戦せん袍ぽうを脱いで荷物も捨てて、雨の降る中をあいつを担かついで必死に運んだ」

　できるだけ身軽な格好になったということだろうが、その分、危険も高まる。そこまでして、剣文は友を助けたかったのだろう。

「……背負ったあいつが、雨に体温を奪われていくのが分かった。冷たくなるたびに、段々と重くなるんだ。まるで、体から魂たましいが抜けて、綿の詰まった人形になっていくみたいにな」

　話しながら剣文は背中を丸めていく。まるで背中にその友がいるようで、肩に触れた手から冷たい体温が伝わってきた。

「足の皮がむけて血が滲にじんでも、視界が白しらんでも、俺は気力だけであいつを背負って歩き続けた。だが、ようやく小さな集落に辿たどり着いた時には、あいつは死んでたんだ」

　死──という言葉に、珠華は息をのむ。

「あいつが、雨に打たれながら、どんなに辛い思いをしたか、お前らに分かるか？　何度も、自分を捨ててくれと俺に頼んだあいつの気持ちが、分かるか！」

「剣文さん……」

　唇を嚙みしめ、剣文は拳を珠華にぶつけないように膝の上で握りしめている。

（これが、慧祥様が言っていたことだったんだ。太極術師は国民にとっては英雄なんかじゃない）

　痛々しい姿に、当時の太極術師への怒りさえわいてきた。

　今まで信じていたものが崩れたことへの悲しみよりも、現実から目をそらしてきたことへの怒りが心を占領していた。

（同じだ。あの時、宿で私が襲われているのに見て見ぬふりをして笑っていた人と変わらない）

　当時、どれだけの人が太極医術を受けられずに亡くなったのだろう。英雄扱いされていた太極術師の中には、普通の兵士を見下している者が少なからずいたということか。自分たちは英雄だというおごりが、どれだけの人を苦しめたのか。考えるだけでも嫌になる。

　少し調べれば分かったはずだが、無意識に今まで英雄譚たんばかりに耳を傾けていた。

　宿の客たちと同じように、自分の信じる正義のために見えないふりをしていたのだ。

「──その手、見せてください」

　こらえた怒りをつぶすように握りしめた剣文の手から、血が滴したたっている。

　項垂れる剣文になんと言っていいか分からず、珠華は傷ついた手に触れようとした。

「やめろ、触るな！　太極術師の治療なんて受けたら、あいつに顔向けできねぇ」

　珠華の手を剣文は叩き落とす。

　その衝しよう撃げきでひねりあげられていた腕が痛んだらしく、関節を押さえて体を丸めた。黙って痛みを耐える剣文に、珠華はもう一度触れようとは思わなかった。

「すみません。私、何も知らなかったから」

　零れ落ちた謝罪は言い訳じみていた。そんな珠華に、剣文は軽けい蔑べつの眼まな差ざしを向ける。

「何も知らなかっただと？　自分が何者か知らないまま、働いてたっていうのかよ。知らなかったの一言で、あいつは忘れられていくのかよ！　いくら太極武官がいなくなっても、あいつが死んだことまで忘れられてたまるか……！」

　珠華を見上げた剣文の目は、かすかに赤い。

「あいつは俺の背中で死ぬような奴じゃないんだ。本当なら、今頃嫁よめを貰もらって、子供もいて──。人並みの幸せを摑んでるはずだった。それを、お前たちが奪ったんだ。……なあ、頼むよ。俺の怪我を治せるなら、あいつを生き返らせてみせてくれよ！」

　消しきれない過去の痛みが、胸を深くえぐるようだった。

　だが、すがりつく剣文にかける言葉が見つからない。何を言っても薄っぺらくて、きっとうわべだけの慰なぐさめしか出てこない。それに、今まで正義だと思っていた太極術師が、仲間を見捨てたなんてやはり信じたくなかった。

（そうか、太極医官がいなかったからだ）

　もしかしたら、剣文の隊にいた太極術師は、太極武術しか使えなかったのかもしれない。

　太極医術が使えないだけではなく、医官自体が不足していたのだ。怪我人を十分に治療できなかった隊も多かったはずだ。

　戦に出ていた慧祥の兄も、不足した医官の代わりに太極医術で治療するために激戦地へ入り、命を落とした。

　だからこそ、慧祥は医術の発展を国策として進めようとしているのだ。

　自分の置かれた立場の重要性に気づかされ、珠華は足がすくんでしまう。どうしていいのか分からず剣文を見つめていると、今まで黙って聞いていた慧祥がおもむろに口を開く。

「……そなたのやったことは、亡くなった友のためではない。自分の憂うさを晴らすためのことだろう」

「なんだと？」

　珠華から手を離した剣文が、慧祥を睨みつける。

「太極医官に仕返しをしても、亡くなった者は帰ってこない。ただの憂さ晴らしに、亡くなった友を巻き込むな」

「け、慧祥様、なんてことを言うんですか！」

　冷たい言葉を投げかける慧祥の口を、慌ててふさごうとした。

　しかし、伸ばした手はいとも簡単に摑まれる。

「同情をするな。こやつはくだらない逆さか恨うらみで、そなたや慈じ恩おんを傷つけようとしたのだぞ」

「くだらないだと！」

　とうとう立ち上がり、剣文は慧祥に詰め寄った。

　だが、怒りに震える剣文を慧祥は表情を変えずに見み据すえるだけだ。

「くだらないことをくだらないと言って何が悪い。そなたの友が亡くなったのは、太極医官がいなかったからだ。それなのに、ようやくこの国に戻った太極医官を攻撃するのはお門かど違ちがいにも程ほどがある。そのようなことを、そなたの友が願っていると、本当に思うのか。そなたの友は、太極医官を恨むほどに小さな男だったのか」

　責め立てるような慧祥の言葉に、剣文の唇がわなわなと震える。

「俺は、俺は……」

「そなたは、戦友を利用して他者を傷つけようとしたのだ。その友とやらは死んでもなお、そなたのせいで罪つみを背負わされるところだったのだぞ」

　剣文はハッと顔をあげた。戸惑いに満ちた表情には、動揺と少しの後こう悔かいが隠れている。

　慧祥はその顔を見て、厳しい表情を和やわらげ微笑ほほえんだ。

「私たちは、刹せつという男を捜している。協力してはくれないか？」

　最後の一押しに、しばし沈ちん黙もくした剣文は床ゆかを見つめたまま頷いた。
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　剣けん文ぶんに協力を要よう請せいした翌日、慧けい祥しようと珠しゆ華かは剣文を引き連れて彼の実家である宿を再び訪れていた。

「剣文！　よかった、帰ってきたんだね」

「母さん……」

　早朝の忙しい時だというのに、真っ先に駆け出してきた女将おかみが、剣文を抱きしめた。よかった、よかった、と泣き崩くずれる姿は母親そのもので、少し羨うらやましい。

（私の母上も、こんな感じだったのかな？）

　頰を伝う涙には無む償しようの愛があふれていた。大柄な剣文もこうして母親に抱きしめられていると、小さな子供と変わりない。

　見たこともない母を思っていると、ようやく女将がこちらに気づく。

「あんたたち、剣文が面倒をかけたね。この通りだよ、許しておくれ」

「やめてください、女将さん。せっかく治った膝が、また悪くなっちゃいますよ」

　地面に膝をついて頭を下げようとする女将をなんとか立ち上がらせると、慧祥が剣文の隣に並んだ。

「──女将、貴女あなたの息子は捜査対象である襲撃犯ではなかった。慈じ恩おんと珠華を襲わせようとしたのは事実だが、未み遂すいに終わっているからな。これから真犯人を捕まえる手助けをすれば、今回のことは罪に問わない」

「本当かい？」

　慧祥の言葉が信じられないのか、女将は懇こん願がんの眼差しを珠華に向けた。その目は三日三晩泣いていたのか、赤く腫れて今も涙が滲んでいる。

「本当ですよ、女将さん。だから、泣かないでください」

　女将の頰に伝う涙を拭き、そっと抱きしめた。女将は「ありがとう」と言い、珠華の背中に腕を回す。

「こんな馬鹿息子だけど、許してやっておくれ。償つぐないなら、あたしがいくらでもするからさ」

　女将は珠華から離れると、鼻をすすりながら目め頭がしらを拭う。

「いいから、母さんは黙っててくれ。これは俺の問題だ」

　ついさっきまで母親に抱きしめられていた剣文が、煩わずらわしそうに言った。その頭を女将が軽くはたく。

「人様に迷惑をかけておいて、生なま意い気き言ってるんじゃないよ。いいかい、お嬢ちゃんたちにちゃんと協力するんだよ。でないと、あの子が悲しむよ」

　あの子とは、きっと戦で亡くなったという剣文の友人だろう。

「あんたが傷ついたことは、あたしが一番よく知ってる。けど、あの子が亡くなったのは、この子たちのせいじゃない。ましてや、あんたのせいでもない。恨むなら、六年間もあんたの心の傷を放っておいたあたしを恨んどくれ」

「母さん……」

　女将に両手を握りしめられ、剣文の目にはうっすらと涙が浮かんでいた。

「いいね、これ以上、人様も自分も傷つけるようなことはするんじゃないよ。あんたには幸せになる権利があるんだ。誰もあの子が亡くなったことを、あんたのせいだなんて思っちゃいないんだよ」

　分かったね、と剣文に言い聞かせた女将は、珠華と慧祥にお辞じ儀ぎをすると仕事に戻って行った。

（女将さんはずっと、傷ついた剣文さんを見守っていたんだ）

　女将は六年の間、息子にどう接すればいいのか悩んでいたのだろう。心に深い傷を負いながらも、太極術師を恨むことでその傷を隠していた息子。恨みを取り除けば、友の死に対して罪悪感を持っていた剣文が、押しつぶされてしまう。そう思ったのかもしれない。

「──それで、何が知りたいんだよ」

　気まずそうに頭を搔かきながら、剣文は慧祥に聞く。母親とのやり取りに気恥ずかしさを感じているようだ。

　その思いをくみ取ったのか、慧祥は顔色一つ変えずに尋ねた。

「刹せつという男が泊まっていた室へやはどこだ？」

「二階の奥だよ」

　ぶっきらぼうに剣文は階段を指さす。

「そやつはいつからこの宿にいたのだ？」

「はっきりとは覚えてねぇが、ひと月くらいはいたな」

　そういえば、宿代もひと月分だった。それに、いまだに支払いを済ませていないことを珠華は思い出した。

「その間、何か不ふ審しんなところはなかったか？」

「不審なところ？　昼頃にふらっと宿を出て、明け方帰ってきてたな。花か街がいにでも行っているんだと思って、宿代を払えるのか心配してたんだよ。そしたら、案あんの定じよう飛びやがった」

　舌打ちをした剣文は、刹のことをよく思っていなかったようだ。宿を手伝ってもいなかったが、一応この宿に愛着はあるらしい。

「ふむ……。宿を出て太極医官を探してたのかもしれんな」

　慧祥は顎あごに手をやり、二階へ続く階段へ目を向ける。

「そういやぁ、そっちの女を連れ帰った時は、珍めずらしく朝から起きて出かけてたんだよ。前日、妙みように嬉しそうだったからよ、母さんが何かいいことがあったのかって聞いたら、探しものの手がかりを見つけたって言ってたな」

「手がかり？」

　なんのことか分からず、小首をかしげた。

「目的は太極医官ではなかったんですかね？」

「そやつが鳳ほう安あんで何かを探していたとすると、その鍵かぎが太極医官だったのだろう。探しものの手がかりを追って宮廷へ近づいたところに、珠華が落ちてきたというのはどうだ。もしかすると、太極医官の中に刹とやらの探しものを持っている者がいるのかもしれん」

　慧祥が仮説を立てるが、さらに疑問がわいてくる。

「それなら、目的の太極医官じゃなかったから私を襲わなかったのでしょうか？」

　疑問を口にすると、慧祥は「ふむ」と再び考え込んだ。眉間に深いしわを寄せ、宿を見回しながら歩きだす。

　しばらくたつと、ふと立ち止まり珠華へ視線を向けた。急に鋭するどいまなざしを向けられ、どきりと肩が跳ねる。

「……逆に、目的の太極医官とやらが珠華だったとしたらどうだ？」

「私が、ですか!?」

　人差し指で顔を指した珠華に、慧祥は「うむ」と頷く。

「そなたが目的だとしたら、そなたを傷つけては目的を果たせなくなるのかもしれん。珠華が必要なら、そやつはまだ鳳ほう安あんにいるはずだ」

　刹がまだ鳳安にいる可能性が高いと言われ、安あん堵どする一方でどうにも腑ふに落ちない。

　数少ない女性太極医官が目的だとしたら、銀ぎん河がでもよかったはずだ。となると、目的はもっと別のものだ。それに、手がかりだとしたらどうしてあの時、何も言わなかったのだろう。

　考えても、自分に特別な何かがあるとは思えず、珠華はねじれるほど首をよじる。

「珠華よ。そのように首を酷こく使しすると、首が落ちるぞ」

「うーん、でもなんだかよく分からなくて首が曲がっちゃうんです」

「何かほかに、刹とやらの手がかりになりそうなものはないのか？　宿に忘れていったものなどはないのか？」

「宿を出て行く時かなり動揺していたので、あるかもしれないですね。剣文さん、刹さんの泊まっていた室に何か残っていませんでしたか？」

　首を起こして剣文に聞く。

　剣文はしばらく考え、何か思い当たることがあったのか踵を返す。

「お前ら、ここで待ってろ」

　そう言うと、剣文は二階にあがっていった。

　しばらくして下りてくると、手に何かを持っているようだ。

「──これを見ろ」

　剣文が持っていたのは、綺麗に折りたたまれた懐かい紙しだ。それを開くと出てきたのは、油紙に挟まれた白い花だった。

「押し花？」

　押しつぶされて水分の抜けた花が油紙の間に貼りつけられている。どうやらこれは芍しやく薬やくの押し花のようだ。

「あの銀色の目をした男が宿を出て行った日に落としたんだよ。母さんにあげようかと思って、持っていたんだが……。こんなもの、なんの手がかりにもならないかもしれないが」

「いえ、ありがとうございます。もしかしたら、この押し花を探しに宿へ戻ってくるかもしれませんし」

　頭を深々と下げると剣文は顔をしかめる。

「謝罪はいらねぇ。俺は協力することにしただけだ」

　剣文は押し花を珠華に押しつけるように渡した。

　そんな剣文に、慧祥は満足そうに言う。

「私からも、協力感謝する」

「なんであんたはそんなに偉えらそうなんだ」

「うむ、そなたよりは少し偉いと思うのだが、まあいい」

　苦虫を嚙んだように顔をしかめる剣文に、ふと考えた。

（そういえば、剣文さんって慧祥様がこの国の王様だって気づいてないのかな？）

　思い返してみると、慧祥は剣文の前では常に太極医官の格好をしていた。剣文は慧祥のことを、太極医官の《お偉いさん》とでも思っているのかもしれない。

　当人が太極医官のふりをしているのだから、少しの無ぶ礼れいは目をつぶろう。

　今までの剣文の態度を水に流していると、慧祥に問いかけられる。

「珠華、刹という男は何か言っていたか？」

「うーん。一緒にいたのは、慈恩の治療をする間くらいで、ほんの少しだけだったので、これといって変わった話はしてないですよ。……名前と、鳳安に来た目的ぐらいですかね。育ててもらった恩人に会うために旅をしているって言っていました。その人の恋人から預かった大事なものを渡すんだって」

「大事なものを渡すためか──ふむ」

　難しい顔をして、慧祥はまた一人で考え込み始めた。

（刹さんのあの言葉が、噓だなんて思えないんだよね）

　銀色の双眸は、隠しきれない憂ゆう愁しゆうで揺らいでいた。大切な人と引き離された悲しみが、彼を儚はかなげに見せていたに違いない。

　あの話が真実ならば、彼が太極医官を襲っていたその理由はなんだろう。

（そういえば、太極医術を見てすごく動揺してたんだ）

　ならば、剣文と同じように太極術師を恨んでいたのだろうか。もしかすると、大切な人と引き離されたのが、太極術師のせいだったのかもしれない。

「だけど、刹さんの大切なものがこの押し花だとは思えないですよね」

　なんの変へん哲てつもない押し花を見つめる珠華に、考え込んでいた慧祥が顔をあげて言う。

「それは分からんぞ。大切に思うものは人それぞれだからな。他人にはがらくたのように見えても、本人にとっては大事なものだということはいくらでもある」

　もし、大事なものを忘れて出て行ったとしたら、よほど動揺していたに違いない。

（やっぱり、太極術師を恨んでるのかな……。あれだけ太極医術を嫌ってたんだもんね）

　信じたい心と疑う心がぶつかり、頭が痛くなってきた。

　鬱うつ屈くつした気持ちを振り払うために、宿の外へ出る。空を見上げると、分ぶ厚あつい雲が鳳安を覆おおっていた。

　心が晴れないままぼんやりと空を眺ながめていると、宿から出てきた客人が、同じように空を見上げた。

「──おや、また一雨来そうだな」

「大丈夫かねぇ、せっかく赫かく丹たん州しゆうから来たってのに、祭りが中止になんてなったら、たまったもんじゃないよ」

「六年ぶりの祭りだってぇのに、もしかしたら朱雀すざくが怒っているのかねぇ。夏風山に現れなかったとはいえ六年間も祭りをしなかった人間に、意地悪してんのかもな」

　二人の男は冗談交まじりに笑いながら、宿を出て行った。

（そうだ、祭りって今日だったんだ）

　やっと雨があがり、鳳安には祭りの空気が漂い始めていた。

　人通りも戻り始め、通りの軒のき下したには長く連つらなる提ちよう灯ちんが並んでいる。

　路地には極ごく彩さい色しきの派は手でな衣をまとった旅芸人や物売りの声が行き交い、竜りゆう笛てきの音に合わせて朱雀の張りぼてが道を駆け抜ける。

　踊おどる朱雀に合わせて鳴る雷かみなりのごとき銅ど鑼らの音は、獣けものの咆ほう哮こうにも聞こえた。

「本当に朱雀か蜃しんが怒っているのかも」

　珠華が飛び去る深しん紅くの朱雀の長い尾をぼんやりと眺めていると、背後から声がした。

「……あれ、珠華さん？」

　振り向くと、銀色の瞳と視線が交わった。目を瞬まばたかせ、ぽかんと口を開いていても損そこなわれない美び貌ぼうは忘れるわけがない。

「せ、刹さん！」

　思わず呼びかけると、宿を出て行った時が噓のように刹は優しげな目元を細めて微笑んだ。

「宿代を払うのをうっかり忘れていまして。あ、もしかして、珠華さんにそのことでご迷惑をおかけしましたか？」

　まったく動揺したそぶりはなく、初めて会った時と同じ柔やわらかな物腰だ。出会った時と変わらない刹に戸惑いを覚えながら、なんとか気持ちを落ち着かせる。

「……ええと、大丈夫、ですよ。女将さんが支払いを待ってくれたので」

　太極医官を襲った犯人かもしれない。そう思うと、平静を保たもとうとしても不自然な笑いしか出てこない。

（どうしよう……。どうやって、刹さんが犯人だと確かめたらいいんだろう）

　汗の滲んだ手を握りしめながら顔に笑顔を貼りつけた珠華に、刹は眉を下げる。

「すみません、すぐに支払いを済ませますので。女将さんと話をつけてくれて、ありがとうございます」

　こちらの心配をよそに、刹は本当に申し訳なさそうに何度も頭を下げた。

　その姿は好青年そのもので、太極医官たちを襲った犯人には到とう底てい見えない。自分という太極医官が目の前にいても襲う気配のない刹に、本当に犯人なのか分からなくなってきた。

「──そうだ、宿を出る時に僕の荷物で何か残っている物がありませんでしたか？　実は、とても大切なものを忘れてしまって」

　宿をうかがいながら、焦りを帯びた様子で刹は聞く。

（きたっ……！）

「忘れ物って、これのことですか？」

　慌てて差し出したのは、先ほど剣文に貰もらった芍薬の押し花だ。

　それを見た刹は、心底安心したのか胸を押さえて大きく息を吐いた。

「……よかった、珠華さんが見つけてくださったのですね」

「いえ、この宿の息子さんが保管してくれていたんですよ」

「そうですか。本当によかった」

　押し花を受け取り、刹は懐紙に丁てい寧ねいに挟んで懐ふところへ納めた。壊れ物を扱うような手つきに、慧祥の言う通りそれが大切なものだと分かる。

「その押し花が、捜している女性に渡したいものなんですね」

「え？　よく分かりましたね」

「それだけ愛いとおしそうに見ていたら分かります」

　そう言うと、刹は恥ずかしそうに頰ほおを搔かきながら苦笑した。

「彼女の恋人にこの芍薬を渡してほしいって頼まれたんですけど、長旅になるのは分かっていたので、押し花にしたんです」

「そうだったんですか」

　慧祥の言う通り、ただの押し花でも刹にとっては特別なものだったようだ。心底安心しきった顔で笑う刹を見ていると、疑っていることが心苦しくなる。

「──やはり今日、戻ってきてよかった」

　押し花を衣の上から触れながら刹は言った。

「貴女にもう一度会いたかったんです」

　相変わらず柔らかく優しげに微笑む刹は、珠華の手を取る。その手を振り払わずに、珠華は刹の目をのぞき込んだ。

「こうして貴女に再び巡めぐり合えて、本当によかった」

　銀色の目には一点の曇くもりもない。

　だが、それが逆に不安を駆り立てた。銀色の目をした手足の長い青年──犯人の特徴と一いつ致ちした青年が、目の前にいるのだ。

　ここで刹を見み逃のがすわけにはいかない。思いきって覚悟を決めると、珠華は空から唾つばを飲んで聞いた。

「……刹さん、私のことは襲わないんですか？」

「襲うって、何を言うんですか。そんなこと、どうして僕がするんです？」

「決まってるじゃないですか、私が太極医官だからです」

　とうとう口にしてしまった。刹の反応が怖くて、早はや鐘がねのように鼓動が胸を打ちつける。

　刹の顔をうかがうと、表情をなくした刹は繫つないだ珠華の手に視線を落とした。

「──もしかして、全部知っているのですか？」

　冷たい手を振りほどけずにいる珠華に、刹が薄暗い声で言う。

「あっ、貴方が、太極医官を襲った犯人だってことなら、知っています」

　精一杯の毅き然ぜんとした態度で答えると、刹は重いため息をついた。曇り空の下では俯いた刹の顔は見えづらく、表情が読み取れない。

「そうですか……」

　俯いたまま刹が呟つぶやいた時、宿から人が出てきた。首を動かし、助けを求めるように視線をやると、慧祥と目がかち合った。とたんに、緊張の糸が途切れて息が漏れる。

「慧祥様……」

　いつまでも宿へ戻ってこない珠華を探しに来たのだろう。

　無意識に名を呼ぶと、慧祥は珠華と手を繫ぐ男の顔を見て大きく目を見開く。即座に二人の間に入り込み、珠華の手から刹を引き離した。

「刹、といったか。そなたを太極医官襲撃犯の容疑で王宮まで連行する」

　慧祥は珠華を守るように刹と対峙し、腰に下げた剣へ手をかける。

「嫌だと言ったら？」

「力づくでも、そなたを捕まえる」

　剣の柄つかを握った慧祥は、鈍にぶく光る刃をわずかに見せた。

　脅おどしだと分かっていても、刹が斬きられるところなんてみたくない。大人しくついてきてくれるように懇こん願がんの眼差しを刹に向けると、刹は目を細めて微笑んだ。

　場にそぐわない表情は不気味で、思わず慧祥の衣を摑んでしまう。

「──どうやら、そろそろ終わりにしないといけないみたいですね」

　刹の視線が、慧祥を越えて珠華に向いた。珠華は恐怖を感じながらも、刹を信じたい一心で、銀色の双眸を見つめ返す。

「ええ、もう逃げられませんよ。それに、これ以上太極医官を襲わせるわけにはいきません。私たちと一緒に、王宮まで来てもらいます」

（お願い、諦あきらめて捕まってください……）

　そう強く願うが、刹は珠華を裏切るように首を横に振った。

「すみませんが、まだ捕まるわけにはいきません」

　その一言に、わずかな希望が打ち砕くだかれる。

「どうしてですか！　太極医術を嫌っているからといって、貴方は人を襲うような人じゃないじゃないですか。現に私には優しくしてくれました。あの優しさは偽りなんかじゃなかったはずです」

　このままだと、手荒な真ま似ねをしてでも刹を連行しなくてはならない。

　駆け寄りそうになる珠華を、慧祥は肩を押しやり止めた。

「貴女が太極医官だと知った時、本当はそのまま攫さらってしまおうと思いました」

「でも、刹さんは私に何もしなかったじゃないですか」

「そうですね。貴女が治療をするところを見て、育ての親のことを思い出したんです。だから、無む理り強じいはしたくなかった」

「その人も太極医術で治療を？」

　離れ離れになったという女性に似ていると言われ、眉をひそめる。

「彼女も優秀な太極術師でしたから。貴女に似て、慈じ愛あいに満ちた顔でいつも治療をしていました。僕は患かん者じやを治療する彼女の横顔が大好きでした」

　銀色の瞳に珠華の顔が映り込む。その目は、ここにはいない女性を映していた。愛おしむような、激しい後悔に囚とらわれたような悲しい目だ。

「だから、貴女を襲う以外に、他に手立てはないのかと考えました」

「それなら……！」

　やはりこの人は心の底からの悪人ではない。人を愛することのできる瞳を見て、そう確信した。

　慧祥の腕を振りきり、刹を説得しようと手を伸ばす。しかし、刹は珠華を拒きよ絶ぜつするようにその手を避けて後ずさった。

「けど、どうやら蜃しんがそれを許してくれないみたいなんです」

　俯いていた刹はようやく顔をあげると、追い詰められた目をしながら右腕を空にかざした。すると、捲めくれた衣から腕に巻いた包帯が露あらわになった。

　腕全体を隠す包帯に刹の手がかかり、解ほどかれる。見ると、右腕には手の甲こうから肘ひじにかけて黒こく龍りゆうの刺いれ青ずみが広がっていた。

　禍まが々まがしいそれに気を取られている間に、辺あたりが急に暗くなる。

「なに？」

　空を見上げると、頰に水すい滴てきが落ちてきた。立ち込めた厚い雲からぽつぽつと降りだした雨は、次第に強くなる。

　刹は空に目を向けた。

　瞬間、雨粒を舞い上げながら強風が路地を吹き抜けた。軒のき下したの提灯が吹き飛び、人々は突然起こった風に驚き声をあげる。宿の前にある水みず瓶がめが吹き飛ばされ、向かいの壁に当たり割れる音がした。

　あまりの強風に吹き飛ばされそうになる珠華を、慧祥が抱きしめて体勢を落とす。

　風が収まり慧祥の胸から離れると、そこにいたのは黒く巨大な生物だった。馬車が三台並んで通れるほどの道をふさぎ、家か屋おくの壁を巨きよ軀くで押し倒しそうだ。

　黒い楼閣を思わせるほど高い胴体に、蛇へびと蜥蜴とかげを掛け合わせたような頭。怪しく光る濡れた黒い鱗うろこ。大人が五人集まっても腕を回しきれないほど太い胴どうからは、黒い霧きりのようなものが漏れ出し巨体を覆っていた。

「なんですか、これは！」

　黒い霧に覆われた龍は、顔を確認するのも難しいほど巨大で足がすくんだ。

「貴女も知っているはずですよ。大河に住む蜃です。僕の腕に封じていましたが、貴女を見逃そうとした僕を怒って、出てきてしまいました」

　刹は黒々と光る鱗に触れて言う。化ばけ物ものに触っているというのに、その表情も声音もあまりに冷静で、それがいっそう不気味に思えた。

「これが、本物の蜃？」

「そのようだな。あの男、腕に大河の蜃がとり憑ついていたようだ」

　慧祥が指さしたのは、刹の腕だ。見ると先ほどまで刹の腕にあった黒い刺青が、綺麗に消えていた。

　ふと宿屋で聞いた刹の話を思い出し、はっとする。

「……そういえば、刹さんはあの腕を、大河に落ちた時に怪我したんだって言っていました」

「では、その時にとり憑いたのかもしれないな。蜃は梅つ雨ゆをもたらす妖あやかし。ここ最近、頻ひん繁ぱんに雨が降っていたが、あの男が蜃の力を使うたびにこうして降っていたのだろう」

（それじゃあ、蜃は刹さんの共犯者？）

　大河の蜃にとり憑かれ、刹は鳳安まで来たのだろうか。もしかすると、蜃が刹を利用しているのかもしれない。なんにせよ、このまま蜃を放っておくわけにはいかない。そう思ったのは、珠華だけではなかったようだ。

　慧祥は抜ばつ刀とうすると、切っ先を蜃に向ける。

「朱雀の次は、大河の妖と戦うことになるとはな。──珠華、下がっていろ」

「しかし、慧祥様一人を戦わせるわけにはいきません」

「案ずるな。私は修しゆ羅らと呼ばれた男だぞ。好いた女の前でくらい格好をつけさせろ」

　そう言って慧祥は蜃に斬りかかった。蜃は頭を下げ、慧祥を飲み込もうと口を開く。真っ赤な舌がのぞき、連なる槍やりのような牙きばが慧祥を襲った。

　慧祥は地面を蹴けり上げ、蜃の頭上を飛び越えると、宙ちゆうで回転し、落下しながら切っ先を構えて胴に突き立てた。しかし、鈍い音をさせて固い鱗に刃が弾かれる。

　蜃は頭をもたげたかと思うと、背中にいる慧祥めがけて牙をむく。鱗の流れに沿って慧祥は体を滑すべり、襲いくる牙をよけた。だがそのせいで、振り上げられた尾への反応が遅れる。

　気づいた時には、慧祥は長い尾に吹き飛ばされていた。

「慧祥様！　刹さん、慧祥様が……！」

　民家に体をぶつけて倒れ込んだ慧祥に、駆け寄ろうとした。だが、刹は珠華の腕を摑んでそれを止める。

「駄目ですよ、貴女はこっちです」

「放してください！」

　刹の手を強引に振りほどき、珠華は駆け出す。その直後、腰を何かに締しめつけられ、次の瞬間には体が宙に浮いていた。

「うわっ！　何するんですか！」

　視線を下げると、胴から足にかけて蜃の尾が巻きついていた。必死にもがいて抜け出そうとするが、その間に蜃が上空へ飛びあがる。

「──すみません。少しだけ、付き合ってもらえますか？」

　頭上から声がした。顔をあげると、長い尾を伝った先、蜃の背中に刹が乗っていた。

　刹は遠くにある山に視線を向ける。

　蜃は銅鑼のような咆ほう哮こうを響かせると、夏風山に向かって飛び始めた。
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　天高く飛ぶ蜃しんが、鳳ほう安あんに影を落とす。

　雨が降りしきる中、何事かと空を見上げた人々が通りに集まりだしていた。しかし、珠しゆ華かにはその光景を確認する余裕などない。

「うわああ、落ちたら死んじゃうよ！」

　刹せつによって、蜃の尾から助け出してもらった珠華は、蜃の首元に座っていた。その背後にいるのは、暴れる珠華を支ささえた刹だ。

　雲に届きそうなほどの高さに、腹の底がヒヤリとした。

　刹に抱かかえられていなければ、すぐに地面に叩たたきつけられて頭がかち割られているところだ。

「暴れないでください。本当に落ちてしまいますよ」

「やだやだ、落ちたくない！　死ぬなら別の死に方がいいです」

　とにかく、頭がぱっくり割れない方法でお願いしたい。頭が混乱したせいで、縁えん起ぎの悪いことばかりが脳のう裏りに浮かぶ。

「わ、私、高こう所しよ恐きよう怖ふ症しようだったみたいです」

「では、下を見ないでください。さあ、ゆっくり深呼吸して」

　事の元げん凶きようであるはずの刹は珠華をなだめながら、背中を撫なでた。

　珠華は言われた通りに大きく深呼吸をした。ふー、と息を吐はくとようやく落ち着いてくる。

「あの、刹さん！　蜃はどこに向かっているんですか？」

　地上を見ないようにしながら、今の状況を把は握あくしようと刹に聞いた。

「夏か風ふう山ざんです。朱雀すざくに会いに行くんだと思います」

「思いますって……、蜃を召しよう喚かんしたのは刹さんじゃないんですか」

　どこか刹は他人事で不安がよぎった。

「僕が蜃を操っているわけではないので。蜃は僕に朱雀の力を使うすべ──太たい極きよく秘ひ儀ぎの存在を教えてくれただけです。その代わりに、僕は蜃が大河たいがを出る手助けをし、望むものを渡すと約束しました」

「大河で溺おぼれた時に蜃にとり憑つかれたんですか？」

「とり憑かれたわけではなく、僕が望んだことです。望んで、蜃と契約を交かわしました」

　刹も慧けい祥しようの父である先代王と朱雀のように、蜃と取引をしたということだろうか。

「何を約束したのですか？」

「秘儀を使えたあかつきには、人の気を蜃に渡すと約束しました。朱雀の力を授さずかった人間たちの気を、蜃は欲していたのです」

　それを聞いて、刹が本当に太極医官を襲おそったのだと確信する。

「太極医官を襲ったのは、本当に刹さんなんですね」

「信じられませんか？　ここまでされているのに、優しい方ですね。疑うことを知らないと、いつか誰だれかを傷つけてしまいますよ」

　馬ば鹿かにするわけではなく、心の底から案じている声で言われ戸と惑まどいを覚える。

　やはり、この人が進んで他人を傷つけたとはどうしても思えない。それでも、刹は淡たん々たんと説明を続けた。

「人間の中でも太極術の使える人間は、朱雀の恩おん恵けいを色いろ濃こく受けています。だから、太極医官たちの気を盗んだのです。今までも、少しずつ人から気を盗んでいましたが、蜃との約束を果たす時が近いので、彼らが倒れるまで気を奪うばってしまいました」

「気を盗む？　刹さんにはそんなことができるのですか？」

　太極術にそんな技わざがあるなんて聞いたことがない。首を目一杯曲げ、背はい後ごにいる刹をうかがう。

「体から気がなくなっていた太極医官を実際に貴女あなたも見たのでしょう？　私の特技は、他人の体から気を吸い取ること。その力を使い、気を盗んだのです」

　慧祥の言っていた通り、太極術の一種なのかもしれない。恐おそらく、太極術でも太極医術に分類される技なのだろう。

　太極医術は他人の気を読み取り、自分の気と混ぜ合わせて使用する。だからこそ、太極術師にとって患かん者じやの気に近づくことが最も重要なのだ。

「この六年間、太極秘儀を求めて華か弓きゆう中を旅してきました。そして、ようやく摑つかんだ手がかりが、太極秘儀は王族に伝わる術だということでした。だったら、王に一番近い太極術師である太極医官が、太極秘儀を使うすべを知っていると思ったのです」

　たまたま鳳安を訪れたというのは、やはり噓うそだったのか。太極秘儀に近づくために、初めから珠華たち太極医官を狙ねらっていたようだ。

「太極秘儀についての情報を集め始めてしばらくたった時、女性太極医官が太極秘儀を習得したと、噂うわさで聞きました。それで、どうにかして王宮に忍しのび込もうと思っていると、貴女が城門から落ちてきて──」

「それじゃあ、あの時から私がその太極医官だと気づいていたんですか？」

「まだ十六の少女だと噂には聞いていましたが、気づいたのは宿で貴女の太極医術を見た時です」

　刹の話に軽く眩暈めまいを覚える。

　太極秘儀について知りたかったなら、初めから自分が標的になればよかった。そうすれば、朱雀の気が必要だったとはいえ何人も襲われることもなく、こんな一大事にもならなかったかもしれない。

　それに、巻き込まれた太極医官たちの治療を放り出した罪悪感が蘇る。

（あの時どうしてあんなに無責任なことをしたんだろ）

　太極医官失格だ。自じ責せきの念に取り込まれそうになっていると、背後から声がした。

「珠華！」

　振り向いた先には、黒く長い蜃の胴に何かが摑まっていた。目を凝こらすと、それは慧祥だった。

　大きく波打った尾は、長すぎて先端が見えないほどだ。そのせいで、慧祥が尾に摑まっていたことに気づかなかった。今までずっと蜃の鱗うろこを頼りに、珠華たちのいる首元まで這はい登ってきていたようだ。

「慧祥様、いつの間に乗り移っていたんですか！」

　雨風にあおられながら必死に鱗に摑まる慧祥の姿に、血の気が引いていく。

「珠華を返せ！　さもなくば、ここから都みやこへ叩き落としてやる」

　風にかき消されながらも懸けん命めいに叫さけぶ慧祥に、刹は冷れい酷こくな視線を向けた。

「申し訳ありませんが、少しお待ちいただいてもよろしいですか？　彼女はすぐに返しますから。その後なら、叩き斬きられようが、落とされようがかまいません」

「なんだと？」

　這い上がっていた慧祥の動きが止まった。その間に、刹は珠華の腰に手を回す。

「太極秘儀は男女の力を合わせて完成すると聞きました。すみませんが、少しだけ手伝ってくれませんか？」

　刹は珠華を引き寄せ、手を握にぎりしめる。刹の手は死人のように冷たく、不安を駆かり立てた。

　しかし、刹を恐れる以上に怒りがこみあげてきた。

「冗じよう談だんはやめてください。太極秘儀は出会って間もない二人ができるような、簡単なものじゃないんですよ」

　どれだけ苦労して、慧祥と太極秘儀を完成させたことか。後こう宮きゆうでの日々を思い出し、安直な言葉に苛いら立だつ。

「それは承知しています。でも、僕は他人の気と自分の気を同調させ、太極医官の気を奪いました。それを応用して、貴女の気と僕の気を同調させ、気を一つにすることができれば、太極秘儀が完成すると思いませんか？　それなら僕の得意分野です」

　刹は珠華の手に指を絡からめるように握りなおす。雨で濡ぬれていることも分からないほどに固く繫つながった手に、刹は自分の気を集め始めた。

　眼がん前ぜんに迫せまった刹の顔から視線をそらすと、蜃の首元まで上がってきた慧祥が見えた。珠華に不ふ穏おんなことをしようとする刹を止めようと、必死に二人の傍そばまで這い上がってこようとしている。

「そなた、朱雀の力を使って何をする気だ！」

「僕にとって一番大切だった女性に会いたい。それだけです。だから、それまで貴方あなたに捕まるわけにはいきません」

　刹が言うと、それに答えたように蜃がうねる尾を持ち上げ慧祥を振り払おうとした。

「慧祥様！」

　長い尾が慧祥の頭上に降りかかった。慧祥は頭を屈かがめて尾をよけるが、その拍ひよう子しに体勢を崩して鱗から滑すべり落ちそうになる。

　慧祥はなんとか両手で鱗を摑み首元にしがみついているが、いつ落下してもおかしくない。

「待ってください、私と刹さんが太極秘儀を完成させられるとは思いません」

　どうにかして刹を止めようと必死に言う。

　しかし、刹は珠華の手をさらに強く握りしめた。

「できるかどうか、試してみればいいじゃないですか。さあ、貴女の力を僕に貸してください」

　抱きしめるように珠華を胸に引き寄せ、刹はその耳元で囁ささやいた。

「いやっ！」

　握り込まれた手から、刹の気が流れ込んでくる。柔やわらかな気で体を侵しん食しよくするように、刹は自分の気を珠華の気と合わせていく。

（噓うそ、本当に太極秘儀が……？）

　鼓こ動どうが速くなり、内側から力があふれ出しそうだ。

　そう思ったとたんに、押し寄せる不快感が全身を駆け巡めぐる。

「──やっぱり、無理！」

　激しい頭痛を感じ、衝しよう動どうに任まかせて刹の手を振りほどく。刹の腕から抜け出すと不快感も頭痛も消えた。

　けれど、安心したのもつかの間、体が傾き、珠華は思わず何かを摑もうと手を伸ばす。だが、手のひらは空くうを摑み、顔から血の気が引いていった。

「ぎゃあああ！」

　落ちる──血の気が引いていき、肌はだが粟あわ立だつ感覚が全身に走る。

　体が蜃から離れ、恐怖に目を閉じた。けれど、宙に投げ出される直前、誰かに襟えり元もとを摑まれ力いっぱい引き上げられる。そのまま、蜃の背中に倒れ込んだ。

「危ないところだったな……」

　背中から抱きしめられ、耳元で聞こえた声に目を開く。顔をあげると、赤せき褐かつ色しよくの双そう眸ぼうと視線が交わった。

　慧祥の顔を見たとたんに、安心して首に腕うでを回す。

「慧祥様、ありがとうございます」

　零こぼれ落ちた声は、思いの外ほか弱々しかった。震ふるえる手で、必死に慧祥にしがみつく。慧祥は怯おびえる珠華を安心させるように、背中をゆっくり撫なでた。

　ようやく気持ちが落ち着いてきた時、二人を見下ろしていた刹の狼ろう狽ばいする声がした。

「なんで……。貴女は陛へい下かと太極秘儀を完成させたんですよね？　それなのに、どうして僕とはできないんだ」

　蜃の背中に両手をついて項垂うなだれる刹は、動どう揺ようからか肩がわなわなと震えていた。

「当たり前じゃないですか。慧祥様と私だから太極秘儀を完成させられたんです。他の人となんてできません。貴方は慧祥様じゃないから」

　断言する珠華に、刹は眉まゆをひそめて聞き返す。

「それは、どういう──」

　珠華の返答に納なつ得とくできなかったのか、刹が言いかけた時だ。急に彼は頭を抱えてうずくまった。

「どうしたんですか、刹さん！」

　刹はうめき声をあげながら背中を丸めている。痙けい攣れんするように時折体が跳はね、浅い呼吸を繰り返していた。

　状況を飲み込めないまま、刹の体は蜃の黒い気に覆おおわれ始めた。その気は苦しげに息をする口から入り込み、そのたびに刹はえづいた。

「珠華、動いたら危険だ」

　苦しむ刹に近づき、肩に手を伸ばそうとしたところで、背後から慧祥に咎とがめられた。

「でも、刹さんが……」

　それでも刹から離れようとしない珠華を支え、慧祥は刹の顔をのぞき込む。

「今まで刹が太極医官から吸い取り体に溜ためていた気を、蜃が吸収しているのだ。太極秘儀は失敗したが、発動させようとしたことで契約通り、人間の気を渡せということだろう。そのためにこの男を操り、ここまで連れてきたのかもしれない」

「一体、蜃はなんのためにそんなことを？」

「恐らくは朱雀を倒すためだ」

　慧祥は視線を夏か風ふう山ざんの周りを飛ぶ朱雀に向けた。

「朱雀は夏を操る神しん獣じゆう。華か弓きゆうから邪じや気きを払い、夏を連れてくると言われている。だが、六年間も朱雀が夏風山を離れていたことで、蜃の邪気を払うことができなかったのだろう。そのせいで、蜃は邪気を溜め込みすぎたのだ。契約を果たすことも待ちきれず、その男から力を奪うほどに自我を失っている」

「それじゃあ、この黒い気は六年分の邪気なんですね」

　鱗に触れると、刹と手を繫いだ時と同じように恐怖を感じる冷たさだ。

「本来ならば、蜃は雨を運ぶただの妖あやかしに過ぎない。だが、邪気を溜め込みすぎたせいで悪あく妖ようへと変へん化げしたのだろう。欲望のままに朱雀を倒して、夏を奪う気だ」

　慧祥は視線を背後にやる。

「見てみろ、この男が太極医官から吸い取った気を食べて、さらに巨大化していくぞ」

　慧祥の視線を追うと、黒い邪気が鱗の隙すき間まから流れ出ていた。それに合わせ、長い尾がさらに伸び、体がふくれ上がっていく。

　まるで空に広げた黒い絨じゆう毯たんが、鳳安を覆い隠かくしていくようだ。尾の先を見ると、雨のせいもあり先が霞かすんで見えない。

　徐々に空を飛び抜ける速度もあがり、肌に感じる雨風も強くなってきた。

「ど、どうするんですか、慧祥様！　もしかして、蜃はこのまま夏風山に激突する気じゃないですよね？」

「山にではなく、山にいる朱雀を襲う気だろう。うむ、困った」

「困ったじゃないですよ！　早く蜃を止めなきゃ」

　のんきに蜃の尾を眺ながめる慧祥に苛いら立だち、その胸元を摑んで揺さぶった。

「そう慌あわてるな、珠華」

「こんな時に落ち着いてられませんよ。慧祥様はどうしてそんなに冷静なんですか！」

「決まっているだろう、そなたと一緒だからだ」

　慧祥は誇ほこらしげに堂々と半泣きで騒ぐ珠華を指さした。

「私と？」

　同じように自分の顔を指さし、珠華は首をかしげた。

　慧祥は大きく頷いてみせると不敵に笑う。

「太極秘儀《仙せん華か》には、あらゆるものを浄じよう化かする力がある。六年間、大河の底で蜃が溜めた邪気も浄化できるはずだ」

「そ、それじゃあ、仙華を使って蜃を止められるんですね？」

　一いつ閃せんの希望が見え、珠華は輝かせた目で慧祥に確認するように尋たずねた。

「確証はない。だが、やってみる価値はある！」

　力強く言いきった慧祥に、珠華はその希望に賭かけると決める。

　こうなれば、なんでも試してみるしかない。それに、どこか確信めいた慧祥の声を聞くと、できる気がしてくるから不思議だ。

「分かりました、やりましょう」

　頷き、慧祥の手に指を絡めた。慧祥は珠華の手を握り返すと、声こわ高だかに呼びかける。

「蜃よ、そなたに夏は奪うばわせぬ。この国から、何も奪わせるわけにはいかぬ。──珠華！」

「はい！」

　返事をすると、繫がる手に力を込めて慧祥の気を探さぐりだす。

「よく見ておけ、これが太極秘儀《仙華》だ」

　刹に言ったのか蜃に言ったのか、慧祥は宣言すると珠華に顔を寄せた。

　目を閉じてすぐに、慧祥に口づけられたのが分かる。重なった口から、慧祥の気が流れ込み、自分の気と溶とけ合っていく。温かな慧祥の体温は、刹の時とは違い身を任せたくなるほど心地ここちよい。

　同調させるというより、二つの気が一つに合わさった時、痺しびれるような熱が体からあふれ出した。
















　耳元で聞こえたのは、竜りゆう笛てきに似た鳥の鳴き声だ。冷たい雨粒が肌にあたる感触がなくなり、代わりに温かな陽を全身で感じる。

　目を開くと、痛いほどの光明が天に向かって昇っていた。光は分厚い雨雲を突き破り、隙間から青空がのぞく。

　慧祥から顔を離すと、数回明めい滅めつした後に光は消えた。雲を切り裂さき生まれた晴れ間は、まるで大きな爪で引っ搔かいてできたようだ。

　強きよう烈れつな光に眩くらむ頭を振り、視線を下げると、蜃の黒い気が消えていた。

　陽光に照らされ、蜃の背中に摑まるように蹲うずくまっていた刹が、ようやく重たそうに上体を起こす。

「これが、太極秘儀《仙華》……」

　光の消えた空を見上げて、刹が呟つぶやいた。

　悔くやしげな刹に向かって、慧祥が勝ち誇った顔を向ける。

「太極秘儀は二人の心をかよい合わせることで完成する。いくら他人の気と己おのれの気を同調させたとしても、互いの心をかよわせたことにはならん。そなたと珠華が太極秘儀を使おうなど、初めから無理なことだったのだ。そなたは私ではないからな」

　そう言った慧祥に、珠華は何度も頷いて同意する。

　なんとなくそんな気はしていたが、やはり慧祥とでないと太極秘儀は使えないようだ。そのことを証明できたことが、誇らしくてたまらない。

　嬉しくて身震いする珠華をよそに、刹は顔を暗くして遠くを見つめていた。しかし、その先に見える蜃の尾を見て表情が一転する。

「……蜃が小さくなっていく」

　刹の呟きを聞き「えっ？」と、声を漏もらしながら振り返った。

　見ると、先が見えないほど長かった黒い尾が、半分ほどの長さにまで縮ちぢんでいた。

　空気が抜けるように、徐々に蜃がしぼんでいく。珠華たちの座る背も縮んでゆき、すでに三人座るのも狭いほどになってきた。

　このままだと、珠華たちを乗せていられるのも時間の問題だ。鱗に摑まりながら、珠華と慧祥は刹のいる頭部の方へ移動する。

「──珠華、飛び降りるぞ」

　慧祥は珠華の手を取り、視線を下げた。

「飛び降りるって……。夏風山にですか？」

　蜃が飛んでいるのは夏風山の中ちゆう腹ふくあたりだろうか。生おい茂しげる木々にぶつかりそうになりながら、ふらふらと山肌にそって昇ってはいるが、いつ落下してもおかしくはない。

　速度も落ちている。飛び降りるなら今しかない。

「わ、分かりました。刹さん、摑まってください」

　まだ顔色の悪いままの刹に、手を差し出す。

「でも、僕は……」

「貴方には都に戻って、罪を償つぐなってもらわなければいけないんです。蜃と心中なんて、絶対にさせませんよ。それに──」

　いつまでも手を取らない刹に叱しつ咤たする。痺しびれを切らして手を引っ摑もうかと思っていると、蜃に密着する肌に違和感を覚えた。

「お尻が、お尻が熱い！　何これ、真っ赤に焼けた鍋なべみたいに鱗が熱い！」

　蜃の鱗の熱さに我が慢まんできずに跳ね上がるが、今度は足の裏が熱くなってきた。同じように慧祥も熱を感じたらしく、立ち上がっている。刹もこの熱には耐えかねたのか、重い腰をあげた。

　慧祥は指先で鱗をなぞろうとした。だが、軽く触れたとたんに、顔を歪ゆがめて指を離す。

「蜃の脂あぶらだ」

　慧祥の指からは皮ひ膚ふの焼ける臭においがした。

「邪気が抜ける際に、蜃の脂が同時に染み出したのだ。珠華、一人で降りられるな。そやつは俺に任せろ」

「了解です！」

　返事をすると、慧祥が刹の腕を無理やり摑む。

「ええっ、ちょっと！」

　戸惑う刹をよそに、慧祥が合図をする。

「丸焦こげになりたくなければ、飛べ！」

　岩肌がなくなり、緑の茂しげった場所に出た瞬間、慧祥は叫んだ。その声を聞き、珠華たちは蜃から飛び降りる。

　草が生い茂ってはいたが、地面は予想以上に固く、体が叩きつけられた。痺れる足をこらえ、蜃の様子をうかがおうと顔をあげる。

　頭上に見えたのは、深しん紅くの雨だ。毒々しいそれを目にした瞬間、慧祥に頭を押さえつけられた。

「馬鹿者、目玉が溶け落ちるぞ。とにかく、伏ふせろ！」

　慧祥は珠華に覆いかぶさり、地面に伏せた。火の粉このように赤く光る脂が、珠華たちの頭上に降りかかる。

　そう覚かく悟ごした時のことだ。

　頭上を深紅の影が飛び抜け、熱風が山を駆け抜けた。風は木々の間を吹き抜け止まり、辺りは静まり返った。

　脂が降りかかった気配もなく、恐おそる恐おそる目を開く。どうなったのだろう、と考えていると覆いかぶさっていた慧祥の重みがなくなった。

「──珠華、もう大丈夫なようだぞ」

　視線をあげた先には、キラキラと光る深紅の翼つばさが、珠華たちを守るように広げられている。

「朱雀が蜃の脂から守ってくれてる？」

「そのようだな」

　翼を伝い目線を下げていくと、地面に伏せた朱雀が頭をもたげていた。長い睫まつ毛げを震わせ、竜笛のような声で高らかに啼なく。

「なんだか、綺き麗れいですね。朝あさ霧ぎりみたい……」

　朱雀の翼を通して、薄うす桃もも色いろをした霧が降り注ぐ。その光景は、朝露に濡れた紅梅のごとき優雅さがあった。

　清せい廉れんな気分になり、深く息を吸い込む。

　ようやくすべて終わった、そう思った時だ。

「──あれ、頭がくらくらする」

　不意に襲ってきた眠ねむ気けで視界が白しらみ、頭を抱えた。

「馬鹿者、あの霧は蜃の脂だ！　吸い込む奴があるか！」

「はいぃ？　何が、駄だ目めなんですかぁ？」

「朱雀の翼を突き抜けて効力は薄まっているが、蜃の脂が体にいい訳がないだろう！」

　慧祥の怒ど鳴なり声を聞きながらも、足元がふらつき珠華はへなへなと倒れ込む。

「こら、寝るな、珠華！」

「うう、むりですー。勝手にまぶたが閉じていきますー……」

　目の前がぐるぐる回り、目の前には慧祥の顔が三つもあった。

（わーい、慧祥様が三人もいる）

　思考が停止し、へらっとだらしなく頰ほおが緩ゆるみ、耐えきれずに目を閉じる。

「慧祥さま、せつ、さん……」

　二人の名前を呼ぶが、あっというまに意識は深く落ちていった。
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　夢を見ているようだった。

　その場に自分はいないのに、視界に映るのはどこかの小さな民家だ。

（あれ、慧けい祥しよう様？　刹せつさん？）

　ぼんやりとする思考の中、珠しゆ華かは視線を動かす。しかし、そこには慧祥も刹も見当たらない。

（ここは、どこ？）

　霧がかかったように白んだ景色には、小さな民家がある。その家を囲むように広がった畑に一人の少年がいた。

　しゃがみ込んだ少年は、土を掘ほり起こしている。ようやく立ち上がったと思えば、胸には大量の芋いもを抱えていた。

　この家の子供だろうか。それにしては、しきりに辺りをうかがい、挙動がおかしい。そこへ、民家から若い女性が出てきた。

　──何をしているの？

　──あ、あの……。

　女性に気づいた少年は抱えていた芋を落とす。どうやら、畑を荒らす泥どろ棒ぼうだったらしい。

　薄汚れてところどころ破れた服を着た少年と芋を見比べ、女性は柔やわらかく笑う。

　──お腹がすいているなら、うちに来なさい。ちょうど、肉末焼餅ロウモーシヤオピンを作ったところだから一緒に食べましょう？

　その女性の笑顔には、どこか見覚えがあった。優しく目を細める表情は、刹によく似ている。

　差し出された女性の手を、少年は戸惑いながらも握った。

（あれって──）

　民家に入る直前、振り向いた少年の顔に釘くぎづけになる。

　夜空に煌きらめく星のごとき銀の目。すすけてはいるが絹のような、色素の薄い亜あ麻ま色の髪。愁うれいを帯おびた瞳の輝き。

　美しい容姿は今と変わらない。顔立ちには色いろ濃こく面おも影かげが残っていた。

（そうか、これは刹さんの過去だ）

　伝説では、蜃しんは人々に幻まぼろしを見せるという。どうやら、蜃が刹の過去を見せてくれたようだ。

　続けて、蜃は刹の過去を映し出す。

　大人が五人並んで寝られるかどうかの室へやに、ぎっしりと並んだ寝しん台だい。恐らく、先ほどの民家の中だろう。

　寝台には怪け我が人にんが横たわり、一人の女性が彼らの治ち療りようにあたっていた。先ほどより少し歳を取っているが、彼女は畑で刹に手を差し伸べた女性だ。

　胸に大きな傷がある男性の前に座り、彼女は傷に手をかざした。

　傷は徐々にふさがり、しばらくすると出血が止まる。どうやら、太極医術を使ったらしい。多くの怪我人を治療したためか、その顔は青白く疲労が滲にじんでいた。

　女性が一息ついたところで、室に激げつ高こうした青年の声が響ひびく。

　──花か蓮れん、黄こう燐りんの兵士まで治療するなんて、何を考えているんだ！

　室に飛び込んできたのは、今よりも少し若い姿の刹だ。女性は刹を見て、不ふ思し議ぎそうに首をかしげる。

　──だって、怪我をしていたのよ？　見ないふりをすることなんて、できないでしょう？　私にとっては、あの人も患者に変わりはないわ。

　──そんなことを言って、何かあったらどうするんだ。

　──何かあっても、決して私は自分のしたことを後こう悔かいしないわ。それに、残念だけど治療しないという選せん択たく肢しは私の中にはないから。

　柔やわらかで優しい笑顔で言われ、刹は歯を食いしばった。その視線は、先ほど治療した男に向いている。

（あれは、黄燐の兵士？）

　よく見ると男の頭は、黄燐の兵士の証あかしである黒い布が巻かれていた。

　花蓮という女性は、敵国の兵士までも治療する太極術師だったようだ。きっと、これは六年前の光景だ。

　相変わらず微笑ほほえむ女性に、刹は根負けしたかのように浅いため息をつく。

　──君という人は……。どうしてそうなんだ。

　──ごめんなさい、刹。でも、何があっても覚えていて。貴方は私の誇りよ。だから、私はたとえ黄燐の兵士でも治療するの。貴方の家族として、最後まで自分が正しいと思う道を貴方に見せたい。

　花蓮の目には、穏おだやかだが力強い清廉な光が宿っている。

　そんな彼女の姿に、刹は眩まぶしそうに目を細めた。

（育ての恩人が太極術師だったのに、どうして刹さんは太極医術を嫌っていたんだろう？）

　太極医術を使う花蓮の手元を、刹はいつまでも愛いとおしそうに眺めていた。その姿を見る限り、太極医術に嫌けん悪お感かんを抱いだいているようには思えない。

　考えていると、次の光景が視界に映し出された。

　どうやら、場所は先ほどと同じ花蓮の家のようだ。だが、室内はまるで獣けものに荒らされたかのように散らかり、床ゆかや天てん井じようには生なま々なましい血の跡がある。

　──刹、どこに行っていたんだ！　ずっと、捜さがしていたんだぞ！

　──どうしたんですか、皆さん慌あわてて。花蓮に何かあったのですか。

　倒れた棚たなや壊れた椅い子すを見回し、刹は徐々に顔色をなくしていく。

　──いいか、取り乱さないで聞いてくれ。花蓮さんが黄燐の兵士にやられたんだ。

　男の言葉を聞いたとたん、刹が息をのむ。

　──すまない。あの男、目を覚ましたと思ったら急に暴れだしたんだ。錯さく乱らんした兵士が、止めに入った俺を敵兵と勘かん違ちがいして襲いかかった時に、花蓮さんが俺を庇かばって、胸に剣が突き刺ささって……。

　──そんな……。花蓮が、あの男に殺された？

　床に飛び散った血痕を見つめて立ち尽つくす刹に、男は悔しげな顔で話を続ける。

　──患者の何人かは、その兵士にやられた。残った奴らは全員、俺の家に避難させている。慰なぐさめにもならないかもしれないが、黄燐の兵士は俺たちで始末したから安心しろ。一緒に花蓮さんの遺体も女房が綺麗にして寝かせているから、早く会いに行ってやれ。

　男の話を聞きながら、刹はその場に膝ひざから崩くずれ落ちた。項垂れた刹は、泣きもせず、ただ茫ぼう然ぜんと床を見つめていた。

（花蓮さんは黄燐の兵士に殺された。刹さんが太極医術を恨うらんでいたのは、花蓮さんが太極医術で黄燐の兵士を治療したために殺されたから？）

　そこで、再び場面が変わる。

　次に映し出されたのは、花蓮の家の庭先にある畑だった。その中で、膝を折った刹が一人の男性を抱き起こしていた。

　薄汚れた戦せん袍ぽうを着た男は、恐らく華か弓きゆうの兵士だ。命からがら、ここまで逃げてきたのかもしれない。

　──どうして、もっと早く帰ってきてくれなかったんですか。

　責め立てるような刹に、浅い呼吸を繰り返しながらも兵士は懸命に声を出そうとしている。

　──すまないな、刹。それから、ありがとう。花蓮とずっと一緒にいてくれて。これからも彼女を守ってくれ。

　男は力なく腕をあげると、手に握っていた花を刹に渡す。一輪の白い芍しやく薬やくだった。

　──花蓮の好きだった花だ。この芍薬の花を花蓮に渡して、私は遠いところへ旅立ったとでも言ってほしい。……刹、花蓮のことを頼んだぞ。

　恐おそらく、男は花蓮が亡なくなったことを知らないのだろう。その上で、自分の死期を感じて、彼女に自分が死んだことは言わないでほしいと刹に懇こん願がんしていた。

　──何を馬鹿なことを！　花蓮がどれだけ貴方を待っていたと思ってるんですか。それに、花蓮はもう……。すべて、遅すぎたんです。貴方が、もう少し早く帰ってきてくれていれば、花蓮はっ！

　責め立てる刹の声は、すでに男には聞こえていなかった。目を閉じた男の手から、力が抜けていく。

　だらんと腕を垂たらした男を抱きながら、刹は白い芍薬を握りしめていた。

（彼が花蓮さんの恋人だったんだ。彼は亡くなったから、直接あの花を渡せなかったのか。あれ、でも亡くなった花蓮さんにどうやってあの花を渡すつもりなんだろう）

　泣き崩れる刹を残して再び視界が白しらみ、場面が移り変わった。

　今度は、どこかの崖がけの上のようだ。轟ごう々ごうと勢いよく流れる水流の音がした。崖上まで上がる飛沫しぶきは、流れる大たい河がの恐ろしさを教えてくれた。

　刹は大河をのぞき込み、呟つぶやく。

　──花蓮、今から君に会いに行くよ。

　足は空を踏ふみつけ、刹の体が大河に落ちていく。

　悲鳴も何もかもかき消される轟ごう音おんの中、刹の姿は一瞬で見えなくなった。

　崖の上に残っていたのは、一輪の白い芍薬だけだ。

（ここは蜃しんの住む大河だ。──花蓮さんが死んで、刹さんは大河に身投げしたんだ。それで、蜃と出会った）

　それならこの後、刹は蜃と契約するのだろう。

　死を望んでいた彼が一体、蜃に何を願ったのか。考えていると、脳のう裏りにある答えが閃ひらめく。

（刹さんの目的は、花蓮さんを生き返らせること。そして、亡くなった彼女の恋人から預かった花を、蘇よみがえった花蓮さんに渡したいんだ）

　導き出した答えは何よりも悲しく、一いち途ずな想いだった。

　轟音を響かせる大河の音は、泣き叫ぶ刹の心のようだ。絶望の中、自みずから命を絶たとうとした青年を思うと、涙がこみあげてくる。

　徐々に遠のく大河の音を聞きながら、珠華は悲しい過去にそっと目を伏せた。
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　耳元で愛いとしい人の声がする。

　焦あせりを帯おびた声が次第に大きくなり、珠しゆ華かはまぶたをゆっくりとあげた。

「しゅか、珠華！　気がついたか」

　ぼんやりと目を瞬まばたかせると、視界に慧けい祥しようの顔が迫せまってきた。視線が合ったとたんに抱きつかれ、ようやく夢から覚めたことに気づく。

「慧祥様？　あれ、ここはどこです？」

「何を寝ぼけておるのだ！　まだ、蜃しんの脂あぶらが抜けきっておらんのか。そなたは、蜃の脂で気を失っていたのだぞ」

「ああ、そういえば、そうだったかも……」

　寝ぼけまなこで辺りを見回す。目の前に広がるのは、意識を失う前にいた夏か風ふう山ざんの景色けしきだ。

　ぼんやりと景色を眺めていると、心配そうに見ている刹せつと目が合った。

「よかった、このまま目を覚まさないかと思いました」

　刹は珠華の顔を見て、ほっと息を吐く。その目は、珠華を通して別の女性を映していた。

「──花か蓮れんさんみたいに、ですか？」

　そう言うと、刹は目を見開いた。

　上体を起こし、思い出すのは先ほど見た刹の過去の光景だ。

「刹さんは、花蓮さんを生き返らせるために太極秘儀が必要だったんですね。太極術師だった彼女は、黄こう燐りんの兵士まで治療して、その兵士に殺された。だから、刹さんは太極医術が嫌いだったんですか？」

「どうして、そのことを？」

　幻で見た花蓮のことを話すと、刹は言葉を詰まらせながら瞳を揺らす。

「蜃がすべて教えてくれました。きっと、貴方とずっといたから、貴方の邪気もたくさん吸っていたのかもしれませんね」

　ずっと一緒に旅をしてきたのだ。深い悲しみを背負いながらも、刹がどこかいつも穏おだやかな表情をしていたのは、蜃が刹の邪気を吸い取っていたからかもしれない。

　けれど、蜃を失った今の刹は、背負いきれない絶望に力なく項垂れた。

「……花蓮は亡くなるべき人ではありませんでした。家が貧しく捨てられた僕を拾い、太極医術で多くの人の命を救っていました。それなのに、あんな最さい期ごを迎むかえるなんて、間違っているでしょう？」

　悔しそうに唇を嚙む刹に、かける言葉が見つからない。彼のために何かできないか、慧祥に助けを求めた。

「慧祥様、どうにかして花蓮さんを……」

　生き返らせられないのか、と言おうとして口を閉じる。続きを口にできないでいると、すべてを理解した慧祥が答えた。

「太極術で人を生き返らせることはできぬ。太極秘儀でも同じことだ」

　断言した慧祥に、刹の顔から血の気が引いていく。

「で、でも、風ふう蓮れんは？　風蓮みたいに、朱雀すざくにならできるんじゃ……」

　朱雀によって蘇った同どう僚りようを思い出し、すがるように慧祥に尋ねる。

「風蓮は魂たましいが今こん生じように留とどまっているうちに、朱雀が呪じゆ符ふを使って魂を繫つなぎとめただけだ。蘇ったわけではない。残念だが、邪気にとらわれた蜃に利用されたのだろう」

　首をふり慧祥が告げたのは残ざん酷こくな現実だ。

　朱雀の力は万ばん能のうではない。それを認めるように、今まで珠華たちを守っていた朱雀が飛び立つ。

　翼を羽ばたかせて旋せん回かいする姿を見ながら、刹はその場に座り込む。

「そんな、だったら僕はなんのためにあんなことをしたんだ。蜃は太極秘儀が使えれば、花蓮が蘇ると言ったのに。噓だったのか……」

　項垂れた背中は花蓮が亡くなった時と同じだ。

（私には何もできない。太極秘儀を使えても、亡くなった人を生き返らせることなんてできないんだから）

　落ち込む刹を見ていることしかできないのが、歯がゆくてたまらない。

　声をかけられずにいると、刹が拳こぶしを握りしめて泣きだしそうな声で言った。

「あんな兵士、助けなければ花蓮は生きていたんだ。あの時、兵士を治療する花蓮を力ずくでも止めていれば──」

「でも、花蓮さんは黄燐の兵士を治療したことを誇りに思っていたんじゃないですか？　何があっても後悔しないって言ってたじゃないですか」

　気高く笑った彼女のことを思い出し言うが、刹は耳を両手でふさいで聞こうとしない。

「花蓮が太極医術を誇りにしていたことは分かっています。けど、彼女に一生恨まれてもいいから、止めるべきだった」

　とうとう泣き崩れるように刹は地面に手をついた。

　そんな刹の背中に、膝を折った珠華が触れた。

「僕はやっぱり太極医術が嫌いです。花蓮が好きなものはすべて好きだったけど、どうしても太極医術だけは好きになれない」

　手を振り払われるよりも強い、拒きよ絶ぜつの言葉が胸に刺さった。何もできないことを責められているようで、血が滲むほど唇を嚙みしめる。

「花蓮は太極医術で、たくさんの命を救いました。なのに、どうして太極医術は花蓮の命を救ってくれないのですか？」

「それは、それは……」

　顔をあげた刹に問いかけられるが、珠華は何も答えられない。太極医官である自分が現実を突きつけるのはあまりに酷こくだ。

　剣けん文ぶんに責められた時と同じだ。死者を生き返らせることも、彼らを慰なぐさめることもできないのだ。

　出てこない答えを探していると、朱雀の声が山にこだまする。

　上空では、今も朱雀が旋回していた。朱雀は右に体を傾けて降下したかと思うと、右の翼を大きく羽ばたかせた。

　巻き起こった熱風が珠華たちの傍かたわらにある木を揺らした。とたん、巨きよ木ぼくに炎ほのおが点つく。

「これは、朱雀の炎？」

「そのようだな」

　ぼんやりとした炎は、次第に大きくなり見上げるほどの火柱となった。

　周囲の木々を燃やすことのない不思議な炎をのぞき込むと、何か影が映っている。よく目を凝こらしてみると、見えたのは髪の長い女性の人影だ。

「花蓮さんだ」

　炎の中に浮かび上がるのは、蜃が見せた幻げん影えいにいた花蓮という女性だ。

（もしかして、朱雀が刹さんの頼みを聞いてくれたのかな？）

　そんな甘あまい期待を抱いていると、真っ先に刹が立ち上がり炎に駆け寄った。

「花蓮！」

　刹は足をもつれさせながら花蓮に近づく。その顔は喜びにあふれ、頰には涙が伝っていた。

　炎に包まれた花蓮は、穏やかな笑みを刹に向けるだけだ。炎に焼き尽くされることもなく、求められるまま微笑む姿は、現実離れしていて生気を感じない。

　普通なら一目で人ならざる者と分かるが、刹にとってそれは些さ細さいなことなのだろう。花蓮の前で逸はやる胸を抑おさえ、呼吸を整えると、刹は懐から芍薬の押し花を取り出した。

「君に渡したいものがあるんだ。……ほら、君は芍薬の花が大好きだったよね」

　炎に映る花蓮は、芍薬を見て嬉しそうに微笑む。
















「あの人が、君に渡してほしいと言っていたんだ」

　差し出された押し花を、炎に映る花蓮が受け取った。だが、その瞬間に押し花は燃えて灰はいに変わる。

　同時に、炎は轟々と音を立てて激しく燃え始め、花蓮の幻影を飲み込んでいく。

「行かないでくれ、花蓮！」

「刹さん、駄目です！」

　刹は炎の中に飛び込もうとする。急いで駆け寄った珠華は、刹の腰にしがみついて必死に引きとめた。

「待ってくれ！」

　刹は手を伸ばすが、炎は木の幹みきに沿って高く火柱をあげると消えさった。そこには燃え跡さえ残っていない。花蓮は白い芍薬と共に燃え尽きた。

　静まり返った辺りに聞こえてきたのは、朱雀の鳴き声だ。

　甲かん高だかい朱雀の鳴き声が夏風山にこだまし、刹はようやく悟さとった。

「──そうか、君はもういないのか」

　伸ばしていた手を下ろした刹は、その拍子に膝から崩れ落ちる。

「刹さん……」

　地面に両手を突く刹に呼びかけた。

「すみません。貴方たちにはご迷めい惑わくをおかけしましたね。約束通り、罪は償つぐないます」

　振り向いた刹は笑っていた。しかし、その笑顔は過去の光景で見た彼の笑顔と似ても似つかない。

　無理やり口こう角かくをあげただけで、すべてを拒絶するような表情だ。

「ようやく、捕つかまる気になったか。では、私についてきてもらおう」

　慧祥は刹に背中を向けさせると、懐ふところから出した巾きんで刹の両手首を縛しばる。

「待ってください、慧祥様」

　そのまま、拘こう束そくされる刹を見ていた珠華は、耐たえ切れずに声をあげた。

「どうした、珠華」

「あ、あの……」

　呼び止めたものの、何を言っていいか分からず慧祥と刹の顔を見比べる。そんな珠華に、刹は項垂れたまま言った。

「すみません、僕のせいで貴女を困らせてしまいましたね。僕のことなら、気にしないでください」

　慧祥が巾を引いて歩きだそうとするのを引きとめるために口を開きかけた時、かすかに山の麓ふもとの方から焦こげ臭くさい臭においが昇ってきた。

「なんだか、変な臭いがしますね」

　視線を都の方へ向けると、風に乗って人々の騒ぐ声がかすかに聞こえた。

　目を凝らすと、いくつもの黒い煙けむりがあがっている。

「都が燃えている？　……しまった、蜃の脂が都にまで飛び散ったのか！」

　焦りを帯びた声を出すと、慧祥は刹のことも忘れて踵きびすを返す。

「一刻も早く鳳安へ戻るぞ」

「でも、山を下るにはかなりの時間がかかりますよ」

　ここは山の中腹よりも少し低い辺りだが、下山するのは容よう易いではない。この山は神山と言われるだけあって、険けわしい獣道が続いている。山を下りた頃には、日が暮れているだろう。

「では、あれを使うぞ」

　心配する珠華をよそに、慧祥は何かを指さした。その先にいたのは、人一人飲み込めそうな黒い大だい蛇じやだ。

「なんですか、あれ？」

　うねうねと動くそれは、必死に頭を上げようと身をよじっていた。

「まさか……」

　慧祥に縛られていた刹は呟くと、大蛇に駆け寄った。

「刹さん、危ないですよ。食べられちゃいますよ！」

　珠華の制止も聞かず、刹は大蛇の前で膝を折り、縛られた両手で黒い鱗に触れる。

「……これは、脂が抜けた蜃です。この気の感触は覚えているので、間違いありません」

　刹が言うと、慧祥も大蛇に近づいた。二人に囲まれた大蛇──蜃は、驚いたのか体をくねらせると弾はずみをつけて飛びあがる。

「どうやら、人様に迷惑をかけておいて、のうのうと大河に帰る気みたいだな」

　慧祥は蜃の尾を両手でわし摑み、逃げようとした蜃を捕まえた。

　ぐっと力いっぱい引かれた蜃が、ビタンと地面に落下した。摑まれた尾を放してくれと、体をくねらすが、慧祥はしっかり尾を摑んで離さない。

　その姿がまるで蛇を苛いじめる子供に見えて、珠華は思わず慧祥に駆け寄った。

「蜃が朱雀に邪気を祓はらってもらえなかったせいで、暴走したんですよ。そんなに苛めたらかわいそうじゃないですか」

「だが、迷惑料を貰もらうくらいはいいだろう。それに、その男を騙だました罰を与えなければな。……今は一刻をも争う事態なのだ。手段を選んでいる暇ひまはない！」

　そう言うと、慧祥は蜃の背中に跨またがる。馬の背中ほどの大きさがあるので、なんだかしっくりきていた。

「そなたらも、早く乗るのだ。──蜃よ、もしもまた暴走するようなことがあれば、今度こそそなたを刃やいばの錆さびにしてやるから、覚悟しろ」

　慧祥に首根っこを摑まれた蜃は、銅ど鑼らのような声で一声啼ないた。
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　黒い大蛇──もとい、蜃しんに乗って珠しゆ華かたちは都まで降りてきた。巨大な姿の時より速度は落ちるが、半刻もかからないうちに到着した。

「蜃よ、これからは馬ば鹿かな真ま似ねをするのではないぞ」

「私たちも朱雀がきちんと毎年、邪気を祓ってくれるようにお願いするから。悪いことをしたら駄目だからね」

　珠華たちに言い聞かされ、蜃は素直に啼いて大河に帰って行った。

　都に入ると、肌を赤く腫はらした人々がそこかしこにいた。その傷は火傷やけどによく似ており、ひどい人は皮ひ膚ふが焼けただれうめく声さえあげられない状態だ。

　傷の痛みに唸うなる人たちや、怪我人を心配して右う往おう左さ往おうする人たちを見回す。

「またこの臭いを嗅かぐことがあるとは──！」

　口元を押さえた慧けい祥しようの目に、一瞬だけ濁にごったものが浮かぶ。

（慧祥様はこの臭いを嗅いだことがあるんだ）

　きっと戦地で嗅いだのだろう。

　味方に修しゆ羅らと恐れられたほどだ。刹せつの過去で見た黄こう燐りんの兵士のように、敵か味方かも分からなくなったことがあったかもしれない。

　しかし、今の慧祥は修羅ではないのだ。すでにその目には、愛する民たみだけを映している。

「一体、何が起こったんですか？」

「蜃の脂のせいだろう。朱雀の翼を通さないまま直接、皮膚に脂があたり、火傷と似た症しよう状じようが出たようだ」

　先ほど、邪気を抜いた時に飛び散った蜃の脂が、鳳安にまで降り注そそいでいたようだ。

「火傷に似ているとはいえ、蜃の脂──邪気でできた傷だ。太極医術でしかこの傷は治せぬはずだ」

「それじゃあ、私たちで治療しないと駄目ってことですよね」

　珠華の問いに、慧祥は頷き拘束した刹に目をやった。

「その通りだ。──青年、そなたを連行するのは少しお預けだ」

「え、あ、はい」

「では、珠華。怪我人たちを治療するための場所をひとまず探すぞ。重傷者を寝かせる寝台がいくつもあり、それなりに広い通りに面した場所がいい」

　慧祥に言われ、真っ先に思いついたのは剣けん文ぶんの実家である宿だ。

「それなら、先ほどの宿に頼みましょう。あそこなら十分な広さがありますし、女将さんはこの辺りでは顔が利きくと言っていました。男手を集めて、怪我人を運び込んでもらえるかもしれません」

「そうだな。では、まずは宿へ急ぐぞ」
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　宿の前まで来ると、血けつ相そうを変えて飛び出してきた女将が珠しゆ華かたちを出迎えた。

「あんたたち、無事だったんだね！」

「女将さん！　私は大丈夫ですけど、女将さんは？」

「あたしは宿の中にいたから大丈夫だよ。だけど、息子が……」

　震ふるえる女将の肩を抱き、珠華は尋ねる。

「今、剣けん文ぶんさんはどこに？」

「宿の中にいるよ。腕を怪我しているんだ。早く治療してやらないと！」

　一刻も早く宿に駆け戻りそうな女将を、慧けい祥しようが呼び止めた。

「女将、そなたの息子は私がすぐに治療しよう。それから、この宿を救護所として使いたいのだが、よいか？」

「構わないよ。だったら、無事だった男おとこ衆しゆうを集めて怪我人を宿に運ぶよ」

「助かる。自分の足で歩ける軽傷者にも、この宿で治療をしていると呼びかけてもらいたい。それから、重傷者の数と場所を確認しておきたい。運び込めなかった者のいる場所と、その者の状態を報告してほしい」

「分かったよ。──息子のことはあんたたちに任せるから、よろしく頼んだよ」

　女将は慧祥に深く頭を下げると、近所の男たちの元へ駆けて行った。

　その後、瞬またたく間に宿は怪我人で埋うめ尽つくされた。通りは、中に入れない者であふれかえっている。

（どうしよう、思ったよりも怪我人が多い）

　怪我人の中には、一人ではここまで来られない人だっているだろう。これだけの人数を治療するには、かなりの力が必要になるはずだ。

　半人前の自分にできるのか、珠華は不安で震える指先を握りしめる。

「珠華、落ち着け。そなたは太極医官だろう？　龍りゆう乾けんたちが来るまで、私と二人だけでこの場を乗りきらねばならないのだぞ」

「──はい」

　そっと慧祥に背中を押されたとたんに、背筋がぴんと伸びた。

「安心しろ。そなたならやれる。そなたは私が選んだ太極医官なのだからな」

　振り向くと、慧祥はこんな時だというのにかすかに笑った。まっすぐに見つめる目には、揺らぎや曇くもりのない信頼に満ちていた。

　この人は私を信じてくれている。そう思うと、驚くほど心が落ち着いてきた。

（そうだ。私は太極医官なんだ。この人たちを守るのが私の仕事なんだから、しっかりしないと）

　すっと息を吸い込むと、気合を入れて両りよう頰ほおを叩く。

「慧祥様。私、やります！」

「よし、その意気だ。……先ほど、宮きゆう廷ていに使いを出して太極医官たちを呼んだ。この分だと、王宮にも被害が出ているはずだ。そちらにも手を尽くさなければならないが、王宮には銀ぎん河が師し匠しようがいるから問題ない。だが、応おう援えんが到着するまでの間は、二人で治療にあたるぞ」

「はい！」

　とにかくやるしかない。そう思って怪我人たちと向き合うと、近くに座る見覚えのある大きな背中を見つけた。

「剣文さん、大丈夫ですか？　怪我を治療するので、見せてください」

　女将との約束通り、まずは彼を治療しなければ。

「お前たちは……！」

　振り向いた剣文は、右腕を押さえて顔をしかめた。きっとその表情の意味は、傷の痛さと太極医官に対する嫌悪感と半々だろう。

「お前たち、何しに来たんだ。銀目の男が見つかったんなら、さっさと王宮に帰れよ」

「怪我人を治療するまでは、王宮には帰れません。だから、早くその右腕を治療させてください」

「そんな必要ねぇ。こんな傷、塗り薬でもありゃすぐに治るっての」

「蜃しんの脂が原因でできた傷なんです。普通の医術では治療できません。太極医術で蜃の気を散らして、早急に皮膚を再生しないと、腕が腐くさり落ちるかもしれないんですよ」

「うっ……。それでもだ！　お前らに治療されるより、腐った方がましだ」

　ここまできて強情をはる剣文に、頭を抱かかえたくなった。

（どうしよう……。いっそのこと、太極医術を使わずに治療できたら一番なんだけど、そうもいかないし）

　太極医術でしか治療できないのだから、無理やりにでも治療させてもらわなければ。そんなことをたくらんでいると、剣文の前に慧祥が立ちはだかった。

「この男の治療は、私がしよう」

「慧祥様、でも……」

「大丈夫だ。このひと月の間に習得したのは、酔すい拳けんだけじゃないのだぞ」

　言われて、慧祥から貰った何通もの文ふみのことを思い出す。

（そうだ、慧祥様はずっと太極医術の修業をしていたんだ）

　珠華が後宮を出た後、太極医術の発展に慧祥は努めてきた。

　まずは、自分がその力を理解するところから始めたい。だから、太極医官たちに劣おとらない能力を身につけるためにも、太極医術の修業をしている。

　文には、そう綴つづられていた。

　今日みたいな状況も、もしかしたら想定していたのかもしれない。だとしたら、ここで断るのは失礼だ。

「お願いします」

　珠華が頭を下げると、慧祥は頷き剣文と向き合う。その右手には、なぜか腰に下げていた酒さか瓶びんを持っていた。

（ん？　酒瓶？）

　慧祥が瓶を揺らすと、ちゃぷんと酒が揺れる音がした。

「な、なんだ。やる気か？」

　酒瓶を持って近づいてくる慧祥に、剣文は身構える。

「け、慧祥様？」

　まさかとは思いながらも、珠華は止めるべきか否いなか迷まよう。その間にも、慧祥は瓶のふたを開けた。

「──まずは治療の前に、消毒が必要だ」

「は？　って、いたたっ！」

　傾けた瓶から流れ出た酒が、腕の傷口を濡らす。体に似合わず高い声で悲鳴をあげ、剣文は跳とび上がった。

「馬鹿野郎、何しやがる！」

「これくらいで痛がるな。それに、さっきは腕が腐り落ちてもいいと言っておったではないか。これでは、そこらの女子供の方がまだ根性があるぞ」

　慧祥の言葉が効きいたのか、むっと顔をしかめた剣文は急に大人おとなしくなり、椅子に座る。

「よし、では治療するぞ」

　慧祥は剣文の腕を無理やり摑み、手をかざした。しかし、宿に迫る足音に気づいて動きを止める。

「珠華、どこにいるんだい？」

　救護所と化した宿に飛び込んできたのは、竜りゆう皓こうの声だ。どうやら、ようやく太極医官たちが到着したようだ。

　怪我人たちでごった返す宿を見回す竜皓に、ひらりと慧祥が手をあげる。

「おお、竜皓。こっちだ」

「へ、陛下！　なぜこのようなところに……！」

　呼ばれた竜皓は、慧祥を見つけると慌あわてて叩こう頭とうした。どうやら、慧祥がここで治療にあたっているとは、聞かされていなかったようだ。

「面おもてを上げよ。頭を下げていては、患者の治療ができないぞ」

　慧祥に諫いさめられようやく竜皓が顔を上げた時、剣文が「ん？」と首をもたげる。

（あ、そういえば教えてなかった）

「へい、か？」

　剣文は慧祥を指さす。慧祥も剣文の真似をして、自分を指さす。

「うむ、私のことだ」

「華か弓きゆう国の、王様？」

「うむ、そうなるな」

　さらりと慧祥が答えたとたん、剣文の顔から血の気が引いていく。ひょうひょうとした慧祥をよそに、剣文はあんぐりと口を開けて固まってしまった。

　正反対の表情で向かい合う二人の前で、竜皓が膝を折る。

「陛下、ここは我われ々われに任まかせて王宮へお戻りください」

　竜皓は剣文の腕を取り、治療しようとした。

「いや、私はこの男の治療を任されたのだ。最後まで治療させてほしい」

「しかし……」

「蜃の脂でできた傷は太極医術でしか治せぬ。一人でも多く太極医術の使える者がここにいた方が、怪我人のためだと思わぬか？」

「──分かりました。私は他の治療にあたります。それじゃあ、珠華、陛下のお傍を離れるんじゃないよ」

　根負けした竜皓は、珠華に声をかけて立ち上がる。

　竜皓が拱きよう手しゆすると、慧祥は宿に到着した他の太極医官たちに指示を出す。

「よいか、宿の外にはまだまだ患者がいる。竜皓、そなたは重傷者の治療をしてもらうぞ。慈じ恩おん、風ふう蓮れん、そなたたちは治療を嫌いやがる者を無理やりでも宿に集めろ。軽傷者は宿の外でも治療を施ほどこせ。よいな、治療するためには何をしても構わぬ」

「何しても構わないって、何するんや……」

「くだらぬ質問をするでない！　甘あまえるな、戦場では考えている暇なんてないのだぞ！」

　宿に武官のごとき号令が反響する。慧祥の雄お雄おしい姿に、目が釘づけになる。

「者ども、太極医官として最善の働きをせよ！　怪我人を一人残らず治療するのだ！」

　颯さつ爽そうと指示を出した慧祥に拱手すると、太極医官たちは速すみやかに動き始めた。

　指揮をとる慧祥は、ある意味将軍である苓れい雲うんよりも凜り々りしい。

「なんだか、ちょっとだけ銀河様に似ている気が……」

　さすがは、師し弟ていというだけはある。しかし、太極医官たちに命じる姿は威い厳げんと誇りに満ちていて、慧祥が王であることを知らしめているようだ。

　頼りがいのある広い背中に少しだけ見み惚とれていると、慧祥が剣文の元に帰ってきた。

「では、治療を再開するか」

　すとん、と椅子に座った慧祥は、何事もなかったかのように剣文の腕に再び手をかざす。

「おい、なんの説明もなく、治療を始めるな！」

　剣文は腕を引っ込め、慧祥を怒鳴りつけた。

「騙していてすまなかったな」

　混乱しているとはいえ、剣文の無ぶ礼れいな態度にも慧祥は眉一つ動かさない。そんな慧祥に、自分の態度を恥はずかしく思ったのか、剣文は声を落として問いかけた。

「……なんで、王様がこんなところで庶しよ民みんの治療なんてしてんだっ、……ですか」

「そなたたちのことを、知りたかったからだ。太極医官襲しゆう撃げき事件が起こったと知り、太極術師への不信感が宮廷だけの問題ではないと思い知らされた。故ゆえに、太極医官の格好をして犯人をおびき寄せようとしたのだ。どうしても、この事件を自みずから解決したかったからな」

（そうだったんだ）

　慧祥が初めからそんな思いを抱えていたなんて、思わなかった。それなのに、勝手に事件を解決しようとしていたことを珠華は今さらながら反省する。

「そなたと同じように、私も黄燐との戦に出ていた」

「修羅と呼ばれた少年王子の噂なら、俺でも知って、……ます」

「あの時の私には、戦うことが生きる意味だった。一人でも多くの敵を討うち取ることだけが、私のすべてだったからな。華弓の兵士がどこで死のうが、気にもとめなかった。もしも、足元で倒れる兵士がいても視線をくれることすらなかった」

　目を伏せ、慧祥は修羅だった頃のことを思い出しているのだろう。痛みをこらえるように眉を寄せる表情に、こちらまで辛つらくなってくる。

「そなたと同じように、私も大切な兄をあの戦で亡くした。兄は私とは違い、太極医術で多くの命を守った。だが、兄一人の力では、すべてを守りきることはできなかったのだ」

「俺と、同じ──」

　剣文は慧祥と一緒に目を伏せた。同じ表情をした二人が、戦地で見た光景を珠華は知りえない。それでも、心に傷を負った二人の痛みを感じることはできた。

「私は王として、もっと多くのことを知らなくてはならない。あの戦いで、どれだけの人間が傷ついたのか、何を失ったのか。だからこそ、私はそなたたちのことを知りたい」

　視線をあげ、まっすぐ剣文を見つめて慧祥は言った。

　噓うそ偽いつわりのないその瞳の輝きに、剣文が息をのんだ。

「六年前、そなたたちを守れなかったことを謝罪する」

　首を垂れようとした慧祥を剣文が止める。

「やめてください。そんなことされても、あいつは帰ってこないんだ」

「そうだな」

「は？」

　即答した慧祥に、剣文の頰が引きつった。

（け、慧祥様……。大丈夫、ですよね？）

　はらはらしながら見守っていると、慧祥は満面の笑みで剣文の手を握りしめた。

「だが、これだけは約束させてほしい。ここにいる太極医官全員が、そなたたちを守っていく。いや、太極医官だけではない。私が華弓を背負い、守ると誓おう」

　その言葉は剣文だけではない、この国の人々に向けた言葉だった。

　きっと、この国の人たちの心にもいつか慧祥の心が届くはずだ。その証拠に、慧祥を見る剣文の目には、少しの希望の光が宿っている。

　後宮にいた頃よりも、いっそう国王として成長している慧祥が眩まぶしくて目を細めた。

（やっぱり、慧祥様は私の一番の憧あこがれの人だ）

　そして、目指すべき指し針しんとしていつも何歩も進んだ場所にいる。

　王と太極医官。役割は違ったとしても、守るものは同じだ。それならば、太極医官としての役割を果たし、少しでも慧祥が背負うものを軽くしたい。
















　ずっと二人を見守っていた珠華は、剣文の隣に膝を折り視線を合わせた。

「剣文さん。私たちのことをずっと見ていてください。まだまだ私は未熟な太極医官ですけど、いつかこの国を背負う太極医官になってみせます。その時には、絶対剣文さんに、太極医術がこの国にあってよかったって思わせます」

「……だったら、手始めにさっさと俺たちの治療をしろ。ちょっとは役に立ってるって、証明になるんじゃないのか」

　それは、剣文なりに太極医官を認める気になったということだろう。

　自分から腕を差し出した剣文を見て、珠華はさっと立ち上がった。

「ありがとうございます！　では、剣文さんの治療は慧祥様にお任せしますね。私はあちらのおばあちゃんを治療してきますから」

「お、おいっ、そこはお前が治療するんじゃないのかよ！　俺を王様と二人にするな！」

　剣文の声は聞こえなかったことにして、珠華は他の怪我人の治療に移る。

　若くて軽傷の人たちは、すでに慈恩たちが外へ連れ出して治療を始めていた。宿の一階に残っているのは、老人や子供とその付き添いである親だけだ。

「失礼します。怪我を見せてください」

　椅子に座る老ろう婆ばの傍で、膝を折った。老婆は赤くただれた頰を冷やそうと、濡れた布を当てている。

「すぐに治療しますから、大丈夫ですよ」

　慎しん重ちように布を剝はがし、不安そうな老婆の背中をさすった。

「急に空から熱い雨が降ってきたんだよ……」

「ええ、私も見ましたよ。怖かったですよね」

　頰に手をかざしながら、震える老婆の手を握る。大丈夫ですよと声をかけながら、蜃の脂でできた傷を治療していった。

　軽傷ということもあり、赤みはすぐに消えて跡も残っていない。

「もう治りましたよ。まだ、どこか痛いところはありますか？」

「いいや、大丈夫だよ。……本当は太極医術を受けるのは怖かったんだよ。だけど、お嬢さんがずっと手を握ってくれてたから勇気が出せたんだ」

　ありがとう、と老婆は珠華の手を両手で握りしめて額ひたいに当てた。しわだらけな老婆の手が照れくさくて、頰がふにゃふにゃと緩んで仕方がない。

「へへ、それはよかったです。また、都でも太極医術が受けられるように、私も頑がん張ばりますね」

　老婆に約束し、他の患者の治療に移った。

「お待たせしました。手当てをしますから、傷を見せてくれますか？」

　次は初老の男性だ。額を怪我したらしく、頭を抱えている。傷の状態を見ようと膝を折ると、壁かべ際ぎわで治療を見ていた刹せつが近づいてきた。

「──僕にも、手伝わせてください」

「え、でも……」

　太極医術をあれだけ嫌っていたのだ。こんな近くで治療を見せていいのだろうか。

「珠華さんが治療をする姿を見て、花か蓮れんが黄燐の兵士にまで治療をしたわけが分かった気がします。……簡単なことだったんですね。花蓮は人を、命を守りたかっただけだ。貴女みたいに、単純な理由だったんです」

「刹さん……」

「だから僕にも、花蓮が守りたかったものを守らせてください」

　笑った刹は、最後まで太極術師であることを誇りに生きたあの女性にそっくりだった。

「はい、ぜひお願いします」

　さっそく刹を拘束する巾を解ほどくと、刹は頷き患者の火傷に手をかざす。皮膚が再生され、赤みが徐々に引いていく。その速さは、珠華よりも上だ。

「すごい……！　というか、刹さんて太極医術が使えたんですか!?」

　手伝ってくれるとは聞いたが、まさか太極医術を使ってとは思ってもみなかった。けれど、太極秘儀を使おうとしていたくらいだ。太極医術を使えてもおかしくはない。

「花蓮から、太極医術は一通り教わりましたし、治療の手伝いもよくしていましたから」

　尊敬の眼まな差ざしを向けると、照れたふうに刹は頰を搔かく。

「花蓮さんは刹さんに大切なものを残していったんですね。こんなに素す晴ばらしい手を育てたのは、花蓮さんですから」

「そうですね……。花蓮はきっと、僕にすべてを託たくして亡くなったんです。それなのに、僕は彼女の心を踏みにじってしまった」

　後悔しているのか俯いて目を伏せる刹から、せっかく明るくなった表情が消えている。

　これでは駄目だ。そう思い、珠華は刹の両肩に手を乗せて、顔を近づけた。

「刹さん！」

「うわっ、なんですか！」

「落ち込んでいる暇なんてありませんよ。まだまだ仕事は、たっくさんあるんですからね。それじゃあ、ここは刹さんに任せます。私は二階の様子を少し見てきますから、何かあったら呼んでくださいね」

　刹が断る暇もなく急いで立ち上がり歩きだすが、すぐに刹に呼び止められる。

「珠華さん」

　立ち止まり振り返ると、刹は真剣な面おも持もちで言った。

「いつか、罪を償い終わった時は、僕の怪我も治してくれますか？」

　勇気を振り絞しぼったような声を出し、刹はじっと珠華の答えを待つ。

「それって、怪我をする前提じゃないですか。できるだけ怪我なんてしないでくださいよ」

「あ、そうですね。……すみません」

　今気づきました、と言いながら謝る刹の真ま面じ目めさに思わず吹き出す。

「でも、もしも怪我をした時はいつでも治しますよ。助けてもらったお礼、まだしてませんから」

「ありがとうございます。その時は、お願いしますね」

　珠華の答えに、刹は今までで一番いい笑顔を見せてくれた。

（さて、次の患者さんは……）

　今度こそ次の治療をしようとした時、宿に入ってきた人物に思わず声をあげる。

「兄上！」

　見つけたと同時に、無意識に駆け寄っていた。ぶんぶん手を振りながら近づくと、苓雲はそれに気づいて片手をあげる。

「兄上、ご苦労様です！」

「頑がん張ばっているようだな、珠華。お前もいつの間にか、太極医官らしくなってきたようだ」

　憧あこがれの兄から褒ほめられるなんて、感動して涙が出そうだ。

「あ、兄上ぇ……。そんなふうに兄上に思ってもらえるなんて、珠華は嬉しいです！」

　震える胸を押さえ、喜びを嚙みしめていると苓雲の視線が珠華の背後に向かう。その先にいる人物を思い出し、感動していた気持ちがすっと引いていく。

「太極医官襲撃の犯人を捕まえたそうだが、その男は今どこにいる？」

「ええと、ですね──」

　予想通り、苓雲は刹を捜しに来たようだ。

　患者を治療中の刹を連れて行ってもらっては困る。

　どうしたものかと迷いながら、ちらりと刹を見やった。それに目ざとく気づき、苓雲はまっすぐ刹に近づいた。

「兄上、お待ちください！」

　わたわたと苓雲を追いかけ、治療をしていた刹の前で両手を広げた。

「珠華、その青年を引き渡してもらおうか。太極医官を襲撃した罪人だろう」

「でも、刹さんは私と一緒に患者を治療してくれてるんです」

　必死に首を横に振るが苓雲が許してくれるはずがない。

「だからといって、罪がなくなるわけではない。彼には罪を償ってもらう」

「だ、駄目ええ！」

　刹を捕まえようとした苓雲の腕に、必死でしがみつく。「珠華」と、叱しつ咤たする兄の声がしたが、頭を激しく振って拒絶する。

　もう一度、苓雲が「珠華！」と怒気を込めて言った時、宿が急にざわめき始めた。

「──放せ、馬鹿野郎！　俺は絶対に太極医術なんて受けないって言ってるだろう！」

「おいおい、おっちゃん。そんなに動いたら、傷に障さわるで」

　なにやらもめているのは、慈恩たち太極医官と一人の中年の男だった。

　男を羽は交がい絞じめにしながら、太極医官たちは無理やり宿に運び込もうとしているようだ。男の顔の半分は蜃の脂で焼けただれ、首や胸元にまで怪我が広がっている。必死にもがいて抵抗する男に、太極医官たちの顔には疲労が見えた。

　男の傍らには、妻らしき女性が不安そうに寄り添っていた。

「あなた、こんな時にまで何を言ってるのよ。仕方がないでしょう。太極医術でしか治せない怪我なんだから」

「そんなこと信用できるか！　みんな、あんなにこいつらのことを嫌ってたくせに、手のひら返しやがって！　お前らみんな、忘れちまったのかよ。六年前に、こいつらが華弓からすべてを奪ったことを」

　女性を怒鳴りつけ、男は慈恩たちを指さす。

「こいつらのせいで、朱雀はこの国から消えたんだ。朱雀の力を戦なんかに使うから、朱雀を怒らせちまったんだ。お前たちの力は、俺たちからすべてを奪っていく元げん凶きようだ」

「おいおい、朱雀がおらんようになったことと、太極医官になんの関係があるんや」

　怪我をしているというのに、段々と男は興奮状態に陥おちいる。このままだと、怪我が悪化してしまう。慈恩は強引に男の傷に触れようとした。

「俺に触るな！　今さら、俺たちを救って英えい雄ゆうを気取るつもりか！　お前たちは英雄なんかじゃない！」

　慈恩の胸を押しのけ、男は宿にいる人々に聞かせるような声で叫んだ。

　男の声に、宿に動揺が走った。治療を受けることに引け目を感じているのか、周囲をしきりに見回す者。怯えるように太極医官から怪我を隠す者。男の叫びによって恐怖を思い出したように、治療を受ける人々の顔色が変わり始めた。

　このままだと、せっかく治療を受けてくれている人たちまで帰ってしまう。そう思い、珠華は男に駆け寄ろうとした。

　だが、その前に宿の扉が大きく開かれ、獣けものが唸うなるような声が宿に響いた。

「そんな当たり前のこと、言われなくたって分かってるよ」

　宿に現れたのは、伝説の女太極医官──周しゆう銀河だ。

　彼女を見て、珠華は声をあげる。

「銀河様！」

　銀河は、背後に数人の太極医官を引き連れて腕を組んでいた。

　虎や熊のごとき獰どう猛もうな双眸で宿を見回す迫力に、人々の視線が一斉に集まる。

「師匠、なぜここに？　王宮の方はどうしたのだ？」

　啞あ然ぜんとする人々をかいくぐり、宿の奥にいた慧祥が近づいてくる。

「そんなもの、とっくに終わったよ。アタシがいたんだから百人力さ」

　銀河は得意げに鼻を鳴らし、親指で自分の顔をさした。

　さすがは、伝説とうたわれるほどの太極医官だ。宮廷にも相当な被害があったと聞いていたが、この短時間で治療を終わらせるなんて、太極医官が束たばでかかっても無理だろう。

「王宮の方も、太極医術を受けたくないっていう馬鹿が何人かいてね。少しばかり手こずっちまったから、心配して来てやってみたら、案あんの定じようこのザマかい」

　銀河は暴れていた男を見てため息をつく。やれやれと首を振る銀河に、男は怯えながらも不満を口にした。

「な、なんだ、俺に文句があるって言うのかよ」

「文句があるかって？　そんなもの、あるわけないだろう」

　きっぱりと言いきり、銀河は男にずいっと近づき顔に人差し指を突きつけた。牙をむくように口を開けた銀河の気迫に、男は「ヒエッ！」と短い悲鳴をあげる。

「アタシが治療をするのは、アタシが太極医官だからだ。それ以外に理由なんてないね。嫌いたいなら嫌えばいいさ。だけど、嫌われようがなんだろうが、太極医官である限りアタシは患者を治療し続けるんだよ！」

　なんの迷いもなく男に言い放った銀河に、珠華の心臓が大きく脈動した。

（太極医官だから、治療する──）

　単たん純じゆん明めい快かいな言葉が頭の中で反はん響きようする。

　なんとも言えない感覚に、粟あわ立だった肌を押さえるように両腕で体を抱きすくめた。胸は慧祥と出会った時を思い出させるほどに高鳴り、銀河から目をそらすことができない。

　周囲の人々を見ると、得体の知れない太極医官の姿に呆ぼう然ぜんとしていた。

　静まり返った室内で、銀河は突きつけていた人差し指を握り拳に変え、少し男から距離を取る。そうかと思えば、拳を振りかぶり、思いきり前に突き出した。

「ただし、これ以上、アタシの手を煩わずらわせるなら、ぶん殴なぐって鼻っ柱を折ってやるからね。安心しな、鼻が折れてもすぐに治してあげるからさ。……だけど、暴れるたびに一本ずつ骨を折ってやるから覚悟しな」

　男の鼻先すれすれで拳を止め、銀河は男を睨にらみつけた。

　男は拳を前に、必死に何度も頷く。

「よろしい！　では、治療するからじっとしていてくれよ、患者さん」

　先ほどの表情が噓のように笑い、銀河は拳を開いた。男の顔にかざした手のひらが、蜃の脂で傷ついた箇所をなぞるように移動する。

　静かに銀河が息を吐くのに合わせ、赤くただれた傷が消えていった。

（速いっ……！　それに、あんなにひどい怪我だったのに、痕あともまるで残ってない）

　瞬く間に男の治療は終わり、銀河は手をパンと叩いた。

「はい、終了。よく頑張ったね。後はアタシたちの悪口でもなんでも、奥さんに聞いてもらいな」

「いえ、悪口なんてめっそうもございません。ね、あなたも頭を下げてくださいよ」

　男が口を開く前に、妻が男の頭を無理やり下げさせる。いまだに男は不服そうに太極医官たちを見ているが、銀河はそんなことまったく気にするそぶりはない。

「お嬢ちゃん、重傷者は二階にいるんだって？」

　男からさっさと離れると、銀河は珠華に話しかけた。

「は、はい！　今は竜皓さんが治療に当たっています」

　ずっと銀河に見惚れていた珠華は、いきなり声をかけられ背筋を伸ばす。

「それじゃあ、少し様子を見てきてやるとしよう。──と、その前に」

　二階へ歩きだそうとしていた銀河は、立ち止まるとふいに傍にいた男に目を止めた。

　そこにいた人物に気づき、珠華は悲鳴をあげそうになる。

「そっちの兄ちゃん、ちょっと面つらをよく見せてみな」

　銀河がまっすぐ近づいたのは、宿の隅すみで治療を続けていた刹のところだ。

　今度会ったらただじゃおかない、と銀河が言っていたことを思い出し、冷や汗が首筋を流れる。

「忘れもしない、この銀色の目。どうやら、太極医官を襲撃した犯人が、太極医官の中に混じっているようだね」

　銀河に顔をのぞき込まれ、刹は助けを求めるように珠華を見た。

「えっ！　いや、その、この人はですね……」

（刹さんが殺される！）

　どうにかして誤ご魔ま化かさなければ、と頭をぐるぐると働かせた。けれど、わたわたと視線を泳がせる珠華の焦りとは裏腹に、銀河は刹が治療中だった女性に視線を移す。

「ほほう。なかなかいい腕をしているじゃないか。……なるほどね、牢屋に入れる前に、存分にこき使ってやろうって魂こん胆たんなんだね？」

「え……？」

　何やら勘違いしている銀河に、目が点になる。そんな珠華を飛び越え、銀河は慧祥に目を向けた。

「そうだ」

「ええっ！　そうだったんです……もがっ！」

　すかさず答えた慧祥に驚き珠華は声をあげるが、即座に口をふさがれた。もごもごと暴れる珠華に慧祥は「黙っていろ」という視線を送る。

「恐れ入ったね。罪を償わせるだけでなく、使えるものはとことん使おうとするなんて、大したもんだよ。師匠として鼻が高い」

　勘違いしたまま感心している銀河に、とりあえず安心した。

　銀河の高笑いを聞きながら、慧祥は珠華の口から手を離す。

「じゃあ、可か愛わいい後輩を助けに行くとしよう」

　ようやく二階へ向かった銀河に安あん堵どし、心配そうに成り行きを見守っていた刹の背を、ぽんと珠華は押した。

「刹さん、治療を続けてください。いいですよね、兄上」

「──陛下の意向というのなら、仕方がない。ただし、治療が終わるまで私が見張っておくからな」

　苓雲がそう言うと、刹の顔に笑顔が戻った。

「あ、ありがとうございます」

「それは、こっちの台詞せりふです。手伝っていただいて、ありがとうございます」

　頭を下げると、刹は嬉しそうに微笑みながら治療に戻る。

　ふと気づいたが、刹の治療を受ける人は、彼の穏やかな表情につられるように皆笑っていた。

（そうだ、これが私の選んだ道なんだ）

　太極医官たちを見回すと、忙せわしなく働きながらも患者への気き遣づかいを忘れていない。不安そうな人に声をかけ、泣いている子供を慰め、疲れきったその親に椅子をすすめる。

　治療をするだけではない、患者一人一人の心を守ることも太極医官の仕事の一つだ。

　先ほど治療した老ろう婆ばの笑顔を思い出し、高鳴る胸に真っ赤な炎が点ともるのを感じた。

　その炎は、これから珠華の進むべき道を照らす小さな灯りだった。
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　太たい極きよく医官が治ち療りようを始めて、どれだけの時間が経たっただろうか。

　窓の外を見ると、すっかり陽ひも暮れていた。

「珠しゆ華か、疲れただろう。少し休きゆう憩けいしてくるといい」

　休んでいる暇ひまはないと、次の患かん者じやの治療をするために腰をあげたところで、竜りゆう皓こうに呼び止められた。

「いえ、まだみんなが働いているのに、私だけ休むわけにはいかないじゃないですか！」

　くるりと踵きびすを返して足早に立ち去ろうとするが、首根っこを摑つかまれてしまう。

「こら、待ちなさい。私たちが来るまで働き通しだっただろう。それに、陛へい下かをいつまでも働かせるわけにはいかないからね。お前と一緒なら、陛下もお休みになられると思わないかい？」

「……ううっ、分かりました」

　慧けい祥しようが絡むと断れなくなることを、竜皓はよく分かっているようだ。

　不満げにしながらも返事をすると、竜皓に髪かみをくしゃくしゃに撫なでられる。

「きちんと、陛下をお守りするんだよ」

「はい！」

　返事をすると、さっそく慧祥の元へ向かった。

　慧祥は母親に抱かかえられた男の子の治療をしている。涙をこらえる男の子は、治療が終わるとたまらず母親に抱きついた。母親に何度も頭を下げられ、慧祥はどこか照れくさそうだ。

（慧祥様、嬉うれしそうだな）

　それに、幸せそうだ。慧祥にとって、こうして民たみと触ふれ合うことが今回の目的だったのだろう。太極医官の格かつ好こうをしていたのも、民だけではなく太極医官の気持ちも知るためだったのかもしれない。

　きっと、華か弓きゆうに生きる、それぞれの立場の者たちの心を知ろうとしているのだ。

「──慧祥様、少し外に出ませんか？」

　親子から離れた慧祥に、珠華はすかさず話しかけた。

「いや、遠えん慮りよしておく。臣しん下かがまだ働いているというのに、私が休むわけにはいかない」

　呼び止められた慧祥は、首を振る。同じようなことを言う彼に、珠華の頰ほおがほころぶ。

「だったら、私も休まず働こうかな。慧祥様をさしおいて休憩なんてできませんから」

　くるり、と踵きびすを返すと、すぐに慧祥に引きとめられた。

「待て、そなたは休め。ずっと、働きづめではないか。少しは体をいたわらぬか」

　予想通りの言葉が帰ってきて、悪いた戯ずらっぽく笑いながら振り返った。

「その言葉、そっくりお返ししますよ。私に休んでほしかったら、一緒に来てください」

「しかし、次はあの少女を治療すると約束してしまったのだ。指切りまでしたのだぞ？　いたいけな少女を裏切れと申すのか」

　慧祥が近くにいた少女をビシッと指さすと、傍そばにいた風ふう蓮れんがその少女の前で膝ひざを折る。

「……俺が代わりに治療する。珠華、早く陛下を連れ出せ」

「ありがとう、風蓮」

　珍めずらしく優しい同どう僚りように少し感動していると、風蓮は鼻で笑った。

「太極医術を使いすぎて、倒れられても迷めい惑わくなだけだ」

「迷惑って何よ！」

「その言葉通りだ。──慈じ恩おん、お前も手伝え」

　怒おこる珠華をよそに、風蓮は慈恩を呼ぶ。

　慈恩はようやく宿の外にいた患者の治療を終えたところのようだ。

「よっしゃ、なんでも言うてくれ！」

　腕うでまくりをしながら駆かけ寄ってくるその顔には、疲労一つ浮かんでいない。

「おお、このお嬢じようさんやな。大丈夫やでぇ。こんな怪け我が、すぐに治したるからな」

　はりきる慈恩は楽しそうに少女の頭を撫でた。

　安心したのか、とたんに少女は泣きだし、慈恩と風蓮が慌あわてだす。

「やはり、私もいた方がいいのではないか？」

　どうにかして少女をなだめようとする二人を見て、慧祥が不安げに言う。

「大丈夫ですよ、慧祥様。ここには、優秀な太極医官が揃そろってますから」

　胸を張ってみれば、慧祥は宿を見渡し「ふむ」と頷うなずいた。

「──そのようだな」

　かすかに笑った慧祥に、珠華自身もなんだか誇ほこらしく感じた。
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　宿を出ると、蜃しんによって荒れた通りはすっかり片づいていた。

　赤や黄色の提ちよう灯ちんが通りに連つらなり、路地の中心には櫓やぐらがある。そこには華はなやかに着飾った少女たちが登り、竜りゆう笛てきや銅ど鑼らの音にあわせて巾きん舞ぶを披ひ露ろうしていた。

　賑にぎわいだした都みやこを、慧けい祥しようは物もの珍めずらしそうに見回す。

「祭りが再開したのか」

「そうみたいですよ。あんなことがあったのに、みんな祭りだけは中止にできないって言ってたらしいです」

　路地に集まった人たちは、祭りの最後に行われる朱雀すざくに炎ほのおを捧ささげる儀ぎ式しきのために、松たい明まつを持っている。

　この国の人にとって、朱雀は大切な存在なのだ。意識するわけでもなく心の奥に染みついて離れない、華か弓きゆうの象しよう徴ちようだ。

　昔から華弓を見守り続けた朱雀を、この国の人たちは愛している。

（華弓の人は、太極の心を忘れてない。だから、太極術師にこだわり続けるんだ）

　万ばん物ぶつに流れる陰いん陽ようの気──それこそが太極だ。

　自然の一部である人間にも、それは同じように流れているのだ。朱雀の恩おん恵けいを授さずかった人間は、ほんの少し太極の流れを見ることができる。それ故ゆえに、人々は朱雀を信しん仰こうしていた。

　その朱雀が六年前、人々の前から姿を消し、華弓に不安と恐怖が生まれた。

　あの時、神しん獣じゆうを失った喪そう失しつ感かんや恐怖の矛ほこ先さきとなったのが、太極術師だった。華弓を守る朱雀の力を持ちながら、万ばん物ぶつを壊す力も持つ太極術師。朱雀の力を持つ彼らを攻撃することによって、無意識に華弓の人たちは漠ばく然ぜんとした不安や恐怖と戦っていたのかもしれない。

（この国には、目に見える敵が必要だったんだろうな。朱雀が帰ってきたんだから、これからは少しずつでも太極医術を受け入れてくれるといいんだけど）

　朱雀へ捧げる炎に照らされる人々を見ながら、そんなことを考えていると、隣を歩いていた慧祥も彼らに視線を向けていた。

「六年ぶりに、あの光景が見られるのか。楽しみだ」

「私も楽しみです。きっと、朱雀も楽しみにしていますよ」

　これから、朱雀の力によって炎が夜空に昇っていくらしい。

　年に一度、朱雀祭の日にだけ起こる、華弓一美しい光景。鳳ほう安あんに来てから初めて見られるその光景を思うと、心が弾はずんで胸がむずむずした。

　夜空を見上げて朱雀が現れるのを待っていると、背後から声をかけられた。

「──お疲れ様、お嬢ちゃん」

　振り向くと、そこにいたのは太極医官の格かつ好こうをした銀ぎん河がだった。

「ぎ、銀河様！　お、お疲れ様です！」

　宿の二階で治療していたはずの銀河の登場に、声がひっくり返る。

「大方の治療が終わったから、アタシも少し休憩だよ。……そうそう、お嬢ちゃんの働きっぷりもしっかり見せてもらったからね」

　腕を組んで意地悪そうに片口をあげる銀河に、緊張で背筋が伸びる。

「なかなか筋がいいじゃないか。それに、アタシがいない間に他にも面おも白しろい奴やつらが入ってきたみたいだね。これからが楽しみだよ、いろいろと」

「……師匠、太極医官たちをあまり苛いじめてやるな。彼らにやめられては困る」

「安心しろ。アタシだってやめられたら困るからね。これからの太極医術を背負っていく奴らなんだから」

「それって……」

　太極医術を背負っていく。その言葉の意味を考える珠しゆ華かに、銀河は八や重え歯ばを見せて笑う。

「そういうことだ。喜べ、お嬢ちゃん。例の件だが、ちゃんと犯人を捕つかまえたみたいだから、旦だん那なに話をつけてやるよ。もちろん、お嬢ちゃんたちのクビもなしでだ」

　珠華の鼻先に人差し指を突きつけて言う銀河に、一瞬頭が真っ白になった。

「ほ、ほほ、本当ですか！　よかったですね、慧祥様！」

　これで、宮廷を出た太極術師たちが戻ってくるかもしれない。それに、新人太極医官もクビにならずにすんだ。

　すべてが丸く収まりそうで、飛び上がって喜んでいたが、黙だまり込む慧祥に気づいた。

「慧祥様？」

　祭りの華やかな空気とは正反対の深刻な表情で、慧祥は俯うつむいている。瞑めい目もくしてしばらく考え込み、ようやく顔をあげた。

「師匠、あの話はなかったことにしてくれ」

　ゆるぎない決意が、炎に照らされた赤せき褐かつ色しよくの瞳に浮かんでいる。

　慧祥の答えに納なつ得とくいかなかったのか、銀河は眉まゆを吊つり上げた。

「ほほう、せっかくアタシが頼みを聞いてやろうってのに、断るって言うんだね？」

　銀河と同じように珠華も納得いかない。

「どうしてですか、慧祥様。せっかく、銀河様が頼みを聞いてくださるっていうのに。それに、私だって頑がん張ばって事件を解決したのに」

　不満を口にするが、慧祥は首を横に振った。

「いいのだ。宮きゆう廷ていにはもう十分、優秀な太極医官がいるのだからな」

　宿の方へ目をやる横顔は、どこかすっきりとした表情だ。

　導き出した答えに、慧祥は王として堂々胸を張っている。

「その太極医官の中に、お嬢ちゃんも入っているのかい？」

「もちろんだ。竜りゆう皓こうが来るまで、患者たちの前で毅き然ぜんとした態度を取ってくれた。そのおかげで、皆の不安な気持ちも軽くなっただろう。それに、宮廷に流れていた噂うわさも、珠華自身が打ち消す日が来ると私は信じている。私が選んだ自慢の太極医官だからな」

　慧祥に太極医官として認めてもらえた。それだけで、泣きたくなるほど胸が苦しくなる。

　嬉しくて胸がいっぱいで破は裂れつしそうだ。一人感動に浸ひたっていると、銀河が肩をすくめて言った。

「その答えを待ってたよ。自分の采さい配はいを後こう悔かいするような君主に、アタシはついていきたくないからね。誰だれかの尻しり馬うまに乗ろうなんて、もっての外だよ。──これで、アタシも安心して慧祥陛下にお仕つかえすることができるよ」

　銀河は慧祥に向かって拱きよう手しゆする。その顔は薄うす暗ぐらい夜でも分かるくらい晴れやかだ。

「それに、実のところ今さら戻れなんて言われても、旦那は戻らないだろうしね。近々、うちの邸やしきで診しん療りよう所じよを開業しようと計画してるんだ。元々、もっと民に近いところで働きたいってことで、太極医官をやめたからね。ようやく、その夢を果たせるって浮かれてる奴を、無理やり王宮に戻すわけにはいかないだろう？」

「それじゃあ、初めからあの取引には応じないつもりだったってことですか？」

　尋たずねるが、銀河は「さあね」と言って誤魔化すだけだ。

　その後、逃げるように銀河は踵を返す。けれど、歩きだそうとしたところで言った。

「お嬢ちゃん、もしも太極医術の腕を鍛きたえたかったら、邸に来るといい。アンタには素質があるよ。うちの旦那はもう太極医官じゃないが、将来有望な太極医官の指導くらいはできるだろうからね。お嬢ちゃんを指導するように頼んでやろう」

「あ、ありがとうございます！」

　銀河の願ってもない誘さそいに、感動して膝に顔がつくくらいに頭を下げた。

「──それじゃ、アタシは西にし市いちの方へ行ってくるよ。あっちも、人手が足りないだろうからね」

　銀河はひらりと手を振り、宿に戻っていく。楽しそうに鼻歌を唄うたう後ろ姿を見送りながら、珠華は胸元を押さえて感動を嚙かみしめた。

（やっぱり、私は銀河様みたいな太極医官になりたい。いや、いつかきっと銀河様を超えるくらいの太極医官になるんだ！）

　目を閉じて逸はやる胸を抑おさえていると、慧祥に肩を叩かれた。

「珠華、あれを見てみろ」

　目を開いて慧祥の視線を追うと、夜空には無数の炎が浮かんでいた。

「うわぁ、綺き麗れいですね」

　いつの間にか提灯の明かりは消え、都を照らすのは朱雀によって舞い上がる炎だけだ。

　夜空にちらつく星よりも強く、激しく燃える橙だいだい色いろの炎が一つ、また一つと浮かんでいく。

　人々は六年ぶりに授かる朱雀からの恩恵に、感かん嘆たんの声を漏もらす。多くの人が炎に向けて手を合わせ、感謝と願いを込めて祈っている。

　鳳安中が朱雀への思いに包まれた時、珠華たちの傍にいた初老の夫婦が騒さわぎだした。

「……あ、あんた、あれを見とくれ！　息子が帰ってきたよ！」

「何を馬ば鹿かなことを。あの子は、六年前の戦いくさで亡なくなっただろう」

　妻に体を揺すられた夫は、煩わずらわしげにしながらも諭さとすように言う。

「でも、本当にいるんだよ。炎を見てごらん。あの子の顔を私が間違えるわけないだろう」

「……本当だ。あの子が、あの子が帰ってきたんだ！」

　しつこく迫せまる妻に観念したのか空に視線をやったとたん、その夫は腰を抜かした。

　初老の夫婦が見ているのは、彼らが朱雀に捧げた炎だ。何事かと首をかしげていると、他の人々も次第に声をあげ始めた。

「ありゃあ、去年亡くなった爺じいさんだ」

「ああ、お母さんが帰ってきた！」

　人々は口々に、亡もう者じやが帰って来たと驚きよう嘆たんの声をあげる。

　騒ぎは夜空を照らす炎と共に増えていく。

「一体、何が起こってるの？」

「蜃しんの力だな。蜃の脂あぶらには、幻を見せる作用があると言われている。朱雀が炎を飛ばした際に、朱雀の翼にかかった脂が細かく飛び散ったのだろう」

　朱雀が刹せつに花か蓮れんを見せたように、都の人たちにも幻影を見せているようだ。

（もしかしたら、朱雀がみんなに恩返ししてくれたのかも）

　六年ぶりの祭りで、人々が朱雀への信仰心を思い出したことに喜んでいるのだろう。夜空に響く朱雀の鳴き声が、それを物語っている。

「では、私たちも朱雀へ祈りを捧げるとしよう」

　慧祥はそう言うと、近くにいた商人から二本の松明を買ってきた。商人によって、すでに炎の点された松たい明まつを受け取り、二人で空にかざす。

「あ、私にも見えました。あれは……」

　浮かび上がった炎には、他の人たちと同じように人影が見えた。

　凜り々りしく精せい悍かんな男がこちらを見て微笑ほほえんでいる。

（あれって、慧祥様？）

　珠華に見えたのは死者ではない。慧祥が映った意味を考え、はたと気づく。

「炎の中に見えるのは亡くなった人だけじゃない。その人の大切に思う人が映るんですね」

「そのようだな」

　答えた慧祥も、炎を見上げて微笑んでいる。どうやら、慧祥にも炎の中に誰か見えているようだ。幸せそうに笑う横顔に、誰が映っているのか気になって仕方がない。

「慧祥様の炎には、誰が映っているんですか？」

　少しの期待を込めて聞くと、慧祥は炎を見たまま言った。

「私の炎に映っていたのは、一人ではなかった」

「……ご両親と兄君ですか？」

「いや、違う」

　それなら、誰だろうか。

　やきもきする珠華に気づくことなく、慧祥は嬉しそうに笑った。

「この国の人々が映っていた。私が一番大切に思う者たちだ」

　それは、慧祥が守るべき人々だった。その中には、珠華たち太極医官もいるはずだ。

「そなたの炎には、誰が映っていたのだ？」

「そ、それは……。慧祥様と同じです！」

「本当か？」

「ええっと──」

　よこしまな脳内を知られることが恥はずかしく、つい噓うそをついてしまった。疑いの目を向けられ、視線を夜空に逃がす。

　その先には、先ほど慧祥が映っていた炎がある。だが、すでに慧祥の姿は消えていた。

（……あ、私にも見えた）

　もう一度目を凝こらすと、この国の人たちが移り変わるように炎に映し出される。

「本当です。私にも慧祥様の守りたいものが見えました。この国の人たちが、炎の中で笑っているんです」

「そうか、同じだな」

　同じものが見えたのは、きっと守るものが同じだからだ。

　気づいた珠華は、そっと慧祥の手を握にぎる。不安と覚かく悟ごでかすかにその手が震ふるえていることに気づいたのか、炎を見つめていた慧祥が珠華に目を向けた。

「──後こう宮きゆうを出てからずっと、別々の道を歩くことが少しだけ寂さびしかったんです。自分で決めて選んだことだけど、やっぱり慧祥様と離れるのは不安でした」

　静かに話しだしたのは、ひと月の間ずっと隠かくしていた思いだ。

「でも、手を繫つないで同じ道を歩いていなくても、目指す場所は同じだったんですよね」

「そうだな。だが、別の道を歩いているからこそ、迷った時に正しい道を示せることだってある。どちらかが迷った時に、お互いにその場所を確かめ合いながら進めば、どんな道でも進んでいける。私はそう思う」

　そっと手を離し慧祥と向き合うと、空に浮かんだ炎で慧祥の目はいつも以上に赤く輝いて見えた。その目は、王としての信念と決意で燃えている。

　迷いのない煌きらめきに、なんとなくその先の言葉が分かってしまった。

「珠華」

　名前を呼ばれ、次に告げられる言葉を思い、唇を嚙んだ。ついさっきまで繫がっていた手が冷たくて、たまらず握りしめる。

「本当は、そなたとずっと一緒にいたい。だが、私はこの国の王だ」

　王として進むべき道を見つけた慧祥は、珠華にまっすぐ言葉をぶつけた。それでも、次に紡つむぐ言葉の前に、一瞬だけ口を閉じる。

「──そなたを、一番に考えることはできない」

　慧祥が下した決断を聞き、少しだけすっきりした。

「私もです。私も、慧祥様を一番に考えられません。だから、おあいこですね」

　顔をあげて笑ってみせると、意外そうに慧祥は目を瞬しばたたかせる。

「泣かないのか？」

「泣いてほしいんですか？」

「私は珠華の泣き顔が好きだからな。苓れい雲うんいわく、好きな子ほど苛いじめたくなるらしい」

　こうして好きだと言ってもらえるのも、これが最後かもしれない。そう思うと、少しだけ胸がつかえるが涙は見せたくなかった。

「泣きませんよ。だって、慧祥様の大切なものを一緒に守れるんですから。それに、私は太極医官です。自分で選んだ道を後悔なんてしません」

　これからは慧祥と繫いだこの手で、多くの人の命を救いたい。

　離れた手を悲しんでいる暇などない。それに、太極医官として進む道の先には、きっと慧祥がいるはずだ。

「たとえ華弓の人たち全員に嫌われたって、認められなくたって、私の気持ちは変わりません。太極医術の力で、私は華弓の人たちを守ってみせます。華弓の人たちが幸せになるためだったら、なんだってしてやりますよ」

　太極医官になったのは、好かれるためでも、誰かに認められるためでもない。六年前に出会った慧祥のように、誰かを守りたかったからだ。

（それなら、自分の力でどうやって華弓の人を守っていけるかを考えたい）

　熱い信念で燃え始めた想いは、蜃の降らせた雨でも消せはしない。

「……ほほう、なんだってしてみせるか。その言葉に、偽いつわりはないな」

「もちろんです！」

　迷いもなく答えると、慧祥はにやりと笑う。その表情に、一瞬嫌いやな予感がする。

「では、そなたは私の王おう妃ひになれ」

「はい？」

　せっかく人が覚悟を決めていたというのに、何を言いだすんだ。

　しっかり握りしめられた両手に、笑顔が引きつる。そんな珠華の戸と惑まどう顔でさえも楽しむように、慧祥は話を続けた。
















「華弓中を守りたいのなら、それなりの地位が必要になる。ただの太極医官では、できることなど限られているからな。それならば、いっそのこと王妃になればいいとは思わぬか？」

「あ、あの……。ちょっと、待って──」

　話についていけず止めようとするが、慧祥は聞く耳を持たない。

「そうだな。今すぐ王妃にならずに、そなたはしばらく私の代わりに世間を見てきてくれ。……いや、いっそのこと太極医官のまま王妃になるという手もある。史上初、働く王妃だぞ。しかし、二役をこなすとなれば生なま半はん可かな実力では反感を買うだろう。だから、そなたは手始めに医官としての最高位である『王の主治医』を目指せ」

「ち、ちょっと、待ってください！」

　なぜか主治医になるところまで話が広がったところで、声を張りあげる。

「王妃になれば、存分に民を守ることができるぞ。特権も使い放題だ。しかも、私の一番近くでこの国を守ることができる上に、私のことも幸せにできる。一いつ石せき三さん鳥ちようではないか」

「一石三鳥って……」

　予想外の状況に思し考こうが停止する。だが、そんなことはお構かまいなしに、慧祥は畳たたみかけるように告げた。

「私を幸せにできるのは、そなたしかおらぬ。それに、そなたを幸せにできるのも、私しかいないと思わぬか？」

　自信たっぷりに言われ、笑いと一緒に我が慢まんしていた涙がこぼれた。

　慰なぐさめなどではない、本気の思いが胸を締しめつける。それに、慧祥が言うと、なんでもできそうな気持ちになるから困ってしまう。

「ああもうっ！　分かりました、王妃になります。史上初、働く王妃になってやりますよ！」

　この手で守りたいものは、華弓のすべてだ。その中には慧祥だっている。慧祥を幸せにできるのは、この世にたった一人だけだ。

　ならば、すべての人を守り、幸せにできる道を進めばいい。

「私、王妃になって華弓中を守ります。もちろん、慧祥様のこともです」

　こうなったら、やってやろうじゃないか。行きつくところまで行ってやる。

　覚悟を決めて慧祥を見上げると、慧祥は目を細めて微笑ほほえんだ。

「ありがとう、珠華。──私はそなたを一番に考えることはできぬが、私が一番愛いとおしく思うのはそなただ。蜃との戦いで、そう確信した。私はそなたのためだけに、命を投げ打ってしまう。だから、そなたには私の手の届く場所にいてもらわないと困る」

　まだ乾ききっていない珠華の頰ほおを拭ぬぐいながら、慧祥はそんなことを言いだす。

　王妃になれと慧祥は言うが、きっといつまでも待っていられないだろう。国王として生きるのなら、世よ継つぎのことや周囲の目もある。それでも、慧祥が王妃にしたいと言ってくれただけで十分嬉しかった。

　本当に王妃になれるのか、不安に思っていると、慧祥の両手に頰を摑まれた。

「そなたが、私の主治医になり王妃となるか、私が華弓の人々に太極医術を認めさせるか。どちらが早いか競争だな」

　笑いながら頰を引っ張られ、珠華は目を瞬かせながら慧祥に尋ねる。

「勝った方は何か貰もらえるんですか？」

「敗者は一生勝者の傍にいる、というのはどうだ？」

　それは、どんな愛の告白よりも嬉しく、勇気をくれた言葉だった。

「その勝負、受けて立ちます」

　夜空に浮かぶ希望の炎の下で、二人の影が重なった。その頭上では、朱雀が数多あまたの炎を引き連れ飛んでいる。

　天高く昇った炎は夏か風ふう山ざんに向かって流れていく。連つらなる美しい炎は朱雀と共に軌き跡せきを描えがき、この国が歩んでいく道のように煌こう々こうと光り輝いていた。








《了》













あとがき









　このたびは、拙せつ作さくをお手に取っていただきありがとうございます。

　今回は《太たい極きよく仙せん華か伝でん》の二作目ということで、続きを出せると決まった時は「よかった！」という気持ちと共に「さて、何を書けばいいやら」と頭を悩ませることもありました。

　前作では、どことなく内側に向いた二人だけの世界感が強かったのですが、今回はそんな二人が外の世界に目を向けることで成長する物語になっていればいいなと思います。医官として働く珠しゆ華かと国王として働く慧けい祥しよう。ある意味、遠距離恋愛のようで「信じてるけどやっぱり不安だよね？」な、二人の空から回まわり（主おもに珠華の）を楽しみながら書きました。

　また、剣けん文ぶんや刹せつを通して、太極医官として自分がなにをするべきか、どうしたいのかと、珠華が自分の進むべき道を見つけられるか、というのも一つのテーマだったりします。太極医官と言っていますが、珠華たちは医官なので続編を書くならぜひとも医官らしい場面を作りたいなと。そして、太極医官のコスプレをする慧祥も出したいなと。今回、慧祥が太極医官の格かつ好こうをする場面が多々あるのですが、あれはきっと珠華たち太極医官組が楽しそうで仲間に入れてほしかったから、という思いが心の隅にあったのでしょう。本当は寂さびしがり屋なんですよ、彼は。友達を作るのが苦手なタイプです、きっと。




　さて、今回はありがたいことにご縁えんがあって続刊させていただく運びとなりましたが、ご縁というのは不思議なものですよね。前作のあとがきでも書いたのですが、この物語は従軍看護士のことを書きたいと思ったことが始まりでした。そう思ったきっかけが、母方の祖そ母ぼが元従軍看護婦だったからでして。そんな祖母が生まれ育ったのが、中国の上海シヤンハイ。しかも、太極仙華伝の出版のお話をいただいたのは、祖母の法事があった一週間後。そして、中華ファンタジーを書かせていただくことに。……なんだか、不思議な縁というものを感じませんか？

　そんなご縁によって、今作もたくさんの方々に力を貸していただきました。中でも、前作同様、様々な助言をくださった担当様、素敵なイラストを描いてくださったひむか透とお留る先生には、足を向けて寝られないほどに感謝しております。

　そして、なによりもこの本を手に取ってくださった皆様！　ひむか先生の美び麗れいなイラストにつられ、題名を見て、あらすじを読んで、値段をチェックして、レジに向かった（もしくは、購入するボタンを押した）皆様、ありがとうございます。

　素敵なご縁で出会った皆様と、再び巡り合えることを心より祈っております。





甘あま夏なつ千ち歳とせ










著者

甘夏千歳

Chitose Amanatsu




広島県在住。11月６日生まれ。

昔から、色々蒐集するのが好きで、最近集めているのはお守りと大吉のおみくじです。

大吉だけをお財布に入れて持ち歩いていると、ちょっとだけ運気があがる気がします。

近々、福岡へ行くので天神様にお参りをするついでに、三つの橋を渡って大吉が出るまでおみくじを引いてくる予定です。










イラスト

ひむか透留

Tohru Himuka




ありがたくも続編もイラスト担当させて頂きました。今回は銀河さん描くのが楽しかったです。姐さん!!




TwitterID:hi_tohru
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～炎えん上じよう注ちゆう意い！燃もえる愛あいは雨あめにも負まけず～
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